
日本地質学会第120年学術大会（仙台大会）
プログラム

Stallard Scientific Editing

スタラード・サイエンティフィック英文校正のDr.アーロン・スタラードにお任せください．
貴方の地球科学の学術論文の英語をネイティブレベルの完璧な英語に英文校正します．

your trusted partner in English-language excellence

science   technology   medicine   engineering   arts research papers   theses   books   abstracts

FRST

Dr.アーロン・スタラードの略歴：

www.stallardediting.com
Stallard Scientific Editing, 56 Brougham St, Nelson 7010, New Zealand

Tel: +64 3 5489108
Fax: +64 3 5489106

Internet:  www.stallardediting.com
Email:  aaron@stallardediting.com

Dr

Earth Science Medical 

Imaging

迅速な対応：
英文校正者のエキスパート：
満足感、高品質を保証： 100

Ask-the-Editor Service Draft-to-Journal Guarantee

お客様の自国の通貨でお支払い：
お支払い方法：

スタラード・サイエンティフィック英文校正について．

スタラード・サイエンティフィック英文校正の利点をご検討下さい．

狡一般社団法人日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp

日本地質学会 News
Vol.17  No.8  August  2014

地質学雑誌　第121巻　第8号（通巻1427号）付録　平成26年8月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会第121年学術大会（鹿児島大会） プログラム　2014年9月13日（土）～15日（月・祝）

News2014_8月号表14.qxd  2014.8.18  11:50 AM  ページ1



News2014_8月号表23.qxd  2014.8.22  1:53 PM  ページH2



（ 1 ）

日本地質学会第 121 年学術大会（2014 鹿児島）
プログラム

会期：2014 年 9月 13 日（土）～ 15 日（月・祝）
会場：鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館，２号館・第２体育館・学習交流プラザ
　　　鹿児島市中央公民館

共催　鹿児島大学理工学研究科
　　　鹿児島大学総合研究博物館
　　　鹿児島大学地域防災教育研究センター
後援　鹿児島県地質調査業協会
　　　鹿児島県建設コンサルタンツ協会
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会場での注意点

■拍手徹底
　１題の口頭発表はわずか15分で終了します（セッションの場合）．しかし，その発表の裏には，発表者の弛まぬ努力
と，研究や発表準備に費やした多くの時間があるはずです．講演が終了したら，惜しみない拍手をお願いします．

■写真撮影・ビデオ撮影の制限
　口頭発表・ポスター発表を，発表者に無断で写真撮影・ビデオ撮影してはいけません．撮影には発表者の許可が必要
です．また，それらを発表者の許可なく，SNS等で配信もしてはいけません．

■軽装の勧め
　７月末現在，九州地区の電力供給は逼迫した状況ではありませんが，不測の事態で急な節電要求がある可能性も考え
られます．残暑厳しい時期，大会参加の皆様には軽装をお勧めします．ご理解，ご協力をお願いします．

＜鹿児島大学郡元キャンパスへのアクセス>
　鹿児島大学郡元キャンパスの施設位置図及び大学までの公共交通機関は，鹿児島大学のホームページ http://www.
kagoshima-u.ac.jp/access/index.html/を参照して下さい．
飛行機をご利用の場合：

鹿児島空港より鹿児島市内行バス（２番のりば）に乗車し，JR鹿児島中央駅までお越しいただき，鹿児島中央駅から下記の
鹿児島市電にてご来校ください．

鹿児島中央駅前市電のりばから市電を利用：（乗車時間約10分）
行き先：郡元行き：唐湊（または工学部前）電停で下車

※鹿児島大学郡元キャンパスは駐車スペースがないため，乗用車でのご来訪はご遠慮下さい．
※キャンパス内をはじめ，喫煙可の表示がない場所は禁煙となっています．

＜鹿児島市中央公民館へのアクセス>
　鹿児島市中央公民館の位置図及び公共交通機関に関しては，
http://www.city.kagoshima.lg.jp/_1010/shimin/5kyouiku/5-2learn/5-2-1kouminkan/_24082.html（交通アクセス等）を参照し
て下さい．
JR
「鹿児島中央」駅からタクシー約10分
「鹿児島」駅から徒歩約20分
市電
「朝日通り」電停から徒歩約5分
バス
「天文館」バス停から徒歩約10分
「金生町」バス停から徒歩約5分
空港バス
鹿児島空港から約50分，「天文館」または「金生町」（吉野経由のみ）で下車

会員顕彰式・各賞表彰式・受賞記念講演

9月13日（土）15：00～17：50
会場：鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館121教室

15：00 - 15：10　来賓挨拶（與倉昭治　理工学研究科副研究科長・理学部長）
15：10 - 15：40　50年会員顕彰式，各賞授与式
15：50 - 16：05　日本地質学会小澤儀明賞受賞スピーチ　菅沼悠介会員「�堆積物の磁化，いつどこで獲得？−地磁気の

目盛りで地球史を読む−」
16：05 - 16：20　日本地質学会小澤儀明賞受賞スピーチ　田村　亨会員「海岸地形と地層の間」
16：20 - 16：50　日本地質学会国際賞受賞講演　江　博明氏
16：50 - 17：20　日本地質学会賞受賞講演　川幡穂高会員「�二酸化炭素がもたらす２つの地球環境問題−GEOLOGYと

人類の未来−」
17：20 - 17：50　日本地質学会賞受賞講演　斎藤文紀会員「地層と地形から読み解く：沖積層と現行堆積過程の研究」
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懇　親　会

日時：2014年９月13日（土）18：30～20：00
会場：鹿児島大学学習交流プラザ

　原則として予約制です（予約は８月 19 日（火）に締め切りました）．人数に余裕があれば当日参加の申込みも可能です．
会場受付で確認し，当日参加の申込みをしてください．その場合の会費は，正会員・非会員（一般）6,000 円，名誉会員・
50 年会員・院生割引会費適用正会員・学部割引適用正会員および会員の家族は 3,500 円です．非会員の会費は正会員に
準じます．

当日の受付について
　事前参加登録につきましては，FAX・郵送によるお申し込みを８月15日，オンラインによるお申込みを８月19日に締
め切りました．

■ 事前参加登録者
【入金済みの事前登録者】締切後，確認書２枚（本人控・受付提出用）と名札，懇親会とお弁当を予約の方へはそれぞ
れクーポンを発送します．大会開催10日前には参加者の皆様のお手元に届くようお送り致します．当日会場へ持参して
ください．
【締切時点で入金確認が取れない場合】未入金の旨記載された確認書のみ送付いたしますので当日会場にて確認書をご
提示いただき，入金の確認をして下さい．請求額は当日払いの金額に変更になります．入金と確認書の発送が入れ違い
の場合は，振込み時の控え等を会場にお持ちください．当日差額分のご精算をお願いします．

　事前登録者用受付にて，確認書に記載されている項目ごとに受付して下さい．
　受付にてネームカードホルダーをお渡ししますので『参加証（名札）』を入れ，大会期間中は身に付けてください．
１．確認書の提出（全員）→ネームカードホルダーの配布．要旨付きの場合は，要旨の配布
２．講演要旨追加購入（予約購入者のみ）→要旨の配布
３．懇親会→参加者は直接懇親会会場でクーポンを提示してください．
４．お弁当（予約者のみ）→お弁当の引き換え時にクーポンを提示してください．
５．巡検（参加者のみ）→名簿確認と参加最終確認
　　�注：未入金者の方は，総合受付で入金確認した後，懇親会やお弁当のクーポンをお渡しします．当日確認書やクー

ポンを忘れた方は，専用の用紙に申込内容をご記入いただき，受け付けを済ませてください．確認がスムーズに行
えますよう，ご協力をお願い致します．

■ 事前登録をしていない方
１．�当日は必ず参加登録をしてください．参加登録費の有料・無料に関わらず備え付けの『参加登録票』に必要事項を

記入し当日用受付へ
２．当日参加登録費（講演要旨集付きです．要旨集が不要の場合でも割引はありません）
　　正会員：9,500円
　　院生割引会費適用正会員：6,500円
　　�学部学生割引適用正会員・名誉会員・50年会員・非会員招待講演者・学部学生（会員・非会員問わず）：無料（講

演要旨は付きません）
　　非会員（一般）：15,000円
　　非会員（院生）：9,500円
３．講演要旨当日販売
　　会　員：4,000円
　　非会員：5,500円
４．懇親会の当日参加費（ただし，人数に余裕がある場合に限る）
　　正会員・非会員（一般）：6,000円
　　名誉会員・50年会員・院生および学生割引適用正会員（家族および非会員院生・学生含）：3,500円

　別途領収書が必要な方は会場受付でその旨お申し出ください．当日のお支払いは，現金のみの取扱いとなります．ク
レジットカードはご利用いただけません．
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第1会場 S1生物と環境(一般公開)(8) R1深成岩(10) 第1会場
(111) 9:00-12:30 14:30-17:00 (111)

第2会場 S2津波シンポジウム(6/14) S2津波シンポジウム(8/14) R10炭酸塩(10) R11堆積相(14) 第2会場
(121) 8:45-11:45 14:30-18:00 9:00-11:45 14:30-18:00 (121)

第3会場 R4変成岩(11/18) R4変成岩(7/18) R2岩石一般(7) T5冥王代(6) T4ジルコン(7) 第3会場
(131) 8:45-11:45 14:30-16:15 16:15-18:00 9:45-11:45 14:30-16:15 (131)

第4会場 R21地学教育(7) R12石油・石炭地質学(12) R20応用地質(8) 第4会場
(122) 10:00-11:45 14:30-18:00 9:15-11:45 (122)

第5会場 R8海洋地質(11/16) R22第四紀(9/16) 第5会場
(124) 9:00-11:45 14:30-16:45 (124)

第6会場 T7地球環境進化(9/16) T2文化地質(9) R5 地域地質(12) 第6会場
(125) 9:00-11:45 9:00-11:45 14:30-17:30 (125)

第7会場 第7会場

（213） （213）
第8会場 R13岩石・鉱物の変形と反応(12) T8超深度掘削(12) R14 沈み込み帯(12) R15 テクトニクス(10/18) 第8会場
(211) 9:00-12:30 8:45-11:45 14:30-18:00 8:45-11:45 (211)

(132) (132)
(133) (133)

ポスター
（第2
体育館）

その他

（※2）ポスターセッションの太字下線で示したセッションは口頭とポスターの日程が異なるセッションです．
（※3）9/13の「R2岩石一般」のポスター発表は，講演番号R2-P-1（1件）のみです．同セッションのその他のポスタ̶発表はすべて9/14です．

（※1）（　）内の数字は，講演数．

市民講演会
14:30-
16:00

関連行事：若手会員のための業
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R5地域地質・R7層序対比・R10炭酸塩・R11堆積相・R15 テクトニクス
R20応用地質・R22第四紀・R23地球史
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放散虫

超深度
海溝

ポ
ス
タ
ー
コ
ア
タ
イ
ム
　

(
第
2
体
育
館

)

古生物

構造
地質

（212） （212）

117

135

　
　
　
　
　
受
賞
記
念
講
演
会
（
第
2
会
場
）

R17ジュラ
系(4)
11:30-12:30

150

環境
地質
地質学
史

R24原子力(8)
15:45-18:00

R19環境地質(12/17)
8:45-11:45

R25鉱物資源(11)
9:30-12:30

海洋

構造
地質
若手

地雑
編集

　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
コ
ア
タ
イ
ム
　
（
第
2
体
育
館
）

　
　
　
　
　
表
　
彰
　
式
（
第
2
会
場
）

地質
技術

280

280

280

80

80

その他

・市民講演会（14:30-16:00　第1会場）
・アウトリーチセッション コアタイム
 　　（13:30-14:30，16:00-17:00　第1会場外通路）
・地学教育・アウトリーチ巡検（8:30-17:00）
・地質情報展（13:00-17:00　鹿児島市中央公民館）

・小さなEarth Scientistのつどい（9:00-15:30　第2体育館）
・R6ジオパークセッション コアタイム（13:00-14:20　第1会場外通路）
・若手会員のための業界研究サポート（14:30-18:00）
・地質情報展（9:30-17:00　鹿児島市中央公民館）

・地質情報展（9:30-16:00　鹿児島市中央公民館）

ポスター
（会場：
第2体育館）

T1火山島弧の造山運動・T6三次元・T7地球環境進化
T8掘削・T9平野地質・R2岩石一般(※3)・R3噴火
R8海洋・R9堆積物・R13岩鉱変形・R14沈み込み帯・
R16古生物・R17ジュラ系・R18情報地質・R24原子力

R1深成岩・R2岩石一般・R4変成岩・R12石油・R19環境地質
R21地学教育

現行
地質

大学
博物館

R19環境地
質(5/17)
14:30-15:45

口
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
懇
　
親
　
会
（
学
習
交
流
プ
ラ
ザ
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ア
タ
イ
ム
　
（
第
2
体
育
館
）

昼
休
み

南極

地殻
ダイナ
ミクス

岩石

地学
教育

文化
地質

R23地球史(10/20)
9:00-11:45

R23地球史(10/20)
14:30-17:00

全　体　日　程　表

発
表
方
法

会場
（部屋No.）

収
容
人
数

1日目　９月13日（土） 2日目　9月14日（日）

T1火山島弧の造山運動(10)
9:00-12:15

T9平野地質(9)
10:15-12:30

R16古生物(7)
9:30-11:15

PM 夜間
18:00-
19:30

13:30
-

14:50

R9堆積物の起源
・組織・組成
(7)10:45-12:30

15:00
-

15:40

15:50
-17:50

AM ラン
チョン
12:00-
13:00

13:00
-

14:20

3日目　9月15日（月）

AM

9:00-12:30

12:30
-13:30

T6三次元地質モデル研究
(8)10:00-12:30

R18情報
地質(3)
9:00-9:45

会場
（部屋No.）18:30

-20:00

AM

堆積
地質

応用
地質

地域
地質

13:00
-

14:20

PM 夜間
18:00-
19:308:45-11:45 14:30-18:00 8:45-11:45  14:30-18:00

ラン
チョン
12:00-
13:00
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巡検および巡検案内書

　巡検参加事前申込みは８月８日に締め切りました．参
加者への連絡などを大会ホームページに随時掲載いたし
ます．
　巡検案内書は，CD-ROM版を120巻８号（2014年８月
号）に添付して会員に配布いたします．また，地質学雑
誌の一部となっていますので，発行から３ヶ月目には
J-STAGE<http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/
ja>にて公開をいたします．
　なお，予告記事でもお知らせの通り，冊子体の案内書
は作成いたしません．巡検参加者には各班の巡検案内の
複写を巡検当日に配布する予定です．

緊急展示

　緊急かつホットなテーマについて議論する場を提供す
るために，会場内に，災害調査報告や速報性の高い新技
術・成果紹介などの「緊急展示コーナー」を設ける予定
です．
会場：第２体育館ポスター会場
問い合わせ先：行事委員会（main@geosociety.jp）
担当：山本啓司（鹿児島大会実行委員会）・須藤　宏
（行事委員会）

鹿児島大会に関連したプレス発表

　鹿児島大会での注目すべき学術発表や行事について，
９月上旬にプレス発表を行う予定です．例年多数のメ
ディアに取り上げられ，会員の研究成果が大いに注目さ
れています．プレス内容は，発表後学会ホームページに
掲載いたします．

大会期間中のお食事について

◯�お弁当予約販売（予約申込は締切りました）．予約弁
当は共通教育棟２号館１Ｆで配布します．

◯�大学生協厚生施設：下記施設が会期中の９月13日
（土）８：00〜19：30に営業します．

　鹿児島大学生協中央食堂（食料品の売店もあります．
　営業時間11：00〜19：30）
注意：上記以外の日時には郡元キャンパス周辺（東側）
のコンビニエンスストア等をご利用ください．郡元キャ
ンパス周辺には飲食店が多くありますので，そちらもご
利用ください．
　９月14日（日）15日（月・祝）については昼食時に上
記鹿児島大学生協中央食堂が限定メニューで営業致しま
すので，こちらもご利用ください．

事務局主催シニア昼食会のお誘い

　鹿児島大会にご参加いただくシニア会員の方々と事務
局職員の昼食会を今年も予定しています．
　年会の合間のひと時，軽い昼食と近況談義などできれ
ば，楽しいかと思います．ここでのシニアの定義は特に
ありません．我こそはシニア，私もシニア，シニアでは
ない方も，どなたでもお気軽にお集まり下さい．詳細
は，会場内に掲示いたしますのでご覧下さい．

鹿児島市内の宿泊施設に宿泊される方へ

　鹿児島市内の宿泊施設への宿泊者数に応じて，鹿児島
観光コンベンション協会より助成金が支給されることに
なっています．鹿児島市内に宿泊される方は，年会の総
合受付にて宿泊施設への提出書類をお渡しいたしますの
で，必要事項を記入の上，宿泊施設へ必ずご提出下さ
い．ご協力をお願い致します．

企業等団体展示/書籍販売

　企業・団体・研究機関などによる展示を行います．会
場は，鹿児島大学郡元キャンパス第２体育館を予定して
います．８月７日現在，
　安井器械株式会社，
　メイジテクノ株式会社，
　石油資源開発株式会社，
　株式会社蒜山地質年代学研究所，
　株式会社建設技術研究所，
　NPO法人ジオプロジェクト新潟，
　独立行政法人海洋研究開発機構，
　カールツァイスマイクロスコピー株式会社，
　日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC），
　Conwy Valley Systems Ltd.（UK），
　ライカマイクロシステムズ株式会社，
　株式会社加速器分析研究所，
から申し込みがありました． 
　また，同じく鹿児島大学郡元キャンパス第２体育館で
は書籍・物品の展示販売コーナーを設けます．８月７日
現在，
　株式会社ニュートリノ，
　株式会社ニチカ，
　有限会社徳田屋書店，
　株式会社古今書院，
からお申込みがありました．
※�申込期限延長，追加募集等がある場合もあります．随

時大会ホームページをご覧ください．
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■　ランチョン　■

　都合により急遽会場が変更になる場合もありますので，会
期中の掲示にご注意下さい．

9月14日（日）12：00-13：00

第3会場　岩石部会（世話人：鵜澤（平原）由香）
　岩石部会に関連した審議の必要な事項について，会員間で

審議を行う．また，会員への報告が必要な件についても報
告を行う．他にも，提案したり，連絡をすべき件があれ
ば，ランチョンでの議題として取り上げる．
第４会場　地学教育委員会（世話人：三次徳二・浅野俊雄）
　小，中，高等学校における理科教育（地学教育）の現状に

ついて情報交換を行う．また，学会が行う活動に対しての
意見交換を行う．

第５会場　海洋地質部会（世話人：荒井晃作・芦　寿一郎・
小原泰彦）

　海洋地質関連の研究機関における最近の研究動向と今後の
調査の紹介を行い，各種情報を共有するとともに，海洋地
質部会の活動について議論する．
第６会場　構造地質部会若手の研究発表会（世話人：大坪　

誠・武藤　潤・氏家恒太郎）
　構造地質部会若手の研究発表会をランチョンにおいて行い

ます．一人20分程度で２名ほどを予定しています．
第７会場　地質学雑誌編集委員会（世話人：秋元和實）
　地質学雑誌の諸問題について改善を図るために，face-to-

faceで意見交換する．
第８会場　現行地質過程部会（世話人：川村喜一郎）
　現行地質過程部会の今後の運営や計画について話し合う．

どなたでも参加大歓迎．お弁当持参でお集りください．

9月15日（月・祝）12：00-13：00

第２会場　堆積地質部会（世話人：中条武司）
　堆積地質部会の活動報告および国内外の堆積学に関する情

報交換を行う．
第４会場　応用地質部会（世話人：小嶋　智・須藤　宏）
　①長野大会レギュラーセッションでの招待講演（内容・人

選）について　②地質学雑誌「講座」の応用地質部会から
参画（内容・執筆者）について　③その他

第５会場　地域地質部会・層序部会合同（世話人：内野隆
之・岡田 誠）

　部会活動やセッションについての議論と情報交換
第６会場　文化地質学（世話人：鈴木寿志）
　「文化地質学」の開催に伴い，文化地質学の今後の進展と

研究活動について，相互の情報交換を行う．
第７会場　古生物部会（世話人：須藤　斎）
　古生物部会の定例会合
第８会場　構造地質部会定例会（世話人：大坪　誠・武藤　

潤・氏家恒太郎）
　過去の活動報告，会計報告，今後の活動計画など

■　夜間小集会　■

　都合により急遽会場が変更になる場合もありますので，会
期中の掲示にご注意下さい．

9月14日（日）18：00-19：30

第２会場　大学博物館と地域の博物館（世話人：川端清司）
　大学博物館を含めた，博物館関係者のための集会です．地

方の大学博物館の活動について話題提供いただき，あわせ
て地域の博物館との連携についても議論を進めたいと考え
ています．

第３会場　南極地質研究委員会（世話人：外田智千）
　・第56次（2014/15）観測計画の概要，・南極地質将来計

画について，・その他
第４会場　地殻ダイナミクス：地質学と地球物理学の知見の
総合（世話人：竹下　徹）

　地震の発生過程から地質学的時間スケールで生じる地殻変
動の実体を解明するための地質学と地球物理学の研究協力
はいかにあるべきか，最先端の共同研究について議論す
る．

第５会場　炭酸塩堆積学に関する懇談会（世話人：松田博
貴）

　最新の炭酸塩堆積学に関する研究紹介と情報交換を行い，
炭酸塩堆積学のこれからの方向性・発展について議論す
る．

第６会場　放散虫関連：INTERRADの参加・招致に関する
意見交換（世話人：松岡　篤・鈴木紀毅・板木拓也・栗原
敏之）

　INTERRAD（国際放散虫研究者協会）の参加・招致に関
する意見交換．NOM会津（11/29-30，福島県立博物館）に
関する連絡．

第７会場（212）　環境地質部会（世話人：田村嘉之）
　環境地質に関する講演，事務連絡など
第７会場（213）　地質学史懇話会（世話人：会田信行）
　鹿児島の地質学史に関する講演２題．岩松　暉：史料にみ

る桜島大正噴火，上村直巳：リヒトホーフェンの見た明治
初年の鹿児島

第８会場　超深度海溝掘削（KANAME）（世話人：木村　
学・斎藤実篤・金川久一）

　新学術領域研究「超深度海溝掘削（KANAME）」の事後
評価報告と今後の沈み込み帯掘削に関する情報交換を行
う．

9月15日（月・祝）18：00-19：30

第4会場	 地質技術者教育委員会（世話人：山本高司）
　定例委員会　①業界最新動向と新規採用状況，②中期ビ

ジョンへの対応
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　発表者は本学会または共催学協会の会員に限ります（招待
講演者を除く）．共同発表の場合は，この制限を代表発表者
（講演要旨に下線を引いた著者）に適用します．やむを得な
い事情により，あらかじめ連記された共同発表者内で発表者
の変更を希望する場合は，必ず事前に行事委員会（会期前は
学会事務局，会期中は学会本部）に連絡して下さい．この場
合も，シンポジウムおよびアウトリーチセッション以外の場合
は「会員に限り１人１題（発表負担金を支払った場合は２
題）」の制限を守るものとします．代理人の代読，会場内での
突然の発表者変更，発表順序の変更は認めません．口頭発表
者は発表時間を厳守して下さい．持ち時間15分のうち，発表
は10～12分とし，質疑応答５～３分を確保してください（30
分の招待講演の場合，発表20～25分，質疑応答10～５分）．
発表に際しては座長の指示に従い，会場運営がスムーズに行
われるようご協力下さい．

■■■　口頭発表　■■■
・�１題15分（質疑応答３～５分を含む）．ただしシンポジウ

ムとセッション招待講演は除きます．
・�口頭発表会場には液晶プロジェクターとWindowsパソコン

（OS: Windows XP，Vistaおよび７対応，PowerPoint 
2003-2013 対応）を用意します．

【講演ファイルをUSBメディアでご持参の方】
　ファイルのインストールは，セッション開始前に，講演会
場前方パソコン設置台にて行ってください．各会場のパソコ
ンのデスクトップ上には日付（例0914）のフォルダが配置さ
れており，その中にセッション番号のサブフォルダ（例
T1）が配置されています．そのサブフォルダ内に講演ファ
イルを保存してください．ファイル名は「発表番号と演者氏
名」にしてください（例：S1-O-１鹿児島太郎，T1-O-13薩
摩花子）．インストール後，ファイルが正常に投影されるこ
とを必ず確認してください．特に，会場のPCと異なるバー
ジョンで作成されたパワーポイントのファイルは，レイアウ
トが崩れる場合がありますのでご注意ください．
【ご自分のパソコンを使用して講演する方】
　Macパソコンをお使いになる方，ソフトの互換性からレイ
アウトが崩れる可能性のある方，パワーポイント以外のプレ
ゼンテーションソフトをご利用の方は，ご自身でパソコンを
ご用意ください．会場の液晶プロジェクターにパソコンの切
り替え器（ケーブル形状はD-SUB15ピン）を用意します．
プロジェクターの解像度設定はXGA（1024×768）です．講
演前に出力調整の上，接続してください．Macパソコンをお
使いになる方は，必ずD-SUB15ピンのアダプターをご持参
ください．接続は発表者自身が責任を持って行なってくださ
い．セッション開始前に試写し，正常に投影されることを必
ず確認してください．

口頭発表の注意
　昨年に引き続き，今大会もPCセンターを設置しません

（ニュース誌５月号を参照）．セッションが円滑に進むよう
に，次の注意点をよくご確認ください．
1）�発表はできるだけ会場備え付けのWindowsパソコン（OS
はWindows 7; PowerPoint 2003～2013対応）をご使用下
さい（ただしMacご利用の方と動画を使用する方はご自
身のパソコンをご用意下さい）．プロジェクター解像度は
1024×768ドット（XGA）です．パワーポイント・ファ
イルをUSBフラッシュメモリで持参し，セッション開始
前にパソコンにコピーして下さい（セッション終了後，
世話人がファイルを削除します）．フォントは特殊なもの
ではなく，PowerPointに設定されている標準的なものを
使用して下さい．セッション開始前に発表会場で正常に
投影されることを必ず確認して下さい．

2）�ご自身のパソコンで発表する方は，セッション開始前に
発表会場において正常に接続・投影されることを確認し
て下さい．事前に解像度（上記）の設定をご確認下さ
い．会場の接続端子はD-sub15ピン（ミニ）です．パソ
コンによってはコネクタが必要になる場合がありますの
で必ずご持参下さい（会場にはありません）．確認作業
の混雑とそれによるセッション開始の遅れを防ぐため，
早めの確認作業をお願いします．なお，発表者が事前確
認を怠ったために発表時にトラブルが生じても時間延長
等の措置は取りません．

■■■　ポスターセッション　■■■
・�掲示する際のチェスピンを準備いたします．テープは利用

できません．
・�掲示時間は９：00〜18：00です．遅くとも10時までに必ず
掲示し，17時までははがさないでください．撤収は19時ま
でにお願いします．

・�コアタイムは，13日（土）が13：30～14：50，14日（日）
と15日（月）が13：00～14：20です（アウトリーチセッ
ションのみ13日（土）13：30～14：30および16：00～17：
00）．この時間は必ずポスターに立ち会い，説明して下さ
い．その他の時間は各自の都合により随時説明を行って下
さい．

・�ボード面積は，高さ210 cm，幅120 cmです．
・�発表番号・発表題名・発表者名を必ず明記して下さい．
・�コンピューターやビデオを使用される場合，機器の準備は

各自で行ってください．電源は確保できませんので，予備
バッテリーをご準備下さい．

・�ポスター発表に対し，別記の要領にて優秀ポスター賞が授
与されます．奮ってご準備下さい．

優秀ポスター賞について
　今大会でも学術発表の優秀ポスターに対して「日本地質学
会優秀ポスター賞」を授与します．毎日３～５件の予定で
す．受賞者には学会長から直接賞状を授与します（表彰と写
真撮影）．受賞ポスターは，その栄誉をたたえ，大会期間

発　表　者　へ
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中，別途設けるボードに掲示します．大会終了後，News誌
（年会報告記事）に氏名，発表題目，受賞理由を掲載しま
す．
【審査】
　審査は各賞選考委員会が行い，学会長がこれを承認しま
す．選考委員会は日替わりで，行事委員会委員５名，大会実
行委員会代表１名および各賞選考委員会委員２名の合計８名
により構成されます．選考委員氏名は大会終了後に公表しま
す（News誌11月号を予定）．
【審査のポイント】
・�（研究内容）オリジナリティ

・�（プレゼンテーション）レイアウト・中心点の明示・わか
りやすさ・美しさ・斬新さ

【審査結果の発表時間と方法】
　発表は各日毎16時以降に行います．表彰は17時前後にポス
ター会場で行います．ただし今回は，初日（13日）の表彰
は，２日目（14日）の表彰時にあわせて行う予定です．審査
結果は掲示板や廊下等の要所に貼り出します．受賞ポスター
には受賞花をつけます．

■　シンポジウム・セッション世話人一覧　■

■シンポジウム
S１．九州が大陸だった頃の生物と環境（一般公開シンポジウ
ム）[日本古生物学会共催]

Biology and environments of Kyushu Island when it was linked 
to the Eurasian continent
世話人：仲谷英夫（鹿児島大：nakaya@sci.kagoshima-u.ac.jp）

S２．津波ハザードとリスク：地質記録の活用（国際シンポジウ
ム）[ロンドン地質学会共催]

Tsunami hazards and risks: using the geological record（JGS-
GSL international symposium）
オ ー ガ ナ イ ザ ー：Simon Wallis（ 名 古 屋 大：simon.wallis@e.
mbox.nagoya-u.ac.jp）and Neil Chapman（Chapman & Co 
Consulting）
世話人：後藤和久＊（東北大：goto@irides.tohoku.ac.jp）・藤原　
治（産総研）・藤野滋弘（筑波大）

■トピックセッション
T１．火山島弧の造山運動：沈み込み，付加，衝突およびリサイ
クリング

Orogenic processes in island arcs: subduction, accretion, 
collision and recycling
Hafiz Ur Rehman ＊（鹿児島大：hafiz@sci.kagoshima-u.ac.jp）・
岡本和明（埼玉大）

T２．文化地質学
Cultural geology
鈴木寿志＊（大谷大：hsuzuki@res.otani.ac.jp）・一田昌宏（京都
大博）

T３．グリーンタフ・ルネサンス
Green Tuff renaissance
天野一男＊（茨城大：kazuo@mx.ibaraki.ac.jp）・細井　淳（茨城大）・
松原典孝（兵庫県立大）

T４．砕屑性ジルコン年代学：その未来とさらなる応用
Detrital zircon chronology: its future and further applications
磯崎行雄＊（東京大：isozaki@ea.c.u-tokyo.ac.jp）・山本伸次（東
京大）

T５．ポスト冥王代研究
Studies on the post-Hadean
磯崎行雄＊（東京大：isozaki@ea.c.u-tokyo.ac.jp）・堤　之恭（国
立科博）

T６．三次元地質モデル研究の新展開
Recent progress in three-dimensional geological modeling
木村克己＊（産総研：k.kimura@aist.go.jp）・升本眞二（大阪市大）・
高野　修（石油資源開発）・根本達也（大阪市大）
　
T７．古生代から中生代への地球環境進化
Environmental evolution across the Paleozoic?Mesozoic 
transition
尾上哲治＊（熊本大：onoue@sci.kumamoto-u.ac.jp）・高橋　聡（東
京大）・池田昌之（愛媛大）・上松佐知子（筑波大）

T８．超深度掘削による新次元の地球科学
New science in deep riser-drilling
川端訓代＊（鹿児島大：katsuragisan2424@gmail.com）・坂口有
人（山口大）・伊藤喜宏（京都大）・斎藤実篤（海洋研究開発機構）

T９．平野地質
Quaternary basin research
卜部厚志＊（新潟大：urabe@gs.niigata-u.ac.jp）・宮地良典（産総
研）

■レギュラーセッション
R１．深成岩・火山岩とマグマプロセス（火山部会・岩石部会）
Plutonic rocks, volcanic rocks and magmatic processes
柚原雅樹＊（福岡大：yuhara@fukuoka-u.ac.jp）・亀井淳志（島根
大）・長谷川健（茨城大）

R２．岩石・鉱物・鉱床学一般（岩石部会）
Petrology, mineralogy and economic geology
斉藤　哲＊（愛媛大：saitotetsu@sci.ehime-u.ac.jp）・壷井基裕（関
西学院大）

R３．噴火・火山発達史と噴出物（火山部会）
Eruption, evolution and products of volcanic processes

発　表　者　へ
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長谷川健＊（茨城大：hasegawt@mx.ibaraki.ac.jp）・長井雅史（防
災科研）

R４．変成岩とテクトニクス（岩石部会）
Metamorphic rocks and tectonics
宮本知治＊（九州大：miyamoto@geo.kyushu-u.ac.jp）・森　康（北
九州市自然史・歴史博）

R５．地域地質・地域層序（地域地質部会・層序部会）
Regional geology and stratigraphy
松原典孝＊（兵庫県立大：matsubara-n@stork.u-hyogo.ac.jp）・内
野隆之（産総研）・岡田　誠 （茨城大）

R６．ジオパーク（地域地質部会・ジオパーク支援委員会）（一般公開）
Geopark
天野一男＊（茨城大：kazuo@mx.ibaraki.ac.jp）・高木秀雄（早稲
田大）・渡辺真人（産総研）

R７．地域間層序対比と年代層序スケール（層序部会）
Stratigraphic correlation and chronostratigraphic scales
里口保文＊（琵琶湖博物館：satoguti@lbm.go.jp）・岡田　誠（茨
城大）

R８．海洋地質（海洋地質部会）
Marine geology
荒井晃作（産総研）・芦　寿一郎＊（東京大：ashi@aori.u-tokyo.
ac.jp）・小原泰彦（海上保安庁）

R９．堆積物（岩）の起源・組織・組成（堆積地質部会）［共催：
日本堆積学会・石油技術協会探鉱技術委員会・日本有機地球
化学会］

Origin, texture and composition of sediments
太田　亨＊（早稲田大：tohta@toki.waseda.jp）・野田　篤（産総研）

R10．炭酸塩岩の起源と地球環境（堆積地質部会）［共催：日本堆
積学会・石油技術協会探鉱技術委員会・日本有機地球化学会］

Origin of carbonate rocks and related global environments
山田　努＊（東北大：t-yamada@m.tohoku.ac.jp）・足立奈津子（鳴
門教育大）

R11．堆積相・堆積過程（堆積地質部会・現行地質過程部会）
［共催：日本堆積学会・石油技術協会探鉱技術委員会・日本
有機地球化学会］

Sedimentary facies and processes
横川美和＊（大阪工業大：miwa@is.oit.ac.jp）・高清水康博（新潟
大）・西田尚央（産総研）

R12．石油・石炭地質学と有機地球化学（石油石炭関係・堆積地
質部会）［共催：石油技術協会探鉱技術委員会・日本有機地球
化学会・日本堆積学会］

Geology and geochemistry of petroleum and coal
金子信行＊（産総研：nobu-kaneko@aist.go.jp）・河村知徳（石油
資源開発）・三瓶良和（島根大）

R13．岩石・鉱物の変形と反応（構造地質部会・岩石部会）
Deformation and reactions of rocks and minerals
廣瀬丈洋＊（海洋研究開発機構：hiroset@jamstec.go.jp）・高橋美
紀（産総研）・大坪　誠（産総研）・水上知行（金沢大）

R14．沈み込み帯・陸上付加体（構造地質部会・海洋地質部会）
Subduction zones and on-land accretionary complexes
氏家恒太郎＊（筑波大：kujiie@geol.tsukuba.ac.jp）・橋本善孝（高
知大）・坂口有人（山口大）・菅森義晃（鳥取大）

R15．テクトニクス（構造地質部会）
Tectonics
武藤　潤＊（東北大：muto@m.tohoku.ac.jp）・安江健一（原子力
研究開発機構）・針金由美子（産総研）

R16．古生物（古生物部会）
Paleontology
平山　廉（早稲田大）・北村晃寿（静岡大）・太田泰弘（北九州博）・
三枝春生（兵庫県立人と自然の博）・須藤　斎＊（名古屋大：
suto.itsuki@a.mbox.nagoya-u.ac.jp）

R17．ジュラ系＋（古生物部会）
The Jurassic +
松岡　篤＊（新潟大：matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp）・近藤康
生（高知大）・小松俊文（熊本大）・石田直人（明治大）・中田健
太郎（城西大）

R18．情報地質とその利活用（情報地質部会・地域地質部会）
Geoinformatics and its application
野々垣進＊（産総研：s-nonogaki@aist.go.jp）・斎藤　眞（産総研）

R19．環境地質（環境地質部会）［共催：地質汚染-医療地質-社会
地質学会］

Environmental geology
難波謙二（福島大）・風岡　修（千葉環境研）・三田村宗樹（大阪
市大）・田村嘉之＊（千葉県環境財団：y_tamtam3012@nifty.com）

R20．応用地質学一般およびノンテクトニック構造（応用地質部会）
Engineering geology and non-tectonic structures
小嶋　智（岐阜大）・須藤　宏＊（応用地質：sudou-hiroshi@
oyonet.oyo.co.jp）・西山賢一（徳島大）

R21．地学教育・地学史（地学教育委員会）
Geoscience education/History of geoscience
矢島道子＊（東京医科歯科大：pxi02070@nifty.ne.jp）・三次徳二（大
分大）

R22．第四紀地質（第四紀地質部会）
Quaternary geology
公文富士夫＊（信州大：shkumon@gipac.shinshu-u.ac.jp）・廣瀬
孝太郎（福島大）

R23．地球史（環境変動史部会）
History of the Earth
清川昌一＊（九州大：kiyokawa@geo.kyushu-u.ac.jp）・山口耕生（東
邦大）・小宮　剛（東京大）・尾上哲治（熊本大）・須藤　斎（名古屋大）

R24．原子力と地質科学（地質環境の長期安定性研究委員会）
[共催：日本原子力学会バックエンド部会]

Nuclear energy and geological sciences
吉田英一＊（名古屋大：dora@num.nagoya-u.ac.jp）・梅田浩司（原
子力研究開発機構）・高橋正樹（日大）・渡部芳夫（産総研）

R25．鉱物資源と地球物質循環（鉱物資源部会）
Mineral resources and global material cycles
加藤泰浩＊（東京大：ykato@sys.t.u-tokyo.ac.jp）・岩森　光（海
洋研究開発機構）・中村謙太郎（東京大）

■アウトリーチセッション
OR．日本地質学会アウトリーチセッション（一般公開，ポス
ター発表のみ）

Outreach session
星　博幸＊（愛知教育大：hoshi@auecc.aichi-edu.ac.jp）・須藤　
斎（名古屋大）
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

S2．津波ハザードとリスク：地
質記録の活用

津波災害の対策は世界共通の課題です．日本地質学会では，最先端の津波研究の成果を発表
する場として，ロンドン地質学会との共催で本シンポジウムを開催することになりました．
国内外の著名な研究者に参加して頂き，東日本大震災で何が起きたのか，南海トラフ巨大地
震・津波想定の現状や課題はどうなっているのか，火山噴火や海底地すべりなど地震以外で
発生する津波の研究がどこまで進んでいるのか，津波の地質学的痕跡を識別するための新た
な試みなど，今後我が国や諸外国での津波想定を進めていく中で重要な課題について議論し
ます．

津波，地震

T2．文化地質学 15 日（月）第６会場
10 :00-10 :15
T2-O-4

乾　睦子 瀬戸内海沿岸の花崗岩石材産
地における多様な歴史と現状

日本の明治期以降の花崗岩石材産業に焦点を当て，発展・衰退の歴史と現状を分析した総括
的講演である．石材産業は地質学と深い関係にあるものの，これまで地質学会ではあまり触
れられてこなかった．ぜひこの機会に国内石材産業の現状を知り，地質学とともにある産業
のあり方について考えていきたい．

花崗岩，石材産業，
産業遺産

15 日（月）第６会場
10 :45-11 :00
T2-O-7

一田昌宏 石灰岩石細工と江戸〜明治期
の本邦産紡錘虫類記載

日本産の化石で初めて新種として記載・命名されたのは何か？と問われた時，はたして答え
られるだろうか．答えは講演をお聞きいただくとして，実はこの新種記載の背景には，江戸
時代に脈々と受け継がれてきた職人の伝統があったという．たかが石細工と侮るなかれ．高
度な工芸文化が，日本の近代古生物学が始まるきっかけだったのである．

ウィーン万博，赤坂
石灰岩，リヒトホー
フェン

15 日（月）第６会場
11 :30-11 :45
T2-O-9

安間　了 西アジアの地質・自然環境と
人類史

アラビアとユーラシアのプレート衝突の場である西アジア．人類がアフリカから出ていった
舞台であり，農耕を始めた土地でもある．また銅や石油といった資源供給の場であり，今日
においても石油争奪戦の舞台となっている．これまで地質は人類史に多大な影響を及ぼして
きた．地質学が人類の将来を左右する可能性を述べた必聴の講演である．

農耕・都市文明，富
と権力，パワーゲー
ムの舞台

T3．グリーンタフ・ルネサンス 15 日（月）第４会場
14 :30-14 :45
T3-O-1【招待講演】

鹿野和彦 東北日本，男鹿半島における
新生界層序の再検討と日本列
島の形成過程

日本列島は日本海の開裂とともに大陸から離れ，現在の弧状列島に発達したと考えられてい
る．この日本列島の発達過程を記録する重要な地層がグリーンタフである．鹿野氏は東北日
本グリーンタフの標準模式地である男鹿半島の層序を見直し，従来のグリーンタフの年代枠
組みを根底から覆した．これは日本列島の形成過程の大幅な見直しの必要性を示す重大な成
果である．

グリーンタフ，日本
列島形成，日本海開
裂

T6．三次元地質モデル研究の
新展開

13 日（土）第５会場
10 :45-11 :15
T6-O-4【招待講演】

石原与四郎ほ
か

沖積層の３次元モデルの構築
とその意義

近年，都市域の浅い地盤情報としてボーリングデータが集積され，公開されてきているが，
それを利用した岩相と N 値の三次元グリッドモデルを構築する手法が，本講演者らによっ
て開発された．そのモデルは，地層の堆積過程の可視化だけでなく，地震動予測や地盤工学
特性の基盤となるものとして注目され，応用されてきている．本講演では，その手法の概要，
モデル作成，適用例，そして今後の課題が紹介される．

三 次 元 モ デ ル， グ
リッドモデル，ボー
リングデータ

13 日（土）第５会場
11 :30-12 :00
T6-O-6【招待講演】

守屋俊治 石油の探鉱開発における地質
的不均質性と不確実性の定量
化

石油の探鉱開発においては，地下数 1000 メートルでの地質構造や貯留岩・根源岩分布にか
かる三次元地質モデルの構築のほか，地質モデルをもとにした炭化水素生成・排出・移動・
集積プロセスの復元が，地質学的時間軸の考慮の上で行われる．本講演では，これらの一連
のモデル化の紹介とともに，モデル化に密接に関連する地質的不均質性と不確実性の定量化
について，いくつかの事例をもとに解説していただく．

三次元数値地質モデ
リング，地質的不均
質性，地質的不確実
性

シンポジウム・セッションハイライト

　昨年の仙台大会からの試みとして，「シンポジウム・セッションハイライト」を作成しています．
それぞれのシンポジウム・セッションがより盛り上がることを期待して，また，会場で学術大会に
不慣れな方（学生など）にわかりやすく情報を提供し，おもしろいサイエンスにひとつでも多く接
してもらうことを目的に，「おもしろそう，注目すべき，ぜひ聞いてほしい」発表を世話人に選ん
でいただき，わかりやすく紹介いただきました．
　ハイライトは，本プログラム記事のほか，学会 HP と講演要旨集に掲載し，さらに学会プレス発
表時に報道機関に配布いたします．何らかの理由で学会のプレス推薦候補にならなかった優れた研

究が埋もれているかもしれません．そのようなものをできるだけ発掘し，より多くの学術情報を提
供したいと考えます．
　今大会では２件のシンポジウムと 35 件のセッション（トピック，レギュラー，アウトリーチ）
が開催され，600 題を超える多くの発表が行なわれる予定です．このハイライト情報はきっと皆様
のお役に立つと思います．日本最大の「地質学の祭典」をお楽しみください．

2014 年８月
日本地質学会行事委員会
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

T8．超深度掘削による新次元
の地球科学

14 日（月）第８会場
9:00-9 :15
T8-O-2【招待講演】

廣瀬丈洋ほか 超深度ライザー掘削による
カッティングス試料から何が
わかるのか？―IODP 第 348 次
研究航海の経験をもとに―

ライザー掘削ではカッティングスと呼ばれる岩石小片が回収される．超深度掘削では重要区
間でのみ連続コアが採取され，それ以外はカッティングスが唯一の地質試料となる．小さい
削りカスと思われるカッティングスもアイデア次第で，超深度の物理・化学状態を読み解く
ことができる第一級の研究試料となりえる．この発表ではカッティングスの分析結果や有効
活用のアイデアが紹介される．

ライザー掘削，カッ
ティングス，岩石物
性

14 日（月）第８会場
11 :00-11 :15
T8-O-10

阿部なつ江ほ
か

超モホール計画 掘削科学の目標到達点の１つである「モホール計画（Mohole to the Mantle （M2M））」．人
類未到達のマントルまで掘削し直接マントル試料を採取する掘削計画の実現が迫っている．
マントルまで試料を得て地殻の標準断面を作成することは，惑星地球を理解する第一歩だ．
この発表では掘削の科学的目的と，技術的課題を紹介するとともに，来るべき「モホール計画」
までに進めるべき研究，そして実現された後展開される研究計画について紹介，提案される．

マントル，モホール
計画（M2M）

14 日（月）第８会場
11 :30-11 :45
T8-O-12

伊藤喜宏ほか ニュージーランド・スロース
リップ掘削計画

プレート沈み込み帯と聞くと巨大地震に目を奪われがちだが，沈み込みの更に深部において
スロースリップが相次いで発見されてきた．今このスロースリップが巨大地震発生に影響を
与えているのではないかと注目されている．巨大地震との関連を探るにはやはり直接観察必
須となる．スロースリップ発生領域まで手が届く場所がニュージーランドのヒクランギ沈み
込み帯である．その北部のスロースリップ域は 10 km 以浅と掘削に最適な場所である．発
表では「ヒクランギ掘削計画」の目的，計画概要について紹介される．

スロースリップ，巨
大地震，ヒクランギ
沈み込み帯

R1．深成岩・火山岩とマグマプ
ロセス

15 日（月）第１会場
16 :30-16 :45
R1-O-9

前田仁一郎・
山崎　徹

中央海嶺斑れい岩類の全岩主
要元素組成：レビュウ

中央海嶺玄武岩（MORB）に比べ，その下部地殻を構成する中央海嶺斑れい岩（MORG と呼ぶ）
は，試料採取が困難なため，全岩化学組成の報告例が極めて少ない．本研究では，拡大速度
の異なる３つの海嶺から MORG の全岩データ（総数 1759）を収集・レビューした．さらに，
噴出岩である MORB と組成変化傾向や圧力条件を比較することで，中央海嶺下におけるマ
グマプロセスを総合的に議論している．

中央海嶺斑れい岩，
中央海嶺玄武岩，レ
ビュー

R2．岩石・鉱物・鉱床学一般 14 日（日）第３会場
16 :15-16 :30
R2-O-1【招待講演（国際）】

T. Munkhbat G e o l o g y  a n d  o r e 
mineralization at Oyu Tolgoi 
deposit, southern Mongolia

地質学会鹿児島大会では，モンゴル地質学会会長の T. Munkhbat 氏をご招待しています．
Munkhbat 会長には，「岩石・鉱物・鉱床学一般」セッションにて，世界最大級の金及び銅
の鉱床といわれるモンゴルのオユトルゴイ鉱床についてご講演頂きます

モンゴル，オユトル
ゴイ鉱床

R4．変成岩とテクトニクス 14 日（日）第３会場
8:45-9 :00
R4-O-1

清水以知子 東北日本沈み込みプレート境
界断層深部のレオロジー

東北地方太平洋沖地震のすべり域の深部は藍閃片岩相の温度圧力条件にあり，そこではプ
レート境界物質の塑性変形が推定される．破壊・摩擦強度と海洋地殻物質の流動応力を考慮
して東北沖の M ９震源断層の強度断面を作成し，延性領域の強度について既存の実験室デー
タからどの程度拘束を与えられるかを議論した．その結果，物性パラメータの不確定要素を
考慮しても延性変形領域の上部においては最大 100 MPa オーダーの剪断強度に達すること
が推定された．

地震，プレート境界
断層，レオロジー

14 日（日）第３会場
9:15-9 :30
R4-O-3

纐纈佑衣ほか 炭質物ラマン温度計を用いた
三波川帯の温度構造の検討：
関東山地と四国中央部の比較

三波川帯の泥質片岩に含まれる炭質物をラマン分光分析して石墨化度を評価し，温度に換算
する．また，シュードセクション法を併用して，関東山地の三波川帯における泥質片岩中の
ザクロ石が四国中央部と比較して 70℃程度，黒雲母は 40℃程度，低温で出現する事を示す．
その結果をシュードセクション法で評価すると，0.2 GPa 程度の圧力差に相当する．

炭質物ラマン温度
計，三波川泥質片岩，
温度構造と圧力差．

14 日（日）第３会場
10 :30-10 :45
R4-O-8

宮崎一博ほか 高温型変成帯形成の地殻ダイ
ナミクスと北部九州深成岩・
変成岩 U-Pb 年代

粘性流体地殻（HVC）に低密度高温粘性流体（LHV）を配置する地殻構造形成の数値シミュ
レーションを行う．シミュレーションでは，粘性率コントラストの違いで，岩脈が多産する
かもしくは広域高温領域が生じる２つの異なる状態が出現し，それらが形成する時間スケー
ルも異なる結果が得られる．その結果を元に，１億年前の北部九州における火成活動と関連
する地殻形成の状況を推定する．

広域高温領域の変
遷，ジルコン U-Pb
年代

14 日（日）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R4-P-11

小林記之ほか ボ ヘ ミ ア 山 塊 南 部 モ ル ダ
ニューブ帯 Ktis 産の泥質片麻
岩に記録された流体の進化過
程

チェコ・ボヘミア山塊南部 Ktis 産の泥質片麻岩に含まれる流体包有物の RAMAN 分光分析
を行い，鉱物の組織や化学組成との比較から流体組成の時間変化を読み取った研究．流体の
進化過程を詳細な岩石学的観察にもとづいて変成史の中に位置づけている点が注目される．
流体組成変化の要因について合理的な解釈を行っており，変成流体研究のひとつの方向性が
感じられる．

流体，RAMAN 分光
分析，変成史
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

14 日（日）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R4-P-18

斎藤　翼・氏
家恒太郎

付加体深部における岩石 – 流
体相互作用：九州東部上部白
亜系四万付加体槙峰メラン
ジュ

付加体深部における岩石－流体相互作用を，四万十付加体の中で最も深い部分に相当する槙
峰メランジュ（宮崎県に分布）中の玄武岩体を対象に検討する．著者等は露頭にて観察され
る玄武岩体は剪断変形により構造的に定置したものと考え，泥質岩とドレライト境界に沿っ
た変質が，深部からの高温流体の流入もしくは剪断発熱による温度上昇などの熱的影響を反
映している可能性を示す．

斑晶の変質・変形，
動的再結晶，泥質岩
の優白色化．

14 日（日）第３会場
15 :00-15 :15
R4-O-15

東野文子ほか 複数段階の高濃度塩水活動の
意義―東南極セール・ロンダー
ネ山地ブラットニーパネの例

東南極セール・ロンダーネ山地ブラットニーパネの片麻岩類中に大規模な高濃度塩水活動の
痕跡を発見した．高濃度塩水活動は，片麻状組織との関係から少なくとも二段階が認められ
る．特に片麻状組織形成後の活動は NaCl-KCl を含む塩水によると考えられる．近年，高濃
度塩水活動は大規模な物質移動との関連などからホットな話題になりつつある．本研究は，
高濃度塩水の活動時期や流体組成の抽出に成功している点で興味深い．

流体，塩水，南極

14 日（日）第３会場
15 :15-15 :30
R4-O-16

葛西竹恒・植
田勇人

沈み込み帯深部におけるマン
トルの加水様式：北海道幌加
内地域での検討

海洋プレート起源の高圧変成岩に接するマントル起源のカンラン岩の蛇紋岩化を記載し，沈
み込みプレート境界におけるマントルの加水様式を議論した研究．変成岩からの距離に応じ
て蛇紋岩化が弱まり，また不均質になることを見いだしている．さらに沈み込みプレート境
界から離れたマントル岩石における H2O 流体の移動経路として亀裂の重要性を指摘してい
る．

流体，蛇紋岩，加水
様式

14 日（日）第３会場
15 :30-15 :45
R4-O-17

大柳良介ほか かんらん石 – 斜長石 – 水系に
おける蛇紋岩化作用の進行と
物質移動

マントルかんらん岩の蛇紋岩化作用を，かんらん石－斜長石－水系における水熱実験を通じ
て考察する．石英との反応では体積膨張と水の吸収を特徴とし，シリカの活動度によって反
応経路が著しく変化することを明らかにしている著者等が，斜長石との境界から系統的に変
化する生成物を観察し，マントル－地殻境界における加水反応進行メカニズムの議論を行う．

蛇紋岩化作用，交代
反応，含水量変化．

R5．地域地質・地域層序 15 日（月）第６会場
14 :30-14 :45
R5-O-1

高嶋礼詩ほか 重鉱物化学組成を用いた白亜
紀凝灰岩の対比

欧米では近年，アパタイトや黒雲母といった重鉱物の化学組成を基に，古い時代の凝灰岩の
対比が行われている．演者らは，白亜系蝦夷層群において，この手法を用いて数 100 km に
わたる凝灰岩の追跡に成功し，日本でも本手法が古い時代の凝灰岩対比に適用できることを
示した．

重鉱物，凝灰岩，対
比

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R5-P-17

中江　訓 沖縄島北部先新第三系基盤岩
類における層序区分の再検討
とその付加－変成過程

演者は，沖縄の先新第三紀付加体において，泥質片岩の砕屑性ジルコン U-Pb 年代と白雲母
K-Ar年代をともに測定し，下位層における白亜紀前半-中頃の堆積・付加と白亜紀末の変成，
および上位層における暁新世の堆積・付加と始新世の変成という新旧 2 つの異なる付加・変
成過程が存在することを明らかにした．

付加体，U-Pb 年代，
K-Ar 年代

R6．ジオパーク 14 日（日）第１会場
9:00-9 :30
R6-O-1【招待講演】

大岩根　尚 ジオパーク認定に向けた三島
村の取り組

人口 370 人という鹿児島県の過疎の村が，特異な自然・歴史・文化ゆえに他分野にわたる学
術研究の対象となってきた．本講演はその特殊性を生かしたジオパーク認定に向けた活動の
報告である．今までに無い新しいタイプのジオパーク構想として興味深い講演である．

ジオパーク，歴史，
文化

R8．海洋地質 14 日（日）第５会場
14 :45-15:15
R8-O-13【招待講演】

浦辺徹郎 国連海洋法による大陸棚限界
委員会と日本の延長大陸棚

国連海洋法条約が定める大陸棚限界委員会の日本選出委員である発表者により，大陸棚限界
委員会と，平成 24 年４月の同委員会から我が国に対して発出された勧告に基づく，日本の
延長大陸棚について紹介して頂く．地質学が国際政治の世界で如何に重要な役割を果たして
いるかを本講演から伺い知ることが出来る．

国連海洋法条約，大
陸棚限界委員会，延
長大陸棚

14 日（日）第５会場
15 :15-15 :45
R8-O-14【招待講演】

石塚　治ほか 背弧海盆拡大とプリューム活
動の関連 ―西フィリピン海盆
の拡大史―

我が国の大陸棚調査では，世界的にも類を見ない高密度な海底の基盤岩の採取が実施された．
採取された試料は，発表者により精密年代測定・岩石化学的解析が行われ，フィリピン海の
発達史について精密化が行われた．本講演では，特に，マントルプルームの活動とフィリピ
ン海の発達についての知見が紹介される．

大陸棚調査，フィリ
ピン海，発達史

R9．堆積物（岩）の起源・組織・
組成

13 日（土）第６会場
10 :45-11 :00
R9-O-1

山田　努ほか 仙台湾における福島第一原発
事故由来の放射性セシウムの
分布

東北日本を広く覆った放射性物質は，現在も移動・拡散・集積を続けている．放射性物質が
付着する細粒堆積物粒子が，いつ，どのように運搬され，どこに，どれくらい堆積するのか
を調べた現世輸送・堆積プロセスに関する研究

原発事故，セシウム

13 日（土）第６会場
11 :00-11 :15
R9-O-2

木村祐太ほか 熊本県御所浦・牛深地域上部
白亜系姫浦層群の未固結変形

堆積岩の未固結変形構造は堆積環境の物理的背景を示唆する地質学的情報の一つである．姫
浦層群には異なる海成堆積相（デルタと海底扇状地）中に似たような未固結変形構造が存在
し，その形成環境には共通する背景があったことが示唆される．堆積物の変形構造に注目し
た研究

未固結変形，浅海相，
深海相
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13 日（土）第６会場
12 :15-12 :30
R9-O-7

吉田孝紀ほか テチスヒマラヤの上部三畳系
に記録された大陸風化状況の
変化

堆積岩はその背後にあった陸地の気候状況の変化を記録している．本研究は，ヒマラヤ山脈
前縁域に分布する上部三畳系海成層の堆積相と化学組成から，堆積期間中に後背地の化学的
風化度が大きく低下したことを示した．堆積岩による古気候の研究

後背地風化作用，古
気候

R10．炭酸塩岩の起源と地球環
境

15 日（月）第２会場
9:30-9 :45
R10-O-3

中澤　努ほか 秋吉産大理石石材にみられる
中期ペルム紀の海綿 - 被覆性
微生物群集

山口県美祢市の秋吉石灰岩は国会議事堂など多くの建造物に使われているが，その研磨され
た石材中の石灰岩構成生物群集の産状を詳細に観察・記載して石灰岩の堆積環境を復元して
いる．研磨面にみられる海綿類や被覆性微生物類を主体とする造礁生物群集および他の構成
生物やセメントの性状などから，従来の野外調査では知り得なかった海綿 - 被覆性微生物群
集の生息環境を明らかにしている．

秋吉石灰岩，研磨石
材，造礁生物群集

15 日（月）第２会場
9:45-10 :00
R10-O-4

本郷宙軌ほか 離水サンゴ礁に残された化石
サンゴ記録を用いた北西太平
洋におけるサンゴ礁生態系の
ベースライン復元

生態系の中でも最も多様性に富みかつ生産的であるサンゴ礁は，近年の気候変化や人為によ
り多大な影響を受けている．これらの影響を受けていないサンゴ礁生態系の本来の状態（ベー
スライン）を知るために，台湾および琉球列島の３つの島にある離水サンゴ礁でサンゴの被
覆率，種構成，種多様性を調査・検討している．その結果，水温変化などにともなう短期的
なイベントはあるものの，サンゴの被覆率や種多様性が過去７千年間安定していたことを明
らかにしている．

サンゴ礁生態系，環
境変化，離水サンゴ
礁

15 日（月）第２会場
10 :30-11 :00
R10-O-7【招待講演】

吉村和久 カルストにおける化学的過程
と鍾乳石に保存される古環境
情報

炭酸塩化学・分析化学の専門家である吉村氏が，カルストシステムを理解するために重要で
ある炭酸塩の溶解・沈澱について化学的側面から解説する．また，陸域縞状炭酸塩堆積物（鍾
乳石とトウファ）における炭酸塩生成の素過程と Mg などの微量成分や安定同位体比から読
み解くことのできる古環境情報について，自身の研究成果を中心に紹介する．

カルスト，鍾乳石，
化学的過程

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R10-P-5

奥村知世ほか クロロフレクサスと硫黄酸化
細菌が形成する温泉成ストロ
マトライト

太古のストロマトライトの形成過程を，組織・成分が酷似するトラバーチンの縞状構造の発
達条件との比較検討から明らかにしようとする発表者らの研究の１つである．高温で硫化物
に富むインドネシアスマトラ島北部の温泉に発達するトラバーチンの組織や温泉水の化学組
成変化，表面を覆うバイオフィルムの蛍光顕微鏡観察と遺伝子解析から，酸素に乏しく硫化
物に富む太古海洋でストロマトライトの縞状構造を生じさせうる新たな微生物プロセスを明
らかにしている．

ストロマトライト，
縞状構造，微生物プ
ロセス

R11．堆積相・堆積過程 15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R11-P-1

佐々木　華・
石原与四郎

画像を用いた年縞 / イベント
堆積物の自動認定の試み

軟 X 線画像の濃淡の変化率および縞の濃淡の振幅の中間値を用いた手法にカラー画像の解
析を加え，栃木県の塩原層群宮島層および岡山県の蒜山原層の縞状珪藻土について年縞とイ
ベント堆積物の自動認定を試みた研究である．数値化された画像を用いて葉理の自動認定を
行う多くの研究ではイベント堆積物の自動認定は行われていないが，本方法では迅速かつ客
観的に年縞およびイベント堆積物の認定・特徴化ができる点が注目される．

年稿，画像処理，自
動認定

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R11-P-11

市川由依・保
柳康一

千曲川沿い長野県塩崎遺跡群
における環境変遷と歴史時代
二大洪水の堆積様式

長野市南部の塩崎遺跡群では弥生から平安期の約 1000 年間におよぶ大規模な集落跡が発掘
されているが，中世以降の住居跡は認められない．遺跡東部で発見された２枚の厚い砂層は
歴史記録にある二大洪水を示している可能性が高い．この研究では，塩崎遺跡における地層
の広がりと累重を調査し，堆積環境の変遷とそこに挟在する洪水砂の堆積様式を考察してい
る．考古学に堆積学を応用した例として興味深い．

遺跡，洪水堆積物

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R11-P-12

今井　悟・奈
良正和

中新統三崎層群竜串層にみら
れる浅海性津波堆積物とその
堆積過程

波浪卓越型の浅海域にみられる地震性のスランプ堆積物を覆う厚層砂岩の堆積学的な解析を
行った．その結果，基底部の沖―陸方向の古流向を示す偽礫層とその上位の超長波長の波浪
で波浪限界が極めて深く，強い侵食作用を伴う厚層砂岩で特徴づけられ，津波による可能性
が高いことが分かった．

津波堆積物，浅海堆
積物

15 日（月）第２会場
14 :45-15 :00
R11-O-2

横山由香ほか 広田湾における津波起源堆積
物の細区分

2011 年３月 11 日の東北地方太平洋沖地震によって岩手県陸前高田市広田湾にもたらされた
堆積物の詳細な調査結果である．津波によって浅海域にもたらされた堆積物の調査例は少な
く，貴重なデータである．

津波堆積物，東北地
方太平洋沖地震，岩
手県陸前高田市広田
湾

15 日（月）第２会場
16 :45-17 :00
R11-O-10

風呂田郷史ほ
か

北海道夕張地域に分布する中
新統川端層の植物バイオマー
カー分析による重力流堆積物
の堆積システムの解明

バイオマーカーを用いて重力流堆積物の特徴について検討した．重力流堆積物の堆積プロセ
スや起源を解明する新たな試みとして期待される．

バイオマーカー，重
力流堆積物，堆積過
程 
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

R12．石油・石炭地質学と有機
地球化学

14 日（日）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R12-P-2

柿崎　聡ほか 流体包有物解析から得られた
上越海盆地域の炭化水素徴候
―基礎試錐「上越海丘」の掘
削結果を踏まえて―

2013 年度に経済産業省・資源エネルギー庁の国内石油・天然ガス基礎調査として日本海佐
渡沖で掘削された基礎試錐「上越海丘」の掘削結果概要を，地質学会参加者の皆様にいち早
くお届けします．

基礎調査，石油・天
然ガス，上越海丘

14 日（日）第４会場
14 :30-15 :00
R12-O-1【招待講演】

加藤　進 宮崎県および沖縄県の水溶性
天然ガス

鹿児島大会を機に，九州南部 - 沖縄における石油地質と有機地球化学的な研究成果，特に水
溶性天然ガス鉱床と炭化水素の起源について発表する．宮崎や沖縄で天然ガスが取れること
を知っていますか？

水溶性天然ガス，基
盤岩フラクチャー，
熱分解起源

14 日（日）第４会場
15 :15-15 :45
R12-O-3【招待講演】

山中寿朗ほか 島弧－背弧系に関連した海底
熱水活動による熱水性石油の
生成条件

鹿児島湾若尊熱水系での熱水性石油の成因解明を通してみた島弧および背弧における熱水性
石油生成の可能性，特に沖縄トラフについて発表する．

熱水性石油，鹿児島
湾，沖縄トラフ

R13．岩石・鉱物の変形と反応 13 日（土）第８会場
9:00-9 :30
R13-O-1【招待講演】　

平賀岳彦 滑り，回り，動く粒界が作る
岩石組織

岩石は鉱物粒子の集合体である．しかし鉱物粒子の存在を規定するのは粒子を境する粒界で
ある．この粒界の性質から地球内部のダイナミクスや化学を理解しようという平賀氏らの研
究成果は，写真のネガ⇔ポジ反転にも似た発想の逆転を地球科学に強いようとしている．岩
石の物性を支配するのは結晶なのか．それとも境界なのか．講演では，マントルと地殻の岩
石に関する実験と天然の観察から答えが導かれる．９/13 は早起きすべし！

粒界，組織形成，レ
オロジー

13 日（土）第８会場
9:45-10 :00
R13-O-3

奥平敬元ほか 下部地殻斑れい岩における高
温破砕と粒径依存型クリープ：
地震時変形と地震間変形？

下部地殻のレオロジーは内陸地震発生機構の解明の鍵となる．本研究では，斑れい岩に発達
する小規模剪断帯の変形・変成組織解析をおこない，それら剪断帯が下部地殻条件における
破砕作用と，その後の加水作用による細粒鉱物の生成およびそれに伴う粒径依存型クリープ
を記録していることを明らかにした．これらは，地震時変形（破砕作用）と，地震後の余効
変動時の変形（粒径依存型クリープ）に対応する可能性がある．

下部地殻，破砕，粒
径依存型クリープ

13 日（土）第８会場
10 :15-10 :30
R13-O-5

永冶方敬ほか 地震波異方性モデリングが示
す含水前弧マントルの大規模
対流―琉球弧の例―

地震波速度の異方性はマントル流動を探る有力なツールである．異方性強度が 60% にも達
する蛇紋石は流れのマーカーとなりうる．本研究ではウェッジマントルの対流による蛇紋石
の配列と，その結果として生ずる地震波異方性をモデル計算し，琉球弧における S 波異方
性の伝播経路に応じた変化（観測結果）の説明を試みた．解析結果は従来の認識より多量な
蛇紋石の存在と循環的な対流パターンを描き出す．博士学生による国際共同研究．

マントル対流，地震
波速度異方性，蛇紋
岩

13 日（土）第８会場
10 :45-11 :00
R13-O-6

岡本　敦・清
水浩之

加水・脱水反応に起因するフ
ラクチャー形成：反応による
固体体積変化の影響

高温高圧下で起こる加水・脱水反応は，固体体積の変化を伴う．この変化は，岩石の強度，組織，
流体圧などを変化させ，地球内部のレオロジーに多大な影響を与える．本研究は，蛇紋岩化
作用に伴うメッシュ組織など，変成反応と結び付いた変形組織の発達過程について，反応−
変形−流体流動シミュレーションを行い，脱水反応並びに加水反応におけるき裂パターンを
解析した．講演ではその最新の成果について紹介していただく．

加水反応，脱水反応，
反応-変形-流体流動
シミュレーション

13 日（土）第８会場
12 :15-12 :30
R13-O-12

大橋聖和 長期的な物質・組織変化によ
る断層強度変遷

断層の強度は，地殻応力問題や地震の発生予測に関連して非常に重要である．しかし，断層
強度の長期的な時間変遷を，物質学的に評価する試みはこれまでほとんどおこなわれてこな
かった．本研究では，断層沿いに形成されるすべり強度の小さい鉱物とその組織の発達に伴っ
て，断層強度が時間とともにどのように変化するのかを定量的に評価している．

断層強度，断層潤滑
物質，断層内部組織

R14．沈み込み帯・陸上付加体 14 日（日）第８会場
14 :30-15 :00
R14-O-1【招待講演】

井出　哲・田
中愛幸

深部微動が明らかにする潮汐
のプレート運動への影響

南海トラフにおける深部微動活動に強い年周変化と潮位依存性を見出し，過去 50 年に渡る
観測潮位記録に経験則を当てはめることで，西日本で観測される地震数の長期的な変動や南
海トラフの巨大地震の弱い周期性を説明する発表である．南海トラフの巨大地震発生が懸念
される中で，本発表はその発生リスクを物理的に評価しうる画期的なものである．

南海トラフ，深部微
動，潮汐

14 日（日）第８会場
16 :00-16 :30
R14-O-6【招待講演】

高田陽一郎 InSAR 画像の地質学的解釈：
巨大地震に伴う火山の沈降

人工衛星搭載型の干渉合成開口レーダー（InSAR）を用いて，2011 年東北地方太平洋沖地
震などの海溝型巨大地震に伴い火山が沈降したことを示す発表である．地震に伴う伸張応力
の増加に伴って，火山地下の高温物質が変形または高温水が流失することで，火山の沈降を
引き起こすと推察しており，大変興味深い研究成果である．

干渉合成開口レー
ダー，海溝型巨大地
震，火山

R15．テクトニクス 15 日（月）第８会場
9:15-9 :45
R15-O-3【招待講演】

木村　学ほか 中期中新世海溝三重会合点の
急移動と西南日本列島地殻の
急成長

木村会員は長年，地質学的・地球物理学的手法を組み合わせ陸上・海洋付加体の研究からプ
レート沈み込み帯を含む島弧のテクトニクスの復元について研究を行ってきた．本発表では，
南海トラフやフィリピン海プレートに対する最新の地 球物理学的観測と深海掘削により得
られた豊富な知見をまとめることで，中期中新世以降の西南日本地殻の急成長は，海溝三重
会合点の急速な移動によってもたらされたことを提案する．

西南日本のテクトニ
クス，南海トラフ
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15 日（月）第８会場
9:45-10 :15
R15-O-4【招待講演】

松本　聡 九州内陸における地殻活動・
構造特性

松本氏は地震波を用いた地殻の速度・散乱構造解析および地殻応力解析を専門とし，九州地
方での地震や地殻変動観測を続ける第一人者である．本発表では，九州地方の地震活動，測
地学的歪速度分布，地殻熱構造などを総合し，現在の地殻変形活動について最新の知見を紹
介して頂く．以上を総合し，九州内陸において，ひずみ速度・偏差応力場など力学的特性は
地質構造・地震活動と密接に関連していることを示す．

九州地方，地震活動，
地殻構造

15 日（月）第８会場
11 :15-11 :30
R15-O-9

石川正弘ほか 関東地震震源断層直下のスラ
ブ構成岩石：伊豆衝突帯の例

関東地震震源断層（メガスラスト）の実態を理解する上で，フィリピン海プレートと陸側プ
レート接合部である伊豆衝突帯下の地殻構造と構造岩石を推測することは重要である．発表
者らは丹沢山地に露出する伊豆小笠原弧下部地殻由来の深成岩を用いて，弾性波速度構造や
相平衡図などを組み合わせて，伊豆衝突帯下のスラブ構成モデルについて論じる．

伊豆衝突帯，地殻構
造，弾性波速度

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R15-P-8

木村治夫ほか 福島県浜通り地域の二ツ箭断
層・井戸沢断層における地中
レーダー探査

プレート境界型巨大地震に誘発される内陸活断層型地震を理解する上で，よく似た変位セン
ス・走向・断層長の活断層でありながら活動した断層とそうでない断層の性状の類似点と相
違点を把握することは重要である．発表者らは，東北地方太平洋沖地震以降に活動した井戸
沢断層と活動していない二ツ箭断層の地表下深度最大 10 m 程度までの極浅層地下構造を地
中レーダー探査から明らかにした．

地中レーダー，極浅
層地下構造，誘発地
震 

15 日（月）第８会場
14 :45-15 :00
R15-O-12

大谷具幸ほか 前期更新世までに活動を停止
した断層における破砕帯の鉱
物学的・地化学的特徴 

活断層の活動性を評価する際に若い被覆層が残されていない場合があり，基盤岩に発達する
破砕帯から活動性を評価する手法の開発が望まれている．発表者らは，比較的最近の地質時
代に活動を停止した断層の破砕帯と，活断層の破砕帯とを鉱物学的・地化学的データを用い
て比較することで，特徴の違いを明らかにした． 

活断層の活動性評
価，中央構造線，鉱
物学的・地球化学的
特徴

R16．古生物 13 日（土）第４会場
9:30-9 :45
R16-O-1

生形貴男・山
下修平

採集者バイアスが標本レベル
の多様性評価に及ぼす影響

古生物多様性変動史の研究に用いられる産出記録や，そこから構築されるデータベースは，
研究者による様々なバイアスを被っていると考えられる．そこで本研究では，白亜系蝦夷層
群産のアンモノイドを対象に，研究用試料と博物館コレクションの種‐個体数関係を比較し，
どの程度の採集者バイアスがあるのかを評価した．これらを正確に把握することにより，よ
り確実な評価を行うことができる．

採集者バイアス，種
と個体数の関係，多
様性

R20．応用地質学一般およびノ
ンテクトニック構造

15 日（月）第４会場
9:15-9 :45
R20-O-1【招待講演】

地頭薗　隆 九州における土砂災害と防災
研究

地頭薗教授は，土砂災害，深層崩壊，シラス斜面の崩壊，桜島の土石流，森林と水，屋久島
の水などをキーワードに，火山地帯等における斜面崩壊と水文現象などについて長年研究さ
れておられます．ここでは特に九州に特有なシラス斜面の表層崩壊と九州で発生した深層崩
壊の発生予測に関する研究内容を中心にご講演いただきます．

九州，表層崩壊，深
層崩壊

15 日（月）第４会場
10 :30-10 :45
R20-O-5

原山　智・信
州大学振動調
査グループ

松本盆地中部の伏在断層－微
動アレー探査（空間自己相関
法）による地下イメージング
事例－

地震防災に関して松本盆地ではこれまで盆地東縁の牛伏寺断層（糸魚川静岡活断層系）が注
目されておりましたが，ここでは微動アレー探査を用いて，初めて松本盆地内部にも活断層
が伏在することを明らかにした内容についてご講演されます．筆者らは，松本盆地中央部の
地下に東落ちで垂直変位が 400-800 m ある複数の伏在正断層を推定しています．

松本盆地，伏在活断
層，微動アレー探査

15 日（月）第４会場
11 :15-11 :45
R20-O-8【招待講演】

大澤英昭 地層処分の社会的受容の要因
はなにか？：社会心理学的視
点から

大澤博士は，放射性廃棄物の地層処分（地下 300 m 以深の安定した地層に処分）研究に関
わる中で，社会における合意形成の問題の重要性を認識し，社会学的心理学的研究を行って
おられます．ここでは高レベル放射性廃棄物の地層処分施設立地調査の受容要因検討のため
に実施された構造方程式モデリングの結果や福島第一原子力発電所事故の前後に生じた社会
心理的変化などについてご講演いただきます．

地層処分，社会的受
容要因，構造方程式
モデリング

R21．地学教育・地学史 14 日（日）第４会場
10 :00-10 :15
R21-O-1【招待講演（国際）】

Alan Lord The Geological Society of 
London past, present and 
future

1807 年，世界ではじめてロンドンに地質学会が創立された．創設のいきさつと 200 年を超
えるその歴史を簡潔に述べ，地球環境がますます複雑になっている現在，世界最古のロンド
ン地質学会は，世界へ情報を発していかなければならないとその使命を語る．

Geological Society 
of London,　1807, 
Publishing House

R22．第四紀地質 15 日（月）第５会場
11 :00-11 :15
R22-O-6

林　圭一ほか 有機質膜をもつ微生物遺骸（渦
鞭毛藻シスト）を利用したイ
ベント堆積物の起源推定

イベント堆積物から産出する微化石は，その起源の推定に有用な情報を提供する．本研究は，
奥尻島における津波堆積物中の有機質微化石（パリノモルフ）を解析したものである．研究
結果は，パリノモルフの一種である渦鞭毛藻シストが，有孔虫などの石灰質殻が消失しやす
い酸性環境においても産出することを示すものである．津波堆積物の有効な解析法として注
目される．

パリノモルフ，奥尻
島，津波堆積物
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R22-P-2

井内美郎ほか 過去約５万年間の琵琶湖湖水
位変動史―( 概報 )―

現在の琵琶湖におけるモダンアナログに基づき堆積物の粒度（本研究では含砂率）から堆積
時の古水深を求めており，それ自体が説得力を持った研究手法として有用である．さらに，「地
史学的姿態曲線」を描き出し，それから構造運動に起因する沈降（相対的水位上昇）と気候
変動に起因する水深の増減とを分離し，気候（降水量と蒸発量）の変動がもたらした水位変
動を過去５万年間にわたって解明した結果は興味深い．

琵琶湖，水位変動，
気候変動

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R22-P-4

橋本真樹ほか 日中韓三国の湖沼底質中に含
まれる球状炭化粒子の分析に
基づいた越境大気汚染履歴の
検討

SCPs は化石燃料の高温燃焼により生じる微粒子で，工業活動の指標として注目される．本
研究は，日中韓で採取された複数の湖沼堆積物から SCPs を抽出し，その元素組成や含有量
の時系列変化から，日本の非産業地域の大気汚染粒子の発生源を特定したものである．越境
汚染の評価に対し有用な研究として今後の発展が期待される．

球状炭化粒子，越境
汚染

15 日（月）第２体育館
コアタイム 13 :00-14 :20
R22-P-10

廣内大助ほか 阿寺断層帯中部における後期
更新世以降の断層運動―中津
川市加子母二渡地区トレンチ
調査―

岐阜県東部に分布する阿寺断層帯は活発な活動断層としてよく知られている．70 km ほどの
長さをもつ同断層の中部，中津川市加子母二渡地区で新に掘削されたトレンチ調査の報告で
ある．２系統の断層が確認され，最新期の F2 は表土層を変位させており，895 年以降の活
動と推定されている．F1 断層は「3645±25yBP 以降−2815±25yBP 以前の可能性が高い」
とされ．阿寺断層の活動性が検証されつつあることがわかる．

阿寺断層，トレンチ
調査，活断層

15 日（月）第５会場
15 :45-16 :00
R22-O-13

菅沼悠介ほか 第四紀における東南極氷床高
度の低下と南極寒冷圏システ
ム進化

氷床上に突きでた内陸山塊であるセール・ロンダーネ山地で，地形・地質学的調査に加え，
露岩の 10Be 年代測定，GIA 氷床モデリングなどの手法を組み合わせて，第四紀になって氷
床高度が 500 m も低下した可能性を示した．第四紀は寒冷化が進行した時代であり，氷床
量は南極においても増加したと考える「常識」に反する結果は興味深い．その原因を水蒸気
源の低緯度側への移動による降雪量の低下と考え，南極域の気候システムの変遷にも考察を
進めている．

10Be，南極氷床，セー
ル・ロンダーネ山地

R23．地球史 15 日（月）第７会場
9:30-9 :45
R23-O-3

伊左治雄太ほ
か

海底堆積物を用いたアデン湾
周辺域の古環境復元

ホモ・サピエンスの脱アフリカに深くかかわったと考えられるアフリカ北東部-アラビア半
島の詳細な気候変動を，アデン湾の海底コア試料から明らかにした研究．アデン湾は人類進
化を知る上で非常に重要な海域にも関わらず，現在は政治的な問題から調査が困難となって
いる．情勢悪化直前の 2001 年に白鳳丸で採取された貴重なコアから得られた古気候データ
にご注目ください．

気候変動，アデン湾，
人類進化

15 日（月）第７会場
15 :30-15 :45
R23-O-15

佐藤友彦ほか 南中国雲南省リン酸塩堆積盆
地における「カンブリア爆発」
中心の探索

「カンブリア爆発」で有名な澄江化石群が産する中国雲南省において地質調査を行い，生物
の爆発的な進化がどこで起こったのかを検討した発表である．リン酸塩が濃集する閉鎖的な
干潟環境で生物が多様化したと指摘する．また，新たに発見したカンブリア紀最初期の大型
化石についても報告する．

カンブリア爆発，リ
ン酸塩岩，南中国 

15 日（月）第７会場
16 :45-17 :00
R23-O-20

越田渓子ほか Re-Os 同位体から探るアカス
タ片麻岩体苦鉄質の形成年代

アカスタ片麻岩体は正片麻岩中のジルコン年代から最古の地質体（40.3 億年前）として知ら
れている．私たちの地質学的研究によって，正片麻岩に切られる苦鉄質岩が存在することが
知られていたが，その岩石は火成ジルコンを含まないため，その形成年代を決めることはで
きなかった．苦鉄質岩類の全岩 Re-Os 同位体測定の結果，その一部は約 41 億年前の年代を
持つことが分かった．本地域に冥王代岩石が存在することを示唆する．

冥王代，Re-Os 同位
体系，苦鉄質岩

R24．原子力と地質科学 14 日（日）第７会場
15 :45-16 :15
R24-O-1【招待講演】

鷺谷　威 地球科学の社会的役割とその
限界

M9 を超える巨大地震であった 2011 年東北地方太平洋沖地震が想定できず，原子力発電所
で大事故が発生したことで科学技術や専門家は社会の信頼を失った．その中で，日本地震学
会の対応検討の臨時委員会で報告・提言の取りまとめなどを行ってきた講演者が，学会や国
が行っている地震の長期評価に触れながら，社会における地球科学者の役割とその限界につ
いての考えを紹介する．

地球科学者，役割，
限界

R25．鉱物資源と地球物質循環 13 日（土）第７会場
9:30-10 :00
R25-O-1【招待講演】

田近英一 地球環境変動に伴う元素の生
物地球化学循環変動：全球凍
結とマンガン鉱床形成

本発表は，気候及び大気上層における光化学反応＋大気海洋系の生物地球化学循環を結合し
た新たなモデルによって，全球凍結直後の地球における海洋の異常な富栄養化とシアノバク
テリアの異常繁殖，そしてそれに伴う気酸素濃度上昇の過程を明らかにしたものである．発
表者は，このことがさらに海洋のマンガンの大量沈殿を引き起こした可能性を指摘しており，
全球規模の地球環境変動と資源の生成との関連を明らかにする重要な成果である．

全球凍結，大気酸素
濃度上昇，マンガン
鉱床
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シンポ /セッション名 発表日時・会場・講演番号 発表者氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

13 日（土）第７会場
10 :00-10 :15
R25-O-2

小宮　剛 初期太古代縞状鉄鉱層と鉄同
位体値

世界最古（39.6 億年前）の縞状鉄鉱層（BIF）の地質学的・地球化学的研究から，深海域と
浅海域で生成した２つの異なるタイプがあることを明らかにし，さらにその鉄同位体比か
ら，浅海タイプが鉄酸化バクテリアによって生成されたものである可能性を示唆する発表で
ある．約 40 億年前の BIF が鉄酸化バクテリアによって生成されているという本研究の結果
は，BIF の成因のみならず，生命の進化史にも重要な示唆を与える注目すべき成果である．

初期太古代，縞状鉄
鉱層，鉄酸化バクテ
リア

13 日（土）第７会場
10 :15-10 :30
R25-O-3

尾上哲治ほか 三畳紀後期隕石衝突イベント
における生物生産変動と放散
虫群集組成の変化

本発表は，美濃帯の上部三畳系層状チャートの古生物学的・地球化学的研究によって，これ
まで知られていない新たな隕石衝突イベントを発見し，それに伴う生物生産と生物相の変
化を明らかにしたものである．隕石衝突という非定常的なイベントが地球表層環境と生物活
動に及ぼす影響を明らかにすることは，地球と生命の進化史を読み解く上で非常に興味深い
テーマの１つである．本研究は，その理解を大きく進める重要な成果である．

隕石衝突イベント，
放散虫群集組成変
化，三畳紀後期

OR．アウトリーチセッション 13 日（土）第１会場外通路
コアタイム 13 :30-14 :30/
16 :00-17 :00
OR-P-4

大友幸子ほか 山形城坤櫓・巽櫓遺構の石垣
石材産地の推定

お城の石垣の産地をお城周辺の地質や岩相の詳しい調査によって明らかにした研究事例の紹
介．地域の文化遺産の理解に地質学が貢献した好例である．

城址，石垣，産地推
定

　今年は，ロンドン地質学会との共催による国際シンポジウム
「津波ハザードとリスク：地質記録の活用」が開催されるほ
か，地質学会と学術交流協定を締結している海外の学協会から
多くのお客様を迎え，セッション内でそれぞれ講演を頂く予定

です．また，13日（土）ポスター会場では，台湾経済部中央地質調査所からのポスター発表
も予定されています．会員の皆様には是非活発に国際的な学術交流を図っていた頂きたいと
思います．シンポジウムや各講演の詳細は，プログラム，講演要旨をご参照ください．

 ９月13日（土）

ポスター掲示（第2体育館）
Promotion and Development Project of Geoscience Network for Taiwan
Gem-heng Chen (台湾経済部中央地質調査所)

 ９月14日（日）

8:45-11:45, 14:30-18:00　第2会場（121）
国際シンポジウム（S2）「津波ハザードとリスク：地質記録の活用(Tsunami hazards and 
risks: using the geological record)	 」

R21-O-1　10:00（第4会場）
The Geological Society of London : past, present and future
LORD Alan（ロンドン地質学会）

R2-O-1　16:15（第3会場）
Geology and ore mineralization at Oyu Tolgoi deposit, southern Mongolia
Tumur-Ochir MUNKBHAT（モンゴル地質学会会長）

 ９月15日（月）

R15-O-1　8:45（第8会場）
Surface ruptures and earthquake hazards
KIM Young-Seog（大韓地質学会事務局長）

R15-O-2；9:00（第8会場）
The biggest earthquake of the century in Thailand
WIWEGWIN Weerachat（タイ地質学会）

R22-O-1	 9:45（第5会場）
Paleoenvironmental changes of last 10,000 years from Nakdong River Estuary sediments, 
Korea
CHEONG Daekyo（大韓地質学会会長）
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日本地質学会第 121 年学術大会（2014 鹿児島大会）講演プログラム（口頭）

※講演番号は，シンポジウム（S），トピックセッション（T），レギュラーセッション（R）のそれぞれに，ポスター（P）/ 口頭（O）の記号と各セッション内での通し番号を付与しています． 
※講演要旨とプログラムとで発表題目や著者氏名が異なっている場合，講演要旨を正しいものとします．
※太字氏名：代表発表者．　★印：ハイライト（本誌 p.（11）を参照）．　（招待）：招待講演．　（招待：国際）：学術交流協定を締結している海外関係学協会からの招待講演．

■９月 13 日（土）午前

会場

9：00

第２会場（121）
T1．火山島弧の造山運動：沈み込み，付加，衝突およびリサイクリング
座長：ハフィーズ ウル レーマン（1-5），岡本和明（6-10）

9：00� T1-O-1
伊豆衝突帯における海洋性島弧の大陸地殻への改質．齊藤　哲
9：15� T1-O-2
丹沢トーナル岩中の低いジルコン酸素同位体比が示唆する島孤
下部地殻内の海洋地殻の痕跡．鈴木和恵・澤木佑介・北島宏
輝・John W. Valley・服部健太郎・平田岳史・丸山茂徳
9：30� T1-O-3
泥質片岩の延性度較差：地震波のブライトスポットに関する構
造岩石学的根拠．タッヤバ マティーン・山本啓司・ハフィーズ 
ウル レーマン
9：45� T1-O-4
徳之島中央部の超マフィック岩類を含む変成ユニットのデュー
プレックス．上田脩郎・山本啓司・寺林　優
10：00� T1-O-5
沈み込んだ蛇紋岩海山（海洋性島弧）に記録されたスラブ内脱
水反応．岡本和明・福村成哉・石森千晴
10：15
休憩・座長交代
10：30� T1-O-6（招待）
Sr-Nd-Hf Isotopic Characterization of Granitoids in Accretionary 
Orogens of Asia and Implications for Crustal Development．
Jahn Bor-ming・Tong Ying・Wang Tao・Okamoto Kazuaki・
Valui Galina ・Usuki Masako
11：00� T1-O-7（招待）
付加体形成と地球内部進化．丸山茂徳
11：30� T1-O-8
海洋マントルから島弧マントルへ：伊豆―小笠原―マリアナ弧
創成期のウェッジマントルの温度組成構造の発達過程．海野　
進・金山恭子・北村啓太朗・石塚　治
11：45� T1-O-9
高温沈み込み帯の進化過程―オマーンオフィオライトの例―．
草野有紀・北村啓太朗・海野　進・足立佳子・宮下純夫・永石
一弥・石川剛志
12：00� T1-O-10
日本のプルーム型及び受動拡大型オフィオライト．石渡　明

第３会場（131）
T9．平野地質

座長：卜部厚志（1-5），川上源太郎（6-9）

10：15� T9-O-1
完新世後期における石狩海岸平野の堆積システム：deflected 
wave-influenced deltaとしての理解．川上源太郎・仁科健二・
嵯峨山積・木村克己・廣瀬　亘・加瀬善洋・大津　直
10：30� T9-O-2
下総台地北部の地下に分布する更新統下総層群木下層の層相分
布と地盤振動特性．中澤　努・坂田健太郎・長　郁夫・野々垣
進・納谷友規・本郷美佐緒・中里裕臣
10：45� T9-O-3
千葉県北西部東京湾北縁地域における下総層群の層序．納谷友
規・坂田健太郎・中里裕臣・小松原純子・中澤　努
11：00� T9-O-4
千葉県船橋市の埋立地における沖積層の堆積相と堆積環境．小
松原純子・中島　礼・納谷友規
11：15� T9-O-5
駿河湾北部沿岸域の平野における地下地質調査．石原武志・水
野清秀
11：30� T9-O-6
ボーリングデータベースからみた関西圏の地盤特性．北田奈緒
子・井上直人・竹村恵二・三村 衛・大島昭彦
11：45� T9-O-7
若狭湾沿い海岸平野におけるトレンチ，コアリングによる津波
堆積物調査．山本博文・卜部厚志・佐々木直広・高清水康博・
片岡香子
12：00� T9-O-8
福井地域の海岸平野における津波堆積物調査．卜部厚志・山本
博文・佐々木直広・高清水康博・片岡香子
12：15� T9-O-9
屋久島北東部，小瀬田海岸付近に認められる7.3ka鬼界カルデラ
噴火津波の痕跡：成因と保存過程に関する仮説．七山　太・前
野　深・中川正二郎・佐々木洋之・面　将道・下司信夫・渡辺
和明・成尾英仁・小林哲夫

第 4 会場（122）
R16．古生物

座長：奈良正和（1-3），生形貴男（4-7）

9：30� R16-O-1★
採集者バイアスが標本レベルの多様性評価に及ぼす影響．生形
貴男・山下修平
9：45� R16-O-2
南東フランス，白亜系海洋無酸素事変層準の黒色頁岩のパリノ
モルフ分析―海洋基礎生産者に注目して．安藤卓人・沢田　
健・高嶋礼詩・西　弘嗣
10：00� R16-O-3
岐阜県山県市円原の美濃帯，舟伏山石灰岩から産出した扇形の
殻を持つ微小なフズリナ類とその生息環境について．太田泰
弘・佐野弘好・杦山哲男
10：15� R16-O-4
ジュラ紀後期のEpidiceras（巻貝型厚歯二枚貝）の産状とその
進化史的な意義について．柿崎喜宏
10：30� R16-O-5
Ichnology and palaeoecology of a Hillichnus-like trace fossil 
from Jurassic tidal deposits of the Sakamoto Formation, 
Kumamoto Prefecture, Southwest Japan．Nara Masakazu・
Hirabayashi Ayuko・Komatsu Toshifumi
10：45� R16-O-6
Response of reef corals to Late Quaternary climate changes in 
the Great Barrier Reef: The Ribbon Reef 5 and Boulder Reef 
deep drill cores revisited．Humblet Marc・Webster Jody M.
11：00� R16-O-7
新潟県笹ヶ峰の標高1230 ｍ地点から発見されたナウマンゾウ化
石とその意義．近藤洋一

R17．ジュラ系＋（The Jurassic +）
座長：松岡篤（1-2），近藤康生（3-4）

11：30� R17-O-1
高知県佐川地域に分布する鳥の巣層群谷地層の潮汐堆積物と化
石群集．近藤康生・内池　友・奈良正和
11：45� R17-O-2
南イラン，ザグロス山脈ネイリズオフィオライトのオブ
ダクション．久田健一郎・鎌田祥仁・荒井章司・Monireh 
Poshtkoohi
12：00� R17-O-3
日本産ジュラ紀最前期放散虫化石群集の特性．石田直人
12：15� R17-O-4
球面上のチューリング・パタンとシリカ殻の形成―中生代放散
虫Pantanelliumの実体模型と数値実験をもとに．松岡　篤・吉
野　隆
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■９月 13 日（土）午前

会場

9：00

第５会場（124）
R18．情報地質とその利活用

座長：斎藤　眞（1-3）

9：00� R18-O-1
地質文献データベース（GEOLIS）APIの公開と地質文献データ
の活用．内藤一樹・菅原義明・渡辺和明
9：15� R18-O-2
地質情報ウェブマップサービスから提供される地質図画像の任
意領域切り取りツールの試作．野々垣進・根本達也
9：30� R18-O-3
海洋鉱物資源データの統合解析の実用化に向けて．北田数也・
笠谷貴史・町山栄章

T6．三次元地質モデル研究の新展開
座長：高野　修（1-3），升本眞二（4-5），根本達也（6-8）

10：00� T6-O-1
3次元地質モデルを利用した研究手法の提案．星加夢輝・豊田　
守
10：15� T6-O-2
標高データの画像タイル化とWebGLによる可視化．西岡芳晴・
長津樹理
10：30� T6-O-3
三次元表層地質モデルの信頼度の評価・表現手法の検討．升本
眞二・根本達也・野々垣　進
10：45� T6-O-4（招待）★
沖積層の３次元モデルの構築とその意義．石原与四郎・中尾健
人
11：15� T6-O-5
ボーリングデータ解析による東京低地域の浅部地下構造モデリ
ング： 沖積基底面モデルとボクセルモデルとの統合．木村克
己・花島祐樹・西山昭一・石原与四郎
11：30� T6-O-6（招待）★
石油の探鉱開発における地質的不均質性と不確実性の定量化．
守屋俊治
12：00� T6-O-7
三次元堆積体プロパティモデリングにおける堆積学的規制要素
のインプット：進展と動向．高野　修
12：15� T6-O-8
長岡サイトのCO2貯留層の堆積学的特徴と含泥率の三次元地質
モデリング．伊藤拓馬・中島祟裕・薛　自求・千代延　俊

第 6 会場（125）
R9．堆積物（岩）の起源・組織・組成

座長：野田　篤（1-3），太田　亨（4-7）

10：45� R9-O-1★
仙台湾における福島第一原発事故由来の放射性セシウムの分
布．山田　努・箕浦幸治・平野信一・佐藤慎一・加藤大和・杉
原真司
11：00� R9-O-2★
熊本県御所浦・牛深地域上部白亜系姫浦層群の未固結変形．木
村祐太・竹下朝日・佐野弘好
11：15� R9-O-3
富草層群に産する燐酸塩質岩．森清寿郎
11：30� R9-O-4
石狩炭田地域に産する菱鉄鉱質岩石の形成―とくに鉄の起源と
沈殿過程について．淺野有希・日下部智也・森清壽郎
11：45� R9-O-5
第三紀泥岩の分光測色（予察）．辻野　匠・柳沢幸夫・工藤　崇
12：00� R9-O-6
紀伊半島牟婁付加シーケンス市鹿野構造ユニットの砂岩組成か
ら推定される後背地．別所孝範
12：15� R9-O-7★
テチスヒマラヤの上部三畳系に記録された大陸風化状況の変
化．吉田孝紀・宮嶋千恵・志賀由佳・葉田野希

第 7 会場（212/213）
R25．鉱物資源と地球物質循環

座長：加藤泰浩（1-3），野崎達生（4-7），藤永公一郎（8-11） 

9：30� R25-O-1（招待）★
地球環境変動に伴う元素の生物地球化学循環変動：全球凍結と
マンガン鉱床形成．田近英一
10：00� R25-O-2★
初期太古代縞状鉄鉱層と鉄同位体値．小宮　剛
10：15� R25-O-3★
三畳紀後期隕石衝突イベントにおける生物生産変動と放散虫群
集組成の変化．尾上哲治・佐藤峰南・池原　実・高谷雄太郎・
野崎達生・藤永公一郎・加藤泰浩
10：30� R25-O-4
南鳥島EEZのレアアース泥鉱床の開発を目指して．加藤泰浩・
鈴木勝彦・中村謙太郎・藤永公一郎・髙谷雄太郎・町田嗣樹・
安川和孝・大田隼一郎・野崎達生・飯島耕一・岩森　光
10：45� R25-O-5
南鳥島EEZ全域のレアアース泥およびマンガンノジュールの分
布状況把握に向けた多角的音響探査．町田嗣樹・中村謙太郎・
藤永公一郎・飯島耕一・鈴木勝彦・沖野郷子・本荘千枝・及川
光弘・加藤泰浩
11：00� R25-O-6
南鳥島EEZ内におけるレアアース泥の鉱物学的特徴．大田隼一
郎・高谷雄太郎・藤永公一郎・中村謙太郎・安川和孝・町田嗣
樹・飯島耕一・鈴木勝彦・岩森　光・加藤泰浩
11：15� R25-O-7
南鳥島EEZで発見されたレアアース泥の地球化学的特徴．藤永
公一郎・加藤泰浩・中村謙太郎・鈴木勝彦・髙谷雄太郎・町田
嗣樹・安川和孝・大田隼一郎・荒木修平・劉漢捷・宇佐美諒・
牧　亮太・原口　悟・飯島耕一・町山英章・野崎達生・西尾嘉
朗・臼井洋一・山崎俊嗣
11：30� R25-O-8
Os同位体層序による南鳥島周辺のレアアース堆積物の堆積年
代．鈴木勝彦・野碕達生・飯島耕一・高谷雄太郎・藤永公一
郎・加藤泰浩
11：45� R25-O-9
南鳥島EEZ東部に分布するMn団塊のOs年代決定．野崎達生・
後藤孝介・髙谷雄太郎・鈴木勝彦・下田玄・木村純一・常　
青・町田嗣樹・石井輝秋・清水健二・平野直人
12：00� R25-O-10
化学リーチング法によるレアアース泥からのレアアース元素回
収―工学的開発を念頭に置いた最適条件の検討―．髙谷雄太
郎・平出隆志・藤永公一郎・中村謙太郎・加藤泰浩
12：15� R25-O-11
独立成分分析による太平洋深海底堆積物の地球化学データ解
析：レアアース泥形成機構に対する示唆．安川和孝・中村謙太
郎・藤永公一郎・大田隼一郎・高谷雄太郎・町田嗣樹・岩森　
光・加藤泰浩
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■９月 13 日（土）午前

会場

9：00

第 8 会場（211）
R13．岩石・鉱物の変形と反応

座長：水上知行（1-3），廣瀬丈洋（4-7），大坪　誠（8-12）

9：00� R13-O-1（招待）★
滑り，回り，動く粒界が作る岩石組織．平賀岳彦
9：30� R13-O-2
動的再結晶斜長石の結晶方位配列の温度依存性．金川久一・加
藤暁之・新井智之・芳野　極・山本啓司
9：45� R13-O-3★
下部地殻斑れい岩における高温破砕と粒径依存型クリープ：
地震時変形と地震間変形？．奥平敬元・Jerabek Petr・Stunitz 
Holger
10：00� R13-O-4
スラブ–マントル境界の不均質なスロースリップ挙動を支配する
2種類のアンチゴライト蛇紋岩．水上知行・横山寛紀・平松良
浩・荒井章司・河原弘和・永冶方敬・Wallis Simon
10：15� R13-O-5★
地震波異方性モデリングが示す含水前弧マントルの大規模対流 
～琉球弧の例～．永冶方敬・ウォーカー アンドリュー・ウッ
キー ジェームズ・ケンダル マイケル・ウォリス サイモン
10：45� R13-O-6★
加水・脱水反応に起因するフラクチャー形成：反応による固体
体積変化の影響．岡本　敦・清水浩之
11：00� R13-O-7
地殻流体によって引き起こされた岩石破砕現象の解明．石山沙
耶・安東淳一・KaushikDas・太田泰弘・中井俊一
11：15� R13-O-8
ナノからミリスケールにおける断層面の形状特性．岸田実紀・
溝口一生・高橋美紀・廣瀬丈洋
11：30� R13-O-9
福島県南東部に発達する井戸沢断層の断層ガウジ―4.11の地震
断層で生成した粉砕粒子の表面積―．酒井　亨・滝沢　茂
11：45� R13-O-10
大型二軸岩石摩擦試験で生成されたガウジ：仕事量と粉砕粒子
表面積および摩擦溶融物．滝沢　茂・福山英一・山下　太・徐
　世慶・溝口一生・川方祐則・土田琴世
12：00� R13-O-11
チャートの中速摩擦実験で形成された断層表面物質の微細構
造．堤　昭人・三宅　亮
12：15� R13-O-12★
長期的な物質・組織変化による断層強度変遷．大橋聖和

■ MEMO ■■ MEMO ■
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■９月 14 日（日）午前

会場

8：45

第 1 会場（111）
R6．ジオパーク（Geopark）

座長：高木秀雄（1-4），天野一男（5-9）

9：00� R6-O-1（招待）★
ジオパーク認定に向けた三島村の取り組み．大岩根　尚
9：30� R6-O-2
南三陸の巨石めぐり．永広昌之・南三陸海岸ジオパーク準備会
9：45� R6-O-3
ジオツアー開発における持続的な地質学研究発展の必要性．白
井孝明・古澤加奈
10：00� R6-O-4
ジオパークにおける住民参加型ジオパークモデルコース策定の
効果と課題．松原典孝・先山　徹
10：15� R6-O-5
Web版 新岐阜県地質図『ジオランドぎふ』～ジオパーク構想
への素材の開発～．小井土由光・棚瀬充史・加納　隆・小嶋　
智・笹尾英嗣・鹿野勘次・木澤慶和
10：30� R6-O-6
大学教養科目としてのジオパーク学入門の実践．川村教一
10：45� R6-O-7
ジオパークを活用した早稲田大学の教育活動．高木秀雄
11：00� R6-O-8
三陸ジオパークにおける教育普及活動．斎　宏行・下向武文
11：15� R6-O-9
活断層防災フィールドミュージアム構想とアクティブテクトニ
クス．竹内　章

第 2 会場（121）
S2．津波ハザードとリスク：地質記録の活用

座長：後藤和久（1-4），藤原　治（5-6） 

8：45
趣旨説明
9：00� S2-O-1（招待）
Size and type of the 869 Jogan earthquake inferred from 
tsunami simulation and deposits. Kenji SATAKE・Yuichi 
NAMEGAYA
9：25� S2-O-2（招待）
The role of submarine landslides in the Great Eastern Japan 
tsunami of 2011. TappinD. R.
9：50� S2-O-3（招待）
Tsunami sedimentology for disaster science. Daisuke 
SUGAWARA
10：15
休憩
10：25� S2-O-4
Challenges of identifying the tsunami deposits using the 
sedimentary features. Osamu FUJIWARA
10：50� S2-O-5（招待）
What can geochemistry tell us about tsunamis?  Catherine 
CHAGUE-GOFF
11：15� S2-O-6（招待）
Diatom fossil analysis as an aid for paleoseismology. Yuki 
SAWAI

第 3 会場（131）
R4．変成岩とテクトニクス

座長：桑谷　立（1-4），中野伸彦（5-8），青矢睦月（9-11）

8：45� R4-O-1★
東北日本沈み込みプレート境界断層深部のレオロジー．清水以
知子
9：00� R4-O-2
四国三波川帯の大歩危ユニット南部を横切る八丁山断層の非存
在．青矢睦月
9：15� R4-O-3★
炭質物ラマン温度計を用いた三波川帯の温度構造の検討：関東
山地と四国中央部の比較．纐纈佑衣・清水以知子・苗村康輔
9：30� R4-O-4
モンゴル・アルタイ山脈に認められる時計回りと反時計回り
の変成履歴とその年代学的特徴．中野伸彦・小山内康人・大
和田正明・Satish-Kumar M.・足立達朗・吉本　紋・Jargalan 
Sereenen・Syeryekhan Kundyz
9：45� R4-O-5
冷たい沈み込み場（ca. 15℃/km）で形成された古生代後期の
ローソン石青色片岩体の地質．平島崇男・佐藤永太郎・藤本善
航・似吹　大・上村謙一郎
10：00� R4-O-6
九州・八代地域の箱石・飛石サブユニットの低変成度岩の白雲
母K-Ar年代．佐藤永太郎・平島崇男・藤本善航・上村謙一郎
10：15� R4-O-7
フェンジャイトの過剰アルゴンと閉止温度．板谷徹丸
10：30� R4-O-8★
高温型変成帯形成の地殻ダイナミクスと北部九州深成岩・変成
岩U-Pb年代．宮崎一博・松浦浩久・檀原　徹・岩野英樹・平田
岳史
10：45� R4-O-9
スリランカ・Highland Complex中央部に分布する変成岩のLA-
ICP-MSジルコンU-Pb年代．北野一平・小山内康人・中野伸
彦・足立達朗・Malaviarachchi Sanjeewa P.K.・Dharmapriya 
P.L.
11：00� R4-O-10
変成岩の粒径グレーディングとリーゼガングバンド．鳥海光
弘・福山繭子
11：15� R4-O-11
東南極リュツォ・ホルム岩体オングル島のザクロ石周囲にみら
れるコロナの微細構造．島田麻美・池田　剛
11：30� R4-O-12（取消）
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会場

8：45

第 4 会場（122）
R3．噴火・火山発達史と噴出物

座長：田島靖久（1-2），工藤　崇（3-4）

8：45� R3-O-1
十和田火山，青橅山付近における先カルデラ期～カルデラ形成
期噴出物の層序．工藤　崇
9：00� R3-O-2
ピンクタフの噴出口カルデラ．木戸道男・英彦山団研グループ
9：15� R3-O-3
霧島火山の最近1万年間の活動期について．田島靖久
9：30� R3-O-4
桜島火山大正溶岩中の集合斑晶―成因とマグマ溜りの構造―．
高橋正樹・斎藤陽子・西尾　光・安井真也

R21．地学教育・地学史
座長：平田大二（1-2），矢島道子（3-7）

10：00� R21-O-1（招待：国際）★
The Geological Society of London – past, present and future. 
LORD Alan・ BILHAM Nic
10：15� R21-O-2
エドムント・ナウマン（1854-1927）と富士山．矢島道子
10：30� R21-O-3
博物館の常設展示を活用した地球史連続講座の試み―地学リテ
ラシー涵養ための学習プログラムの展開．平田大二・五島政一
10：45� R21-O-4
2013年度に別海町で実施した2件のアウトリーチ活動の報告：別
海小学校出前授業および普及講演会「晩秋の自然を楽しむ音楽
と語り」．重野聖之・七山　太・中山　陸・辻　隆史・佐藤　
慎・池田保夫・石渡一人
11：00� R21-O-5
地学教科書からみた教科書の役割．浅野俊雄
11：15� R21-O-6
野外科学の手法を踏まえた，川喜田（1967）W型の研究過程に
基づくシステム的な地学の学習の構築と実践の試み：事例研究
（２）．松田義章・五島政一
11：30� R21-O-7
SSH指定校に勤務した（する）教師の役割．川勝和哉・岩本有
加

第 5 会場（124）
R8．海洋地質

座長：坂本　泉（1-3），板木拓也（4-7），芦　寿一郎（8-11）

9：00� R8-O-1
終端堆積盆に記録された2004年紀伊半島南東沖地震時の地震性
堆積物．芦寿一郎・大村亜希子・山口飛鳥・中村祐貴・福地里
菜・入野智久・村山雅史・池原　研・中村恭之
9：15� R8-O-2
XRFコアスキャナーによる地震性タービダイト識別の試み．岩
井雅夫・小林宗誠・松崎琢也・山本裕二
9：30� R8-O-3
日本海溝陸側斜面のタービダイト堆積年代．宇佐見和子・池原
　研・金松敏也・Mchugh Cecilia
9：45� R8-O-4
岩手県三陸沿岸域における3.11津波痕跡調査概報．坂本　泉・
横山由香・八木雅俊・飯島さつき・根元謙次・藤巻三樹雄・秋
山幸秀・笠谷貴史・藤原義弘
10：00� R8-O-5
岩手県広田湾で採取した13HV8コアの珪藻分析．嵯峨山積・坂
本　泉・横山由香・井上智仁・飯島さつき・八木雅俊
10：15� R8-O-6
透水性からみた珪質泥岩の水理特性―日本海溝およびアリュー
シャン海溝堆積物での例―．小嶋孝徳・斎藤実篤・谷川　亘・
須藤　斎・芦　寿一郎
10：30� R8-O-7
北大西洋の亜極前線下に発達する珪藻軟泥と浮遊性有孔虫殻形
態の変遷に基づく第四紀後期の亜極循環の復元．山崎　誠・嶋
田智恵子・池原　実
10：45� R8-O-8
西部太平洋の掘削へ向けた新たな取り組み：Western Pacific 
Drilling（WEPAD）．板木拓也・WEPADワーキンググループ
11：00� R8-O-9
山陰〜九州北方沖日本海の第四紀断層とネオテクトニクス．岡
村行信・井上卓彦・阿部信太郎
11：15� R8-O-10
九州南方沖・鬼界カルデラの中央高地の構造と成因．池上郁
彦・清川昌一・大岩根尚・前野　深・佐野有司・中村恭之・亀
尾　桂・鹿児島捗悟
11：30� R8-O-11
浅海熱水域薩摩硫黄島における，鉄とシリカに富むマウンドの
構造解析とバクテリアとの関連性．倉冨　隆・清川昌一・池原
　実・後藤秀作・星野辰彦・池上郁彦・蓑和雄人

第 6 会場（125）
T7．古生代から中生代への地球環境進

座長：尾上哲治（1-4），高橋　聡（5-9）

9：00� T7-O-1
ペルム紀末大量絶滅後の海洋中必須元素の減少．高橋　聡・山
崎慎一・土谷範芳・小川泰正・木村和彦・海保邦夫・吉田武義
9：15� T7-O-2
中国南部煤山のペルム紀末大量絶滅期層準堆積岩のケロジェン
の熱化学分解分析による陸域生態系変動の復元．沢田　健・緒
方秀仁・海保邦夫
9：30� T7-O-3
宮崎県高千穂町上村のペルム系‐三畳系炭酸塩岩に記録された
酸化還元環境と生物多様性．齊藤諒介・海保邦夫・佐野弘好
9：45� T7-O-4（招待）
古生代・中生代（P-T）境界：顕生代の分水嶺．磯崎行雄
10：15
休憩
10：30� T7-O-5
前期三畳紀コノドントの古生態．上松佐知子・指田勝男
10：45� T7-O-6
ニュージーランド，アローロックスにおける深海相Smithian～
lowest Anisianの岩相層序・コノドント生層序：Spathian 海洋
底無酸素事変．山北　聡・竹村厚司・相田吉昭・堀　利栄・高
橋　聡・池田昌之・Sporli K. Bernhard・CampbellHamish J.
11：00� T7-O-7
三畳紀後期パンサラサ海におけるコノドント・放散虫化石層序
と岩相変化．山下大輔・安田知佳・佐藤峰南・尾上哲治
11：15� T7-O-8
秩父帯津久見地域に分布する中部三畳系層状チャートのサイク
ル層序．曽田勝仁・尾上哲治・池田昌之
11：30� T7-O-9
中生代のミランコビッチサイクルを用いた天文学的年代層序と
古環境学的示唆：犬山地域層状チャートの例．池田昌之・堀　
利栄・多田隆治

■９月 14 日（日）午前
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■９月 14 日（日）午前

会場

8：45

第 7 会場（212/213）
R19．環境地質

座長：田村嘉之（1-4），香川　淳（5-8），吉田　剛（9-12）

8：45� R19-O-1
上田盆地の地形発達史から特定された上田泥流の起源．富樫　
均・横山　裕
9：00� R19-O-2
2013年における桜島火山ガス高濃度事象．坂本昌弥・木下紀正
9：15� R19-O-3
汽水域における224Ra/228Ra比の分布特性と宍道湖の湖水の動き．
野村律夫・井上睦夫・小藤久毅
9：30� R19-O-4
東北日本沿岸における最終間氷期以降の地殻変動速度―新潟地
震と東北地方太平洋沖地震にともなう沈降現象に関連して―．
仲川隆夫
9：45� R19-O-5
仙台平野の歴史津波堆積物の年代測定と地球化学的判別手法の
開発．細田憲弘・渡邊隆広・中村俊夫・土屋範芳
10：00� R19-O-6
法地質学的資料中の粒子の分析例．杉田律子
10：15� R19-O-7
不適正処分された産業廃棄物最終処分場における地下水汚染機
構の解明（旧民間産業廃棄物安定型最終処分場の例）．和田卓
也・川端祥浩・湯浅　忠・中村豊久
10：30� R19-O-8
養老川中流域観測井の孔内地下水の温度―妙香泥層上面付近深
度の地下水温変化，2013年の隔月測定結果―．楠田　隆・古野
邦雄・香川　淳・吉田　剛
10：45� R19-O-9
千葉県観測井における孔内地下水の深度方向温度分布．古野邦
雄・香川　淳・吉田　剛・風岡　修・酒井　豊・加藤晶子・楠
田　隆
11：00� R19-O-10
千葉県北東部における硝酸性窒素による地下水汚染調査事例．
岩井久美子・田村嘉之・吉田　剛・酒井　豊・下里　望
11：15� R19-O-11
下総台地における窒素負荷源と負荷年代の推定．田村嘉之・岩
井久美子・NPO法人水環境研究所
11：30� R19-O-12
人工地層の汚染原因を解決する単元調査法．上砂正一

第 8 会場（211）
T8．超深度掘削による新次元の地球科学

座長：辻　健（1-5），川端訓代（6-12）

8：45� T8-O-1
超深度掘削への期待．山田泰広
9：00� T8-O-2（招待）★
超深度ライザー掘削によるカッティングス試料から何がわかる
のか？―IODP第348次研究航海の経験をもとに―．廣瀬丈洋・
北村真奈美・Harold Tobin・Demian Saffer
9：15� T8-O-3
ライザー掘削によるカッティングス試料を用いた観察，分析結
果とその有用性．川端訓代・坂口有人
9：30� T8-O-4
IODP第348次航海（南海トラフ地震発生帯掘削）におけるカッ
ティングスによる岩相評価の有用性．福地里菜・山口飛鳥・山
本由弦・芦寿一郎・第348次航海一同
9：45� T8-O-5
IODP Exp. 348ライザー掘削から明らかになったスプレー断層
上盤の応力状態と微小変形．山本由弦・林　為人・山本裕二・
曽根大貴・HenryPierre・大坪　誠・BrownKevin・Crespo-
BlancAna・Expedition 348研究者
10：00� T8-O-6
掘削トルクデータに基づいた高速剪断強度断面の作成．氏家恒
太郎・井上朝哉
10：15� T8-O-7
南海トラフ分岐断層の間隙水圧分布．辻　健
10：30� T8-O-8
ライザー掘削でみられたコアリングディスターバンス—IODP 
Exp. 337下北沖航海の例—．村山雅史・森田澄人・山田泰広・
久保雄介・Hinrichs , K-U・稲垣史生
10：45� T8-O-9
三陸沖堆積盆地の熱・力学物性と海底下深部の温度の推定．谷
川　亘・多田井修・林　為人・森田澄人・山田泰広・真田佳
典・久保雄介・稲垣史生
11：00� T8-O-10★
超モホール計画．阿部なつ江・森下知晃・道林克禎
11：15� T8-O-11
メカ・モホール（モホール計画による地殻の応力断面観測）．坂
口有人
11：30� T8-O-12★
ニュージーランド・スロースリップ掘削計画．伊藤喜宏・小
平秀一・望月公廣・Laura Wallace・Demian Saffer・Stuart 
Henrys・Phil Barnes・Mike Underwood・Nathan Bangs

■ MEMO ■
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■９月 14 日（日）午後

会場

14：30

第２会場（121）
S2．津波ハザードとリスク：地質記録の活用

座長：藤原　治（7），David Tappin（8-10），藤野滋弘（11-
14）
14：30� S2-O-7
Recurrence intervals of tsunamis associated with earthquakes 
at the Nankai Trough may vary over time and place. Shigehiro 
FUJINO
14：55� S2-O-8（招待）
Necessity of Geology to Validate the Anticipated Great Nankai 
Trough Earthquake Model. Toshitaka BABA
15：20� S2-O-9
Identification of tsunami boulders in the Ryukyu Islands, 
Japan and their potential use for long-term risk assessment.  
Kazuhisa GOTO
15：45
休憩
15：55� S2-O-10（招待）
The Impact of extreme storm waves on rock coasts. J. D. 
HANSOM・A. M. HALL
16：20� S2-O-11（招待）
Study on the numerical simulation of tsunami by debris 
avalanche- Case study of Mt.Fuji and Suruga Bay. Kenji 
HARADA
16：45� S2-O-12（招待）
Spatial distribution and sedimentary features of near-source 
tsunami deposits of volcanic origin. Yuichi NISHIMURA
17：10� S2-O-13（招待）
Geological records of 1792 Unzen earthquake and tsunami. 
Toshihiko ICHIHARA
17：35� S2-O-14（招待）
Kinematics and movement mechanisms of volcano collapse 
landslides: implications for tsunami generation models. Simon 
DAY・Steven WARD

第 3 会場（131）
R4．変成岩とテクトニクス

座長：纐纈佑衣（13-15），河上哲生（16-19） 

14：30� R4-O-13
領家変成岩中に存在する流体起源の珪線石の多様な産状．天野
早織・河上哲生
14：45� R4-O-14
ネパールヒマラヤ，ダンクッタ地域MCTゾーンにおける変成
同時のH2O流体流入と含電気石優白質花崗岩の成因論．河上哲
生・酒井治孝・佐藤活志
15：00� R4-O-15★
複数段階の高濃度塩水活動の意義―東南極セール・ロンダーネ
山地ブラットニーパネの例．東野文子・河上哲生・土屋範芳・
サティシュ クマール・石川正弘・グランサム ジェフ
15：15� R4-O-16★
沈み込み帯深部におけるマントルの加水様式：北海道幌加内地
域での検討．葛西竹恒・植田勇人
15：30� R4-O-17★
かんらん石－斜長石－水系における蛇紋岩化作用の進行と物質
移動．大柳良介・岡本　敦・土屋範芳
15：45� R4-O-18
次元圧縮技術による高次元地球化学データからの変成作用プロ
セス抽出．桑谷　立・宇野正起
16：00� R4-O-19
ヘグボマイト類の高温高圧実験．志村俊昭・足立達朗・中野伸
彦・小山内康人・川嵜智佑

R2．岩石・鉱物・鉱床学一般
座長：斉藤　哲（1-4），壷井基裕（5-7） 

16：15� R2-O-1（招待：国際）★
Geology and ore mineralization at Oyu Tolgoi deposit, southern 
Mongolia．Tumur-Ochir MUNKBHAT
16：30� R2-O-2
西南日本のエピソディックな花崗岩マグマティズムと上部地殻
の形成・再編．中島　隆・高橋正樹・今岡照喜・志村俊昭
16：45� R2-O-3
南部北上山地，氷上花崗岩類の岩石学的研究．佐々木　惇・土
谷信高・足立達朗・中野伸彦・小山内康人
17：00� R2-O-4
新潟県米山–尾神岳火山岩類のK-Ar年代と岩石化学的研究．大
場孝信・藤塚　大
17：15� R2-O-5
阿武隈変成帯中に露出する沈み込み帯域オフィオライトの断
片．佐藤勇輝・石渡　明
17：30� R2-O-6
ヘス・ディープ・リフトのかんらん石斑れい岩類およびかん
らん岩類における高温変質作用．野坂俊夫・Meyer Romain・
Wintsch Robert
17：45� R2-O-7
地球鉱物集合体の特徴：ダイヤモンド炭素物質の形成．三浦保範

第 4 会場（122）
R12．石油・石炭地質学と有機地球化学

座長：三瓶良和（1-4），河村知徳（5-8），金子信行（9-12）

14：30� R12-O-1（招待）★
宮崎県および沖縄県の水溶性天然ガス．加藤　進
15：00� R12-O-2
微生物起源のメタンの生成と移動―地球化学的データによる検
証―．金子信行・前川竜男・猪狩俊一郎
15：15� R12-O-3（招待）★
島弧–背弧系に関連した海底熱水活動による熱水性石油の生成条
件．山中寿朗・奥西勇介・柏村朋紀・赤司裕紀
15：45� R12-O-4
ハプト藻の熱熟成実験による藻類脂質の分解・続成過程の検
討．阿部涼平・沢田　健・中村英人・新家弘也・鈴木石根・白
岩善博
16：00� R12-O-5
ケロジェンの熱化学分解分析によるジオマクロ分子を構成する
分子ユニット組成の評価．盛　貴瑛・緒方秀仁・沢田　健
16：15� R12-O-6
東北日本弧の地体構造形成を理解する上での福島県沖阿武隈
リッジの形態および構造地質学的特徴の意義．荒戸裕之・千代
延俊
16：30� R12-O-7
福島沖阿武隈リッジの断層の形態と特徴．千代延俊・荒戸裕之
16：45� R12-O-8
白亜系双葉層群芦沢層の堆積物および小型植物化石の結合態ア
ルキル脂質分析：炭質物濃集層の成因．宮田遊磨・沢田　健・
中村英人・高橋正道
17：00� R12-O-9
新潟県佐渡沖，基礎試錐「上越海丘」による上越海盆地域の層
序と岩相．山科起行・大川直樹・城戸麻千子・今堀誠一・柿崎
　聡・三輪美智子・千代延仁子・小布施明子・平松　力・佐藤
大地・馬場　敬
17：15� R12-O-10
秋田県由利原地域の玄武岩の酸処理に係る実験的検討．大久保
　進・平野ひとみ・杉山　裕・辻　隆司
17：30� R12-O-11
石狩平野北部における砂岩貯留層分布の推定．河村知徳
17：45� R12-O-12
石狩層群泥質岩の高等植物ワックス水素同位体組成 から見た始
新世の海水準変動．佐藤　光・鈴木德行
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■９月 14 日（日）午後

会場

14：30

第 5 会場（124）
R8．海洋地質

座長：芦　寿一郎（12），小原泰彦（13-16）

14：30� R8-O-12
日本の大陸棚画定調査と延長大陸棚の地球科学的特徴．小原泰
彦・加藤幸弘・吉田　剛・西村　昭・岸本清行・湯浅真人・石
塚　治・高橋成実・海宝由佳・小平秀一・塩川　智
14：45� R8-O-13（招待）★
国連海洋法による大陸棚限界委員会と日本の延長大陸棚．浦辺
徹郎
15：15� R8-O-14（招待）★
背弧海盆拡大とプリューム活動の関連―西フィリピン海盆の拡
大史―．石塚　治・Taylor Rex N.・小原泰彦・湯浅真人
15：45� R8-O-15
中期中新世の日本海で形成された玄武岩質海底火山の規模と層
相変化の例．藤林紀枝
16：00� R8-O-16
相模湾から新たに発見された三種類の玄武岩類のテクトニクス
―火山とシート状溶岩と礫層としての玄武岩―．藤岡換太郎・
森　慎一・高橋直樹・平田大二・大島光春・柴田健一郎・満澤
巨彦・西川　徹・大橋みさき・KO-OHO-Oの会

第 6 会場（125）
T7．古生代から中生代への地球環境進

座長：池田昌之（10-13），上松佐知子（14-16）

14：30� T7-O-10
テチス・パンサラサ海の上部三畳系石灰岩を対象としたイジェ
クタ堆積物の探索．尾上哲治・山下大輔・冨永隆志・佐藤峰
南・白井直樹・海老原充・MissoniSigrid・GawlickHans-Jürgen
14：45� T7-O-11
三畳紀後期層状チャートの古地磁気学的研究：初生磁化の古地
磁気層序と赤道域古緯度．宇野康司・山下大輔・尾上哲治・上
原大生
15：00� T7-O-12
三畳紀後期隕石衝突イベントにおける層状チャートの主要・微
量元素組成．佐藤峰南・尾上哲治・高谷雄太郎・藤永公一郎・
加藤泰浩・野崎達生・清川昌一
15：15� T7-O-13
スロバキアKardolinaセクションの三畳紀末石灰岩に記録された
炭素同位体比変動．白水秀子・Jozef Michalik・日下宗一郎・山
下勝行・山下美沙・山下大輔・尾上哲治
15：30� T7-O-14
トリアス紀中期からジュラ紀前期における超海洋パンサラッサ
の酸化還元状態の変遷：深海堆積物中の酸化還元鋭敏元素から
の推定．藤崎　渉・澤木佑介・沢田　輝・佐藤友彦・山本伸
次・赤堀良光・柳井修一・丸山茂徳
15：45� T7-O-15
美濃帯坂祝セクションの層状チャートから復元した三畳紀海水
Os同位体比変動．野崎達生・二階堂崇・髙谷雄太郎・鈴木勝
彦・加藤泰浩・尾上哲治・佐藤峰南・松岡　篤
16：00� T7-O-16（招待）
三畳紀－ジュラ紀境界変動―中和される海洋モデルの提唱．堀
　利栄

第 7 会場（212/213）
R19．環境地質

座長：岩井久美子（13-15），川辺孝幸（16-17）

14：30� R19-O-13
「地盤安心マップ」の公開による不動産エンドユーザーに対す
る地盤沈下・地盤災害リスク情報の「見える化」促進．横山芳
春・大久保拓郎
14：45� R19-O-14
2011年東北地方太平洋沖地震における完新統の地層収縮．香川
　淳・古野邦雄・楠田　隆・酒井　豊・吉田　剛・荻津　達・
風岡　修
15：00� R19-O-15
液状化発生地における地中地震動観測施設による地震動と間隙水
圧の観測．酒井　豊・荻津　達・亀山　瞬・吉田　剛・風岡　修
15：15� R19-O-16
2011年東北地方太平洋沖地震時に東京湾岸埋立地に発生した液
状化―流動化現象のメカニズム　―新しい地質調査手法である
地層断面調査の例―．風岡　修・亀山　瞬・森崎正昭・重野聖
之・鈴木喜之・香川　淳・吉田　剛・木村満男・酒井　豊・小
倉孝之
15：30� R19-O-17
Differences between liquefaction-fluidization and ground wave 
（Jinami） geohazards in each reclaimed land facing San 
Francisco bay and Tokyo Bay．楡井　久

R24．原子力と地質科学
座長：吉田英一（1-4），渡部芳夫（5-8）

15：45� R24-O-1（招待）★
地球科学の社会的役割とその限界．鷺谷　威
16：15� R24-O-2
断層活動における地質学的時間スケールで考慮するべき稀頻度
事象と将来予測での不確実性．大坪　誠・宮川歩夢
16：30� R24-O-3
高速増殖原型炉もんじゅ敷地内破砕帯の調査結果．石丸恒存・
島田耕史・末岡　茂・安江健一・丹羽正和・梅田浩司
16：45� R24-O-4
断層が地質環境に及ぼす影響に関する検討―瑞浪超深地層研究所
における事例―．笹尾英嗣・石橋正祐紀・窪島光志・村上裕晃
17：00� R24-O-5
瑞浪超深地層研究所深部地下水中での微生物活動による硫酸還
元反応と硫黄同位体分別．廣田明成・東郷洋子・伊藤一誠・鈴
木庸平・福田朱里・今野祐多・角皆　潤・小松大祐・長尾誠
也・岩月輝希
17：15� R24-O-6
フィリピン国・ルソン島北西部に分布するベントナイトのアル
カリ変質反応による地球化学的・鉱物学的特性．山川　稔・藤
井直樹・佐藤　努
17：30� R24-O-7
四万十帯日向層群における割れ目および割れ目充填鉱物の生成
過程とその透水性．大野卓也・吉田英一・大嶋章浩
17：45� R24-O-8
地下環境中の鉄酸化物と地層処分：地下水シナリオへの影響と
その検討．吉田英一・山本鋼志
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■９月 14 日（日）午後

会場

14：30

第８会場（211）
R14．沈み込み帯・陸上付加体

座長：氏家恒太郎（1-4），坂口有人（5-8），橋本善孝（9-12）

14：30� R14-O-1（招待）★
深部微動が明らかにする潮汐のプレート運動への影響．井出　
哲・田中愛幸
15：00� R14-O-2
沈み込み帯の温度構造およびメルトと水の分布．石井和彦
15：15� R14-O-3
沈み込み帯浅部・塑性–脆性遷移帯の地質学的産状．橋本善孝・
山野奈津子
15：30� R14-O-4
四国西部四万十帯トラバース．大橋聖和・金川久一
15：45� R14-O-5
四万十帯牟岐メランジュの断層岩に含まれる雲母粘土鉱物の
K-Ar年代．藤内智士・伊藤　駿・橋本善孝・田村　肇
16：00� R14-O-6（招待）★
InSAR画像の地質学的解釈：巨大地震に伴う火山の沈降．高田
陽一郎
16：30� R14-O-7
地震時層流・乱流発生に関する地質学的・実験的証拠．氏家恒
太郎・斎藤　翼・堤　昭人
16：45� R14-O-8
房総半島の中新統付加体システムから見いだされたスプレー断
層（out-of-sequence thrust）の構造的特徴．山本由弦・千代延
俊・濱田洋平・神谷奈々・斎藤実篤・山田泰広
17：00� R14-O-9
日本海溝の陸上アナログとしてのジュラ紀付加体プレート境界
岩．山口飛鳥・大塚宏徳・小嶋孝徳・福地里菜・谷川　亘・濱
田洋平・氏家恒太郎
17：15� R14-O-10
断層における炭質物ラマンスペクトル変化：犬山地域のチャー
ト－砕屑岩シーケンス中に発達するスラストの例．田畑皓輝・
氏家恒太郎・纐纈佑衣・鍵　裕之
17：30� R14-O-11
ラマンスペクトルを用いた炭質物断層摩擦発熱温度計の構築．
古市裕之・纐纈佑衣・氏家恒太郎・斎藤　翼・堤　昭人・ウォ
リス サイモン
17：45� R14-O-12
付加体中シュードタキライトの三次元造解析と断層すべり詳細
の復元．濱田洋平・木村　学・亀田　純・山口飛鳥・浜橋真
理・福地里菜・北村有迅・川崎令詞・岡本伸也

■ MEMO ■■ MEMO ■
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■９月 15 日（月）午前

会場

9：00

第 1 会場（111）
S1．九州が大陸だった頃の生物と環境（一般公開シンポジウム）
座長：三枝春生（1-4），平山　廉（5-8），仲谷英夫（総合討
論）
9：00
はじめに，このシンポジウムについて．仲谷英夫
9：10� S1-O-1（招待）
鹿児島県下甑島上部白亜系産出の恐竜化石．對比地孝亘・小松
俊文
9：35� S1-O-2
御船層群上部層の陸生脊椎動物化石．池上直樹
9：45� S1-O-3
九州の白亜紀から新第三紀初頭のカメ類化石．平山　廉
10：10� S1-O-4
九州の古第三紀大型陸生哺乳類化石．宮田和周
10：35� S1-O-5
九州およびその周辺地域の新第三紀の長鼻類およびその他哺乳
類．三枝春生
11：00
休憩
11：05� S1-O-6
大型植物化石からみた始新世–漸新世の陸上植生と気候．矢部　
淳
11：30� S1-O-7（招待）
中生代の花粉化石からみた日本の植生と古環境．ルグラン　
ジュリアン・矢部　淳・宮田和周・西田治文
11：50� S1-O-8
九州の地質構造発達史，特に白亜紀～古第三紀の付加体と正常
堆積物の時代と分布に注目して．斎藤　眞
12：15
総合討論

第 3 会場（131）
T5．ポスト冥王代研究

座長：磯崎行雄（1，4-6），堤　之恭（2-3）

9：45� T5-O-1
ポスト冥王代研究．磯崎行雄・堤　之恭
10：00� T5-O-2（招待）
冥王代原初大陸の探索方法．丸山茂徳・沢田　輝・磯崎行雄
10：30� T5-O-3
砕屑性ジルコン研究の新しい展開：地球表層～地殻・マントル
～コアまで．山本伸次・小宮　剛・佐藤雅彦・坂田周平・服部
健太郎・平田岳史
10：45� T5-O-4
砕屑性ジルコンから探る過去の大陸地殻年代頻度分布．沢田　
輝・丸山茂徳・平田岳史・坂田周平
11：00� T5-O-5（招待）
第一原理計算からの地球惑星科学．土屋卓久
11：30� T5-O-6
第２大陸の役割．河合研志・山本伸次・土屋卓久・市川浩樹・
丸山茂徳

第 2 会場（121）
R10．炭酸塩岩の起源と地球環境

座長：加藤大和（1-3），足立奈津子（4-7），高嶋千鶴（8-10）

9：00� R10-O-1
北中国山東省でのカンブリア紀生物礁の特徴と変遷様式．足立
奈津子・江﨑洋一・劉　建波
9：15� R10-O-2
北中国地塊と南中国地塊上のカンブリア系から下部オルドビス
系の礁形成に果たした海綿の重要性―隠れた立役者の存在―．
江㟢洋一・足立奈津子・劉　建波
9：30� R10-O-3★
秋吉産大理石石材にみられる中期ペルム紀の海綿―被覆性微生
物群集．中澤　努・井川敏恵・藤川将之・上野勝美
9：45� R10-O-4★
離水サンゴ礁に残された化石サンゴ記録を用いた北西太平洋に
おけるサンゴ礁生態系のベースライン復元．本郷宙軌・Shen 
Chuan-Chou 
10：00� R10-O-5
新潟県上越市の上部中新統能生谷層よりメタン湧水起源アラゴ
ナイトコンクリーションの発見とその意義．宮嶋佑典・渡邊裕
美子・柳沢幸夫・小池伯一・松岡廣繁・天野和孝
10：15� R10-O-6
炭酸塩鉱物の選択的溶解法とその石灰岩への適用．外山浩太
郎・寺門靖高
10：30� R10-O-7（招待）★
カルストにおける化学的過程と鍾乳石に保存される古環境情
報．吉村和久
11：00� R10-O-8
異なる地表植生下における鍾乳石成長過程と地下水浸透メカニ
ズムの相違―沖縄県南大東島を例として―．松田博貴・鹿島美
香・佐藤祐也・吉村和久・嶋田　純
11：15� R10-O-9
岩手県内間木洞の石筍酸素同位体記録が示す降水量変動の周期
性．加藤大和・山田　努・松田博貴・栗崎弘輔・吉村和久
11：30� R10-O-10
鍾乳石に津波記録は残るか？　山田　努・加藤大和
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■９月 15 日（月）午前

会場

9：00

第 4 会場（122）
R20．応用地質学一般およびノンテクトニック構造
座長：常盤哲也（1-4），西山賢一（5-8）

9：15� R20-O-1（招待）★
九州における土砂災害と防災研究．地頭薗　隆
9：45� R20-O-2
阿蘇カルデラ斜面における土石流の発生頻度．西山賢一・鳥井
真之・星出和裕・若月　強・横田修一郎・井上　弦・中尾賢一
10：00� R20-O-3
ホンジュラス国首都圏テグシガルパの地すべり特性と対策．廣
田清治
10：15� R20-O-4
群馬県北西部八ッ場ダム建設のJR線付け替え工事に伴い発生し
た陥没群―原因を地質学的に検討する―．中村庄八・竹本弘幸
10：30� R20-O-5★
松本盆地中部の伏在断層―微動アレー探査（空間自己相関法）
による地下イメージング事例―．原山　智・信州大学震動調査
グループ
10：45� R20-O-6
津波石の磁気から津波発生の時期を読み解く．中村教博・佐藤
哲郎
11：00� R20-O-7
掘削工法の違いが岩盤に与える影響；幌延深地層研究センター
の例．常盤哲也
11：15� R20-O-8（招待）★
地層処分の社会的受容の要因は何か？：社会心理学的視点か
ら．大澤英昭

第 6 会場（125）
T2．文化地質学

座長：一田昌宏（1-5），鈴木寿志（6-9）

9：00� T2-O-1
文化地質学．鈴木寿志
9：15� T2-O-2（招待）
人・社会の営みと花崗岩．長　秋雄
9：45� T2-O-3
鬼ノ城の石材利用．能美洋介・亀田修一
10：00� T2-O-4★
瀬戸内海沿岸の花崗岩石材産地における多様な歴史と現状．乾
　睦子
10：15� T2-O-5
六甲花崗岩と玄武洞玄武岩における石材の利用と災害文化．先
山　徹・松原典孝
10：30� T2-O-6
人の営みから身近な自然景観を俯瞰する：丹沢・秦野の戸川砥
を例として．田口公則・門田真人
10：45� T2-O-7★
石灰岩石細工と江戸～明治期の本邦産紡錘虫類記載．一田昌宏
11：00� T2-O-8（招待）
地質学の目で見た京文化．原田憲一
11：30� T2-O-9★
西アジアの地質・自然環境と人類史．安間　了

第 5 会場（124）
R22．第四紀地質

座長：内山　高（1-3），瀬戸浩二（4-7）

9：45� R22-O-1（招待：国際）
Paleoenvironmental changes of last 10,000 years from Nakdong 
River Estuary sediments, Korea．CHEONG Daekyo・PAIK 
Seik・SHIN Seungwon・PARK Yonghee
10：00� R22-O-2
松江平野の古環境（１）．渡辺正巳・瀬戸浩二
10：15� R22-O-3
松江平野の古環境（２）．瀬戸浩二・渡辺正巳・山田和芳・高安
克己
10：30� R22-O-4
熊本県人吉盆地に分布する火山灰土壌が有する重金属吸着能の
評価（その2）．手島洋紀・橋本典子・香村一夫・栗原正憲
10：45� R22-O-5
2013年富士五湖河口湖の湖水位の異常低下について―地下水位
観測と水理地質から見た変動―．内山　高・山本真也・笠井明
穂
11：00� R22-O-6★
有機質膜をもつ微生物遺骸（渦鞭毛藻シスト）を利用したイベ
ント堆積物の起源推定．林　圭一・加瀬善洋・仁科健二・川上
源太郎・輿水健一・高清水康博・渡邊達也・高橋　良・廣瀬　
亘・大津　直・石丸　聡・深見浩司・田近　淳
11：15� R22-O-7
北海道に分布する赤色土―更新世における生成北限に関し 
て―．仲川隆夫
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第 8 会場（211）
R15．テクトニクス

座長：武藤　潤（1-4），石川正弘（5-7），石山達也（8-10）

8：45� R15-O-1（招待：国際）
Surface ruptures and earthquake hazards．KIM Young-
Seog・CHOI Jin-Hyuck
9：00� R15-O-2（招待：国際）
The biggest earthquake of the century in Thailand．
W I W E G W I N  W e e r a c h a t ・ K O S U W A N  S u w i t h ・
NUCHANONG Tawsaporn
9：15� R15-O-3（招待）★
中期中新世海溝三重会合点の急移動と西南日本列島地殻の急成
長．木村　学・橋本善孝・北村有迅・山口飛鳥・高下裕章
9：45� R15-O-4（招待）★
九州内陸における地殻活動・構造特性．松本　聡
10：15� R15-O-5
二船式反射法地震探査からみた能登半島西方沖から金沢沖にか
けてのアクティブテクトニクス．加藤直子・佐藤比呂志・石山
達也・阿部　進・白石和也
10：30� R15-O-6
富山トラフ周辺地域の浅部～深部地殻構造と活構造．石山達
也・佐藤比呂志・加藤直子・阿部　進・白石和也・東中基倫・
越谷　信・小林健太・武田哲也・松原　誠・戸田　茂
10：45� R15-O-7
北部フォッサマグナおよび北陸沖の地殻構造：北米プレート境
界は存在するか?　佐藤比呂志・石山達也・加藤直子・稲葉　充
11：00� R15-O-8
2008SCAT高分解能反射法地震探査によって明らかとなった伊
那谷断層帯の地下構造．伊藤谷生・狩野謙一・松島信幸・村松
　武・阿部　進・藤原　明・菊池伸輔・村田和則・池田安隆・
山北　聡・工藤　健・佐藤比呂志・金田平太郎・宮内崇裕・阿
部信太郎
11：15� R15-O-9★
関東地震震源断層直下のスラブ構成岩石：伊豆衝突帯の例．石
川正弘・坪川祐美子・本多聡子
11：30� R15-O-10
弾性波速度測定による地殻構成岩石の推定―日高変成帯を例に
して―．山内紘一・石川正弘・豊島剛志・佐藤比呂志

■９月 15 日（月）午前

会場

8：45

第 7 会場（212）（213）
R23．地球史

座長：黒田潤一郎（1-5），須藤　斎（6-10）

9：00� R23-O-1
鹿児島県上甑島貝池の嫌気的堆積物の地球化学：リンと鉄の存
在形態別分析から探る初期続成作用．飯田　始・山口耕生・小
栗一将
9：15� R23-O-2
エーヤワディー・メコン川の炭酸系について：ヒマラヤ水系の
河川が炭素循環に与える影響の考察．大谷壮矢・真中卓也・石
輪健樹・鈴木　淳・Raywadee Roachanakanan・川幡穂高
9：30� R23-O-3★
海底堆積物を用いたアデン湾周辺域の古環境復元．伊左治雄
太・川幡穂高・大河内直彦・村山雅史・玉木賢策・
9：45� R23-O-4
南大洋インド洋区における極前線および季節海氷域の変動．池
原　実・山根雅子・横山祐典
10：00� R23-O-5
ルミネッセンス年代によるデルタ海岸線数十年変動の復元．田
村　亨
10：15� R23-O-6
地中海流出水の変化に伴う，イベリア半島周辺の後期中新世～
更新世の海洋表層環境の変動．風呂田郷史・沢田　健
10：30� R23-O-7
蒸発岩の堆積学と中新世メッシニアン期塩分危機．黒田潤一
郎・吉村寿紘・川幡穂高・ヒメネス–エスペホフランシスコ
10：45� R23-O-8（招待）
堆積残留磁化獲得メカニズムと地球磁場極性逆転年代の高精度
決定．菅沼悠介
11：15� R23-O-9
珪藻化石群集を用いた北東部北太平洋アラスカ湾周辺域（ODP 
Site 887 およびIODP Site U1417）における新第三紀古海洋変動
の復元．福村朱美・須藤　斎・今野　進・OscarRomero・沢田
　健・IODP Exp. 341Scientists
11：30� R23-O-10
太古代の海洋底の変質作用：珪化作用と熱水変成作用．小宮　
剛
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■９月 15 日（月）午後

会場

14：30

第 1 会場（111）
R1．深成岩・火山岩とマグマプロセス

座長：亀井淳志（1-4），柚原雅樹（5-8），竹原真美（9-10）

14：30� R1-O-1
日高変成帯，37Maの火成岩類の特徴．小島　萌・大橋美由希・
志村俊昭
14：45� R1-O-2
南部北上山地から見い出されたカンブリア紀花崗岩類の年代学
的および岩石学的特徴．土谷信高・柳澤嵩志・佐々木惇・足立
達朗・中野伸彦・小山内康人
15：00� R1-O-3
羽越地域北部における後期白亜紀火成活動．加藤涼介・加々島
慎一・中野信彦・小山内康人
15：15� R1-O-4
福島県南西部只見川古期花崗岩類のU-PbおよびK-Ar年代．若
杉勇輝・谷岡裕大・壷井基裕・淺原良浩
15：30� R1-O-5
ジルコンのU-Pb年代および微量元素組成からみたマグマ溜りの
進化過程：石鎚コールドロンを例に．竹原真美・堀江憲路・谷
健一郎・吉田武義・外田智千・清川昌一
15：45� R1-O-6
東南極，プリンス・オラフ海岸，日の出岬の藍晶石を含むトー
ナライト：特に石灰珪質岩塊中の脈について．孫　羽・廣井美
邦・大和田正明
16：00� R1-O-7
白亜紀火成活動の起源マントル，北部九州と領家帯西部．大和
田正明・浦島遼平・亀井淳志・小山内康人・中野伸彦・足立達
朗
16：15� R1-O-8
北海道日高山脈, 曲り沢かんらん岩体に見られる珪長質メルト/
かんらん岩相互作用：予察的検討．山下康平・前田仁一郎
16：30� R1-O-9★
中央海嶺斑れい岩類の全岩主要元素組成：レビュウ．前田仁一
郎・山崎　徹
16：45� R1-O-10
超変成作用によるピジョン輝石の出現と消滅：マグマ溜まり
ルーフにおける部分溶融と同化作用．宮下純夫・足立佳子

第 2 会場（121）
R11．堆積相・堆積過程

座長：高清水康博（1-5），西田尚央（6-10），横川美和（11-
14）
14：30� R11-O-1
南相馬市の3.11津波堆積物についての層相区分による形成過程
の検討．太田勝一・保柳康一
14：45� R11-O-2★
広田湾における津波起源堆積物の細区分．横山由香・坂本　
泉・八木雅俊・飯島さつき・根元謙次・藤巻三樹雄・藤原義
弘・笠谷貴史
15：00� R11-O-3
鳥取県西部弓ヶ浜半島で見つかった津波由来の可能性のある堆
積物とその意義．酒井哲弥・瀬戸浩二・安本善征・林　照悟・
田代誠士
15：15� R11-O-4
乱流運動エネルギー保存と干渉沈降を考慮した浮遊砂輸送キャ
パシティ．成瀬　元・菅原大助・後藤和久
15：30� R11-O-5
水槽実験による海底チャネル発達条件の検討．佐藤亘孝・成瀬
　元
15：45� R11-O-6
スランプ様堆積物の分類について（予報）．徳橋秀一
16：00� R11-O-7
混濁流によるサイクリックステップの形態：カナダ・ブリ
ティッシュコロンビア州のスコーミッシュ・デルタの例．横川
美和・山本真也・Hughes Clarke John E.・泉　典洋
16：15� R11-O-8
粒度組成とC14年代によるカディス湾の完新世コンターライ
トの特徴．高清水康博・河村遼平・DucassouE.・Hernández-
Molina,F.J.・StowD.A.V.・Alvarez-ZarikianC.・Exp. 339 乗船研
究者
16：30� R11-O-9
地殻変動によって規制された完新世走古丹バリアースピットの
堆積様式．七山　太・重野聖之・渡辺和明・吉川秀樹・長谷川
健・池田保夫・五十嵐八枝子・秋葉文雄・内田康人・石渡一人
16：45� R11-O-10★
北海道夕張地域に分布する中新統川端層の植物バイオマーカー
分析による重力流堆積物の堆積システムの解明．風呂田郷史・
沢田　健・川上源太郎
17：00� R11-O-11
九州地方天草諸島に分布する上部白亜系姫浦層群の塊状砂岩層
の成因．竹本　光
17：15� R11-O-12
芦屋層群の野外証拠およびSHRIMP年代解析からの29Maイベン
トの吟味．坂井　卓・堀江憲路・竹原真美
17：30� R11-O-13
三次元サイスミック地形学解析による三陸沖前弧堆積盆の始新
世から中新世の堆積システムと後背テクトニクス変遷の検討：
不整合イベントによる内湾デルタ～大陸河川～深海斜面への変
化．高野　修・西村瑞恵
17：45� R11-O-14
更新世におけるシーケンス境界形成時期と海水準変動幅：
IODP，ニュージーランド陸棚—斜面掘削の結果．保柳康一・中村
めぐみ・山田　桂・河潟俊吾・Blum Peter・Fulthorpe Craig S.

第 3 会場（131）
T4．砕屑性ジルコン年代学：その未来とさらなる応用
座長：磯崎行雄（1-3），山本伸次（4-7）

14：30� T4-O-1
西オーストラリア・ジャックヒルズ変礫岩に含まれる砕屑性・
衝撃変成ジルコンの組織学的・年代学的検討．山本伸次・小宮
　剛・坂田周平・服部健太郎・平田岳史
14：45� T4-O-2（招待）
ウェールズ北西部に露出する付加体の堆積年代の制約とその後
背地推定．澤木佑介・浅沼　尚・鈴木和恵・岡田吉弘・丸山茂
徳
15：00� T4-O-3
イギリス・ウェールズ北西部を形成した太平洋型造山運動の実
証に向けて．浅沼　尚・岡田吉弘・澤木佑介・山本伸次・平田
岳史・丸山茂徳
15：15� T4-O-4
Provenance history of Baltica．Yukio ISOZAKI, Hiroki 
NAKAHATA, Anne POLDVERE, Heikki BAUERT, Shuhei 
SAKATA, Takafumi HIRATA
15：30� T4-O-5
ジルコンのダブル（U-Pb, FT）年代測定による大陸衝突型造
山帯ヒマラヤの解剖．酒井治孝・河上哲生・佐藤活志・平田岳
史・小林　航・岩野英樹・檀原　徹
15：45� T4-O-6
前弧域の造構プロセスの復元：関東山地三峰地域のジュラ紀–白
亜紀付加コンプレックスのジルコンU-Pb年代．青木一勝・佐藤
友彦・山本伸次・坂田周平・平田岳史
16：00� T4-O-7
U-Pb and Fission track zircon ages from the Kamuikotan 
metamorphic rocks in Asahikawa district, northern Japan: 
toward the reconstruction of tectonics．Okamoto S. Ayumi・
Takeshita Toru・Iwano Hideki・Danhara Tohru・Nishido 
Hirotsugu・Yi Keewook・Hirata Takafumi・Sakata Shuhei
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■９月 15 日（月）午後

会場

14：30

第 4 会場（122）
T3．グリーンタフ・ルネサンス

座長：細井　淳（1-2），松原典孝（3-5），天野一男（6-7）

14：30� T3-O-1（招待）★
東北日本，男鹿半島における新生界層序の再検討と日本列島の
形成過程．鹿野和彦
15：00� T3-O-2
グリーンタフテクトニクスの系譜．天野一男・細井　淳・松原
典孝
15：15� T3-O-3
東北日本弧背弧側および島弧中軸地域における中期中新世火山
活動とテクトニクス．細井　淳
15：30� T3-O-4
東北日本，羽越地域南部におけるブロック回転のタイミング．
星　博幸
15：45� T3-O-5
中新世における棚倉断層の横ずれ運動と堆積盆発達史．澤畑優
理恵・天野一男
16：00� T3-O-6
堆積相解析に基づいた南部フォッサマグナ丹沢山地における古
海洋性島弧の復元．松原典孝
16：15� T3-O-7
長崎県対馬に分布する対州層群の形成年代．二宮　崇・下山正
一・渡邊公一郎・DunkleyJ. Dunkley・堀江憲路・白石和行

第 6 会場（125）
R5．地域地質・地域層序

座長：内野隆之（1-4），菅森義晃（5-8），加藤　潔（9-12）

14：30� R5-O-1★
重鉱物化学組成を用いた白亜紀凝灰岩の対比．高嶋礼詩・桑原
　里・折橋裕二・西　弘嗣
14：45� R5-O-2
北海道の石灰岩にみる中生代海山頂炭酸塩の堆積相と古生物相
の変遷．川村寿郎・橋本健一
15：00� R5-O-3
日立地域の鮮新統基底礫岩の礫から産出したペルム紀腕足類と
その構造地質学的意義．田沢純一・菊池芳文・二階堂章信・安
達修子・奥村よほ子
15：15� R5-O-4
茂原地域における上総層群大田代層上部～長南層テフラの層
序．中里裕臣・七山　太
15：30� R5-O-5
年代及びよるチェフキン石化学組成による火山岩・凝灰岩の対
比： 能登半島と房総半島を例として．堤　之恭・門馬綱一・横
山一己
15：45� R5-O-6
岐阜県西部，舟伏山東方の美濃帯中・古生界の地質．佐野弘好
16：00� R5-O-7
島根県大田市琴ヶ浜周辺の地質：鳴り砂の後背地解明を目指し
て．林　広樹・RoserBarry・幸村哲也・酒井哲也・三瓶良和
16：15� R5-O-8
四国中東部，三嶺–剣山地域の御荷鉾緑色岩類～秩父北帯の地質
構造．村田明広
16：30� R5-O-9
九州西部長崎（野母）半島の地質（予報）．長田充弘・高地吉
一・大藤　茂・宮田和周・山本鋼志
16：45� R5-O-10
北薩地方西目地域の仏像構造線．勝村敏史・山本啓司
17：00� R5-O-11
北部ラオス，ウドムサイ－ルアンナムタ地域で見出された後期
ペルム紀石灰岩：有孔虫群集と地体構造的意義．上野勝美・
宮東　照・鎌田祥仁・久田健一郎・原　英俊・宇野康司・
Charoentitirat Thasinee・Charusiri Punya・Kongthipavong 
Subin・Vilaykham Khamseng
17：15� R5-O-12
北部ラオス，ウドムサイ地域に分布する中部三畳系酸性凝灰岩
とその地質学的対比．鎌田祥仁・上野勝美・宮東　照・久田健
一郎・原　英俊・宇野康司・Thasinee Charoentitirat・Punya 
Charusiri・Subin Kongthipavong・Khamseng Vilaykham

第 5 会場（124）
R22．第四紀地質

座長：廣瀬孝太郎（8-12），公文富士夫（13-16） 

14：30� R22-O-8
秋田県，鮮新–更新統笹岡層の古地磁気層序．星　博幸・山田　
桂
14：45� R22-O-9
房総半島上総層群下部–中部更新統境界GSSP候補地における
M-B極性反転境界の古地磁気記録．岡田　誠・丸岡　亨・羽田
裕貴・菅沼悠介・風岡　修
15：00� R22-O-10
鮮新–更新統境界層準付近における東海層群と古琵琶湖層群のテ
フラ対比．里口保文
15：15� R22-O-11
上総層群国本層中の更新世前期–中期境界付近に発達するシルト
岩層の層相と堆積環境（予察）．風岡　修・亀山　瞬・森崎正
昭・香川　淳・吉田　剛・荻津　達・西田尚央・岡田　誠・菅
沼悠介・会田信行・熊井久雄・楡井　久
15：30� R22-O-12
湖成および海底堆積物の有機炭素濃度を指標とした日本の第四
紀中・後期の気候編年の試み．公文富士夫・木越智彦
15：45� R22-O-13★
第四紀における東南極氷床高度の低下と南極寒冷圏システム進
化．菅沼悠介・三浦英樹・Albert Zondervan・奥野淳一
16：00� R22-O-14
野尻湖西岸，大崎におけるナウマンゾウ化石包含層の発見．竹
下欣宏・野尻湖地質グループ
16：15� R22-O-15
宮城県松島湾中央部と東部で採取した2011年東北沖津波堆積物
中の珪藻遺骸群集の変化．吉岡　薫・入月俊明・白山正太・鈴
木　淳・田中裕一郎・長尾正之・藤原　治・河潟俊吾・河野重
範・西村　修・佐々木久雄
16：30� R22-O-16
猪苗代湖ボーリングコア（INW2012）からみた 過去1700年間の
珪藻群集変化．廣瀬孝太郎・後藤敏一・長橋良隆
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■９月 15 日（月）午後

会場

14：30

第 7 会場（212）（213）
R23．地球史

座長：尾上哲治（11-15），佐藤友彦（16-20）

14：30� R23-O-11
北海道苫前地域に分布する蝦夷層群Cenomanian/Turonian境界
堆積岩の有機地球化学分析による堆積環境・海洋生産変動の復
元．安藤卓人・中村英人・沢田　健・高嶋礼詩・西　弘嗣
14：45� R23-O-12
北海道朱鞠内川セクションのCenomanian-Turonian境界イベン
ト層準で見出された負のδ13Cエクスカーションにともなう陸上
植生変動．中村英人・沢田　健・安藤卓人・高嶋礼詩・西　弘
嗣
15：00� R23-O-13
海洋無酸素事変1b発生時の環境変動．西　弘嗣・小川草平・高
嶋礼詩・桑原義博
15：15� R23-O-14
南中国三峡地域の前期カンブリア紀の地層の窒素同位体変動．
土谷祐貴・田畑美幸・西澤　学・澤木祐介・佐藤友彦・小宮　
剛
15：30� R23-O-15★
南中国雲南省リン酸塩堆積盆地における「カンブリア爆発」中
心の探索．佐藤友彦・磯崎行雄・張　興亮
15：45� R23-O-16
Lomagundiイベント直後の大規模海洋ユーキシニア．尾崎和
海・田近英一
16：00� R23-O-17
32-31億年前の海底堆積層解析：DXCL掘削からみられる海洋環
境と縞状鉄鉱層形成．清川昌一・伊藤　孝・池原　実・山口耕
生・尾上哲治・堀江憲路・菅沼悠介・奈良岡浩・三木　翼
16：15� R23-O-18
初期太古代Nulliak表成岩帯中の縞状鉄鉱層の地質学，層序学，
地球化学的研究．青木翔吾・山本伸次・平田岳史・小宮　剛
16：30� R23-O-19
カナダ，ラブラドル地域，初期太古代（39.6億年前以前）堆積
岩中の炭質物の産状と炭素同位体：最古生命の痕跡の探索．田
代貴志・堀　真子・石田章純・伊規須素子・佐野有司・小宮　
剛
16：45� R23-O-20★
Re-Os同位体から探るアカスタ片麻岩体苦鉄質岩の形成年代．
越田渓子・石川　晃・鈴木勝彦・小宮　剛

第 8 会場（211）
R15．テクトニクス

座長：針金由美子（11-14），小林健太（15-18）

14：30� R15-O-11
1955年に出された断層・破砕帯の識別問題―未固化期変形帯の
検出―．吉村辰朗
14：45� R15-O-12★
前期更新世までに活動を停止した断層における破砕帯の鉱物学
的・地化学的特徴．大谷具幸・河野雅弘・小嶋　智
15：00� R15-O-13
変形礫岩と石炭化度からみた更新統足柄層群の変形環境．小林
健太・粉川真人
15：15� R15-O-14
海溝型地震の予後：津波痕跡による変動の評価．箕浦幸治・菅
原大助・山野井徹・山田　努
15：30� R15-O-15
重力解析と断層露頭観察からみた別府湾堆積盆形成に関わった
断層系．山北　聡・工藤　健・伊藤谷生
15：45� R15-O-16
北薩地方の四万十累層群池之段層の覆瓦状構造．土居真輔・山
本啓司
16：00� R15-O-17
マレーシア北西ボルネオ島Fold-and-Thrust帯に見られるMass 
Transport Complex （MTC）とMini Basin発達史．筒井宏輔・
徳永裕之・遠竹行次・小林博文
16：15� R15-O-18
屈曲スラブ沈み込みと日本海拡大．新妻信明

■ MEMO ■
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■９月 13 日（土）　コアタイム 13：30-14：50　ポスター会場（第２体育館）

T1　火山島弧の造山運動：沈み込み，付加， 
衝突およびリサイクリング

T1-P-1
ヒマラヤに産する超高圧エクロジャイト：インド－アジア大陸
衝突の制約．ハフィーズ ウル レーマン
T1-P-2
屋島地域の瀬戸内火山岩類の研究．野上大輔・寺林　優・長谷
川修一・村田守・酒井英男・Chung Sun-Lin・岡本和明
T1-P-3
充填堆積物に乏しい海溝における，陸側斜面崩壊物によるリサ
イクル型付加ウェッジ：下北半島尻屋崎地域での検討．木村　
翔・植田勇人・折橋裕二

T6　三次元地質モデル研究の新展開 
T6-P-1
低高度の空中立体写真撮影法「ヤジロベー」．北沢俊幸・白木
洋平・李　盛源・千賀有希子

T7　古生代から中生代への地球環境進
T7-P-1
足尾帯大釜セクションと美濃帯犬山地域の対比から見られる下
部－中部三畳系遠洋域深海層の側方変化．武藤　俊・高橋　
聡・山北　聡・鈴木紀毅・相田吉昭

T8　超深度掘削による新次元の地球科学 
T8-P-1
ノルウェー，ヤンマイン海嶺の地形・地質の特徴．川村喜一
郎・小林沙織・ヤン　スベル　ラバーグ
T8-P-2
海底堆積物の初期変形と帯磁率．北村有迅・金松敏也
T8-P-3
IODP第348次研究航海SiteC0002における南海付加体の物理
特性．北村真奈美・北島弘子・HENRY Pierre・VALDEZ 
Robert・JOSH Matthew・第348次研究航海乗船研究者一同

T9　平野地質
T9-P-1
徳島県田井ノ浜における珪藻化石群集の変遷と完新世後期の地
殻変動．千葉　崇・藤野滋弘・小堀詠美
T9-P-2
屋久島北東部，小瀬田海岸に認められる４段の完新世波食ベン
チと歴史津波？痕跡＜速報＞．中川正二郎・佐々木洋之・面　
将道・七山　太・下司信夫・渡辺和明・成尾英仁・前野　深・
小林哲夫

R2　岩石・鉱物・鉱床学一般・
R2-P-1
新潟県糸魚川市金山谷産コスモクロア輝石の成因．藤井　悟・

小河原孝彦

R3　噴火・火山発達史と噴出物
R3-P-1
沼沢火山におけるマグマ供給系の長期的進化（２）．増渕佳
子・石崎泰男・松本亜希子・宮坂瑞穂・中川光弘
R3-P-2
富山県泊地域で発見された第四紀火山岩のK-Ar年代．西来邦
章・古川竜太・及川輝樹・長森英明
R3-P-3
流紋岩溶岩の塑性-脆性遷移領域における破壊と流理構造の形
成．古川邦之・宇野康司
R3-P-4
長野県美ヶ原高原ヤテイ倉沢に分布する軽石質堆積物の堆積過
程．渡邉紘記・三宅康幸・齋藤武士
R3-P-5
火砕流堆積物の酸化を用いた定置温度見積もり．金丸龍夫・古
川邦之・清水裕希

R8　海洋地質
R8-P-1
Geological significance of the mesophotic reef zone： example 
from the Sekisei Barrier Reef．Humblet Marc・Furushima 
Yasuo・Maki Toshihiro・Iryu Yasufumi
R8-P-2
反射法音波探査記録から見た鹿児島県徳之島周辺海域の地質構
造．井上卓彦・佐藤智之・荒井晃作
R8-P-3
南極海で採取された海洋コアの有機物分析による古海洋学的研
究．山下広大・村山雅史・山本正伸・原田尚美
R8-P-4
東部南海トラフにみられる「折り返し反射面」の特徴とその形
成に関わる地質学的背景．大塚宏徳・芦寿一郎・森田澄人
R8-P-5
南海トラフにおけるメタンハイドレートBSR深度異常からみた
地殻変動・堆積侵食作用．大出晃弘・大塚宏徳・喜岡　新・芦
寿一郎
R8-P-6
圧密に伴う粘土粒子の構造変化―帯磁率異方性を用いて―．奥
津なつみ・竹村貴人
R8-P-7
GEOTEK社製コア試料専用X線CTスキャナーを用いた非破壊
観測．市山祐司・稲垣史生
R8-P-8
JAMSTEC堆積物コアデータベース（COEDO）の紹介と今後
の機能強化．中野幸彦・市山祐司・富山隆將・堀川博紀

R9　堆積物（岩）の起源・組織・組成
R9-P-1
多変量統計学による花崗岩由来の腐食岩・土壌の物性値と化学
組成の関係解析．小林隆廣・太田　亨
R9-P-2
中期白亜紀における海洋無酸素事変の新作業仮説“風化仮説”
の室内実験検証．佐々木岳・太田　亨
R9-P-3
粒子ファブリックからみた塊状タービダイト砂層の部分的な流
動変形．田中恭平・宮田雄一郎
R9-P-4
デジタルカメラ画像を用いた砂層断面の粒子ファブリック解
析．宮田雄一郎・下梶秀則・田中恭平
R9-P-5
石英粒子のカソード・ルミネッセンス特性による源岩の判別方
法の提示．中山　歩・太田　亨
R9-P-6
現世河川堆積物のK, Thガンマ線量の変動要因および後背地の
地質との関係．片岡達也・竹内　誠
R9-P-7
沖縄県における秩父帯および四万十帯砕屑物の全岩化学組成と
砂岩モード組成を用いた後背地解析．広瀬　健・太田　亨
R9-P-8
タイ北東部に分布するコラート層群の全岩化学組成を用いた後
背地および古環境解析．大江健太郎・太田　亨
R9-P-9
新疆－ウイグル自治区に分布する白亜系湖成層の可視分光・化
学分析による古環境解析．新井慧太・太田　亨・平野弘道・針
谷　駿・坂井　卓・香西　武・Li Gang
R9-P-10
神奈川県北西部，上部中新統愛川層群中津峡層石老山礫岩の砂
岩礫の後背地．河尻清和
R9-P-11
岐阜県に分布する土岐口陶土層の古土壌学的検討に基づく中部
日本中期中新世の陸上風化環境の検討．葉田野希・吉田孝紀

R13　岩石・鉱物の変形と反応
R13-P-1
曹灰長石ナノ多結晶体の焼結．本多聡子・石川正弘
R13-P-2
オリビンの変形特性に与える超低歪速度効果の検証．山本貴
史・安東淳一・富岡尚敬・伊藤元雄・森下知晃・大藤弘明
R13-P-3
コヒスタン複輝石グラニュライトの変形微細構造．新井智之・
金川久一・山本啓司
R13-P-4
蛇紋石化したオリビン中に発達する鉄の縞状ゾーニングの形成
過程．安東淳一・山本貴史・大藤弘明・前川寛和・村田恵子
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R13-P-5
日高ヒスイを含む蛇紋岩源高温型ロジン岩の岩石学的特徴．東
　豊土・加藤孝幸・斉藤晃生・和田恵治・佐々木克久
R13-P-6
小剪断帯の変形環境の推定：瀬戸内海手島の例．矢野萌生・高
木秀雄・荒井優祐
R13-P-7
紀伊半島東部の中央構造線の上盤と下盤の構成鉱物の比較．藤
本光一郎・田中伸明・重松紀生・村上貴教・阿部多門
R13-P-8
中央構造線，粟野・田引露頭における断層内部構造形成．重松
紀生・亀高正男・稲田徳之・宮脇昌弘
R13-P-9
窒素雰囲気下におけるドレライトの中速摩擦強度の温度依存性
とすべり面の摩耗物質被覆率の関係．田中伸明・和田純一・金
川久一
R13-P-10
衝突実験に基づくクレーター周辺のバルク密度と誘電率の測
定．石山　謙・熊本篤志・高木靖彦・中村教博
R13-P-11
インプットサイトの堆積物の熱伝導率と間隙率の関係．多田井
修・林　為人・廣瀬丈洋・谷川　亘・濱田洋平・松林　修・畠
田健太朗
R13-P-12
上総層群堆積盆の異常高間隙圧の発達メカニズム．丸茂春菜・
田村幸枝・三橋俊介・上原真一・金子幸代
R13-P-13
山口県下関市角島の玄武岩溶岩の板状節理の横臥褶曲．佐藤　
景・石渡　明

R14　沈み込み帯・陸上付加体
R14-P-1
重合前深度マイグレーション断面に見られる宮城沖日本海溝陸
側斜面下の構造的特徴．中村恭之・小平秀一・海宝由佳・野徹
雄・藤江　剛・佐藤　壮・山本揚二朗・三浦誠一・高橋成実
R14-P-2
IODP Expedition 344 コスタリカ沖の堆積物物性と間隙水圧．
佐伯綾香・橋本善孝
R14-P-3
非晶質シリカを含む断層の摩擦特性：模擬断層物質を用いた実
験で得られた知見．並木由香・堤　昭人
R14-P-4
プレート沈み込み帯分岐断層の岩石物性と変形様式―九州
四万十帯延岡衝上断層掘削コア・検層統合解析の再検討．浜橋
真理・川崎令詞・濱田洋平・谷川　亘・斎藤実篤・橋本善孝・
木村　学
R14-P-5
プレート沈み込み帯巨大分岐断層の古応力解析：延岡衝上断層

の例．川崎令詞・浜橋真理・橋本善孝・大坪　誠・山口飛鳥・
北村有迅・亀田　純・濱田洋平・福地里菜・木村　学
R14-P-6
後背地変遷からみた砕屑性ジルコンU-Pb年代と付加年代：四国
東部，四万十帯白亜系付加コンプレックスの例．原　英俊
R14-P-7
四国西部，北部秩父帯における大野ヶ原石灰岩体周辺の地質学
的・年代学的研究．辻　智大・榊原正幸
R14-P-8
四国白亜系四万十帯整然相中の炭質物濃集層における断層発熱
履歴．森田清彦・橋本善孝・廣瀬丈洋・北村真奈美

R16　古生物
R16-P-1
浮遊性有孔虫化石に基づく前期－中期更新世の北西太平洋にお
ける表層海洋環境．鈴木孔二・林広樹・亀尾浩司・村岡典幸
R16-P-2
後期始新世－前期中新世における石灰質ナンノ化石Discoaster
属の形態変化とその意義．錦織春菜・亀尾浩司
R16-P-3
中新世西南日本弧の前弧海盆浅海堆積物における生痕ファブ
リックと生痕化石群集．愛甲健太・奈良正和
R16-P-4
上総層群野島層（下部更新統）のシロウリガイ類化石を含む貝
殻集積砂岩層．宇都宮正志・長浜千展・ジェンキンズロバー
ト・野崎　篤・間嶋隆一
R16-P-5
鮮新世後期における黒潮の強い影響を示す貝化石群：高知県安
田町大野地域の穴内層産Glycymeris-Scapharca-Amussiopecten 
化石群．山岡勇太
R16-P-6
福井県勝山市の手取層群北谷層から産出したヒラマキガイ類と
車軸藻類の化石から推定される水質環境．後藤道治・石神亜希
菜
R16-P-7
ケニア北部ナカリ層より産出した後期中新世齧歯類動物相．田
邉佳紀・小野寺麻由・仲谷英夫

R17　ジュラ系＋
R17-P-1
岐阜県美濃－七宗地域における美濃帯－上麻生ユニットと那比
ユニットの再区分．北川祐介・荒井祐一郎・松岡　篤
R17-P-2
日本の白亜系の砕屑性ジルコン年代分布（予報）．原田拓也・
高地吉一・長田充弘・池田拓司・下條将徳・川越雄太・横川実
和・大藤　茂・折橋裕二・山本鋼志

■９月 13 日（土）　コアタイム 13：30-14：50　ポスター会場（第２体育館）

R18　情報地質とその利活用
R18-P-1
The Generic Mapping Toolsによる正12面体地球儀モデルと，
その地球科学アウトリーチ活動への応用．棟上俊二
R18-P-2
西南日本の断層地形―近赤外3D衛星画像による検討―．木下
紀正・坂本昌弥
R18-P-3
地質情報データベースの分散化．根本達也・升本眞二・野々垣
　進・ラガワンベンカテッシュ
R18-P-4
地層名検索データベースの新機能について．巖谷敏光・斎藤
眞・西岡芳晴・内藤一樹・宝田晋治
R18-P-5
日本シームレス地質図オフライン版の開発と公開．西岡芳晴・
北尾　馨

R24　原子力と地質科学
R24-P-1
日本列島の地下地質図の作成．石丸恒存・小堀和雄・梅田浩
司・中司　昇
R24-P-2
江若花崗岩中の小規模破砕帯の剪断センスの逆転．島田耕史・
石丸恒存・末岡　茂・安江健一・丹羽正和・梅田浩司
R24-P-3
断層岩を用いた断層活動性評価：糸魚川－静岡構造線活断層系
を例として．福地龍郎・田中真実・橘田拓人・今井　登
R24-P-4
地質環境の長期予測と不確実性の検討．梅田浩司・安江健一・
石丸恒存

OR　日本地質学会アウトリーチセッション
コアタイム13：30-14：30/16：00-17：00

会場：第１会場（111）外通路
OR-P-1
熊本県南部を流下する球磨川の変遷と規制要因．寺田昂世・福
田将眞・田中　均
OR-P-2
種子島，前期更新世「形之山化石群」の発掘と特別展示．内村
公大・鹿野和彦・大塚裕之
OR-P-3
地質学を取り巻くトランス・サイエンス的状況の事例とその特
徴．荒戸裕之・荒戸照世
OR-P-4 ★
山形城坤櫓・巽櫓遺構の石垣石材産地の推定．大友幸子・奥山
遥香・齋藤　仁
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■ 9 月14 日（日）　コアタイム 13：00-14：20　ポスター会場（第２体育館）

R1　深成岩・火山岩とマグマプロセス
R1-P-1
飯豊山地における後期白亜紀～古第三紀深成岩類の岩石学的研
究．久保雅臣・加々島慎一
R1-P-2
三重県熊野市井内浦掘削コアによる熊野酸性火成岩類 北岩体
の物性値垂直変化．松浦浩久・金谷　弘・大熊茂雄・小泉尚嗣
R1-P-3
阿保花崗岩東部岩体の全岩化学組成とSr同位体組成．小川ひと
み・壷井基裕
R1-P-4
山口県東部，領家帯・山陽帯花崗岩の岩体区分と火成活動．山
下修平・小川敦司・大和田正明
R1-P-5
南インド西ダルワール剛塊チトラドゥルガ地域に産する花崗岩
質岩石の岩石学的特徴．福嵜秀明・亀井淳志・Satish-Kumar 
M・豊島剛志・外田智千
R1-P-6
鹿児島県南部大隅花こう岩体に含まれるジルコン結晶形態につ
いて．池田咲子・能美洋介
R1-P-7
未研磨ジルコンを用いたLA-ICP-MS U-Pb年代測定法によるマ
グマ活動履歴の評価．伊藤久敏
R1-P-8
真崎花崗岩中の同時性苦鉄質岩の産状と化学組成．柚原雅樹・
水田史也・西瑛莉子・清浦海里・寺本　慶
R1-P-9
東南極Lützow-Holm Complex, Rundvågshettaに産するminette
岩脈のSr同位体組成．宮本知治・山下勝行・岡野　修・角替敏
昭・DunkleyDaniel J.・加藤睦実
R1-P-10
オマーンオフィオライト北部のシート状岩脈群―上部斑れい岩
境界部付近に分布する斑れい岩類と超苦鉄質ブロックの岩石学
的特徴とその成因．金子　龍・足立佳子・宮下純夫
R1-P-11
オマーンオフィオライト北部・サラヒ岩体最南部地域のマント
ルセクションにおけるかんらん岩類の空間的組成変化と産状の
対応関係．藤井　悟・高澤栄一
R1-P-12
オマーンオフィオライト・フォリエイテッド斑れい岩の成因〜
粒子解析からの考察〜．及川真宏・足立佳子・野川　裕・宮下
純夫
R1-P-13
北部オマーンオフィオライトのメタモルフィックソールにおけ
る接触変成作用の特徴と含水溶融の可能性．森菜美子・高澤栄
一・野原里華子・足立佳子・高橋俊郎・宮下純夫

R1-P-14
トランスカルパチア地域における黒曜石中の苦鉄質捕獲岩．隅
田祥光・山田昌功・Sergeii Ryzhov・Vadim Stepanchuk
R1-P-15
阿武火山群，七重火山の高Srマグマティズム．角縁　進・大津
山顕司
R1-P-16
前期白亜紀関門層群安山岩類の岩石記載と化学組成．山縣宏
紀・今岡照喜
R1-P-17
奄美大島におけるカンプトナイト岩脈のK-Ar年代．藤井貴
之・今岡照喜・君波和雄・八木公史・板谷徹丸
R1-P-18
マグマ形成場の空間変化から読み解く形成直後の沈み込み帯の
３次元構造―中新世西南日本を対象として―．森里文哉・小澤
一仁

R2　岩石・鉱物・鉱床学一般
R2-P-2
岐阜県谷汲地域に産する美濃帯緑色岩の産状，地球化学的性質
及びその起源．久保田将・石渡　明
R2-P-3
超高温グラニュライト中のCa, Ti に乏しいザクロ石におけるTi 
の置換モデル．川嵜智佑・本吉洋一
R2-P-4
ジルコンのカソードルミネッセンスに及ぼすアニーリングおよ
び放射線の影響．土屋裕太・西戸裕嗣・鹿山雅裕・能美洋介
R2-P-5
レーザ段階加熱による角閃石のアルゴン拡散と閉止温度．兵藤
博信
R2-P-6
Use of Fluid Inclusions to infer Formation Conditions of Cerro 
Colorado Copper Deposit, Northern Chile．TSANG Debbie 
Pui Wai・TATTITCH Brian・WALLIS Simon
R2-P-7
秋吉台およびその周辺の白亜紀火成岩の特徴： 鉱化作用との
関連．佐々木由香・今岡照喜・中島和夫・八木公史・板谷徹丸
R2-P-8
薩摩半島南部春日金鉱床産珪化岩の石英結晶方位．山本啓司・
マティーン タッヤバ・ウル　レーマン ハフィーズ

R4　変成岩とテクトニクス
R4-P-1
四国中央部三波川変成帯・汗見川流域低変成度部の温度構造の
再検討．梅田隼人・榎並正樹・田口知樹
R4-P-2
浅部ウェッジマントル－スラブ間の相互作用の解明に向けて 
～高知県白髪山岩体を例に～．河原弘和・永冶方敬・森　宏・

Wallis Simon
R4-P-3
福岡県西部，浮嶽周辺に産する白亜紀高度変成岩中に見出され
た変閃緑岩の産状と原岩形成場．浦島遼平・大和田正明
R4-P-4
四国地方および関東地方における始新統および中新統中の結晶
片岩礫に含まれるジルコンのU-Pb年代測定．飯塚亮太・高木秀
雄・岩野英樹・石田章純・佐野有司
R4-P-5
東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボークスヘッタにおける苦
鉄質片麻岩の部分溶融過程．加々島慎一・内海理絵・川嵜智佑
R4-P-6
アンチゴライト蛇紋岩化過程におけるAl, Crの挙動．曽田祐
介・横山寛紀・森下知晃
R4-P-7
東南極セール・ロンダーネ山地，ブラットニーパネ地域におけ
るフォルステライト－スピネル岩の変成組織．石川真帆・志村
俊昭・大和田正明・亀井淳志・束田和弘・柚原雅樹
R4-P-8
西南日本の蛇紋岩メランジェ中のヒスイ輝石岩に記録された塩
水．重野未来・森　康・川本竜彦・西山忠男
R4-P-9
ポロシリオフィオライトの変斑れい岩類の温度圧力経路；角閃
石・緑泥石の形成プロセスからの検討．田中真二・宮下純夫
R4-P-10
Relationship between peak metamorphic condition and 
geological structure in the upper sequence of Hidaka 
Metamorphic Belt．中村佳博・豊島剛志・Madhusoodhan 
Satish-Kumar
R4-P-11 ★
ボヘミア山塊南部モルダニューブ帯Ktis産の泥質片麻岩に記録
された流体の進化過程．小林記之・平島崇男・廣井美邦・ス
フォイッカ マルチン
R4-P-12
木曽地域領家変成帯泥質変成岩中の含ザクロ石岩脈　猪川千
晶・本吉洋一・外田智千・堀江憲路
R4-P-13
東南極セール・ロンダーネ山地北部，ベストハウゲンに産する
Fe-Alに富むグラニュライトの変成組織．馬場壮太郎・小山内
康人・中野伸彦・外田智千・足立達朗・豊島剛志
R4-P-14
チャノッカイトの鉱物平衡モデリングからみた先カンブリア時
代の地殻進化．角替敏昭・Santosh M
R4-P-15
黒瀬川構造帯に分布する花崗岩類および変ハンレイ岩類の年代
学的特徴．小山内康人・吉本紋・中野伸彦・足立達朗・北野一
平・米村和紘・佐々木惇・土谷信高・石塚英男
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R4-P-16
20万分の１地質図幅「大分」地域に分布する変成岩・深成岩 
のU-Pb及びK-Ar年代．宮崎一博・斎藤　眞・星住英夫・利光
誠一・水野清秀・檀原　徹・岩野英樹・平田岳史
R4-P-17
三次元剛体回転シミュレーションによる形体定向配列の再現．
松村太郎次郎・増田俊明
R4-P-18 ★
付加体深部における岩石－流体相互作用：九州東部上部白亜系
四万付加体槙峰メランジュ．斎藤　翼・氏家恒太郎
R4-P-19
スリランカに産するarrestedチャーノッカイト形成に伴う局所
的な元素拡散．山﨑由貴子・池田　剛・本吉洋一・廣井美邦・
Prame Bernard
R4-P-20
四国三波川変成帯猿田川地域における鉱物帯境界の温度構造変
化．川口健太・廣瀬丈洋・星野健一
R4-P-21
インド南西部太古代後期ダールワール岩体西部，チトラドゥル
ガ地域のペニンシュラ片麻岩体・花崗岩体・結晶片岩の変形作
用．豊島剛志・Satish-Kumar M.・外田智千・片岡香子・亀井
淳志
R4-P-22
ザクロ石の拡散累帯構造から求めた東南極リュツォ・ホルム岩
体の冷却速度．池田　剛
R4-P-23
四国中央部・御荷鉾－北部秩父帯の高圧型変成作用：三波川沈
み込み帯温度構造への意味．遠藤俊祐
R4-P-24
超塩基性メランジにおける流体－岩石相互作用と浸透率変化：
野母変成岩類に見られる例．森　康・重野未来・西山忠男

R12　石油・石炭地質学と有機地球化学
R12-P-1
アラビア湾南岸地域におけるアプチアン階石油根源岩の形成要
因と海洋無酸素事変（OAE1a）との関連性．山本和幸・石橋
正敏・高柳栄子・浅原良浩・佐藤時幸・西　弘嗣・井龍康文
R12-P-2 ★
流体包有物解析から得られた上越海盆地域の炭化水素徴候―基
礎試錐「上越海丘」の掘削結果を踏まえて―．柿崎　聡・大川
直樹・山科起行・城戸麻千子・今堀誠一・佐藤大地・馬場　敬
R12-P-3
炭質物の石墨化における被熱時間スケールの制約．森　宏・
森なつみ・Wallis Simon・Annen Catherine・Westaway Rob・
Caricchi Luca・纐纈佑衣・永冶方敬
R12-P-4
インドネシア中部ジャワ州Gundihガス田における先導的CCS
研究-岩石物性測定に基づく貯留性能評価．北村圭吾・千代延

俊・山田泰広・尾西恭亮・辻　健・Sapiie Benyamin・Bahar 
Alfian・Sule Rachmat・松岡俊文・Gunawan A. Kadir Wawan

R19　環境地質
R19-P-1
放射性物質の移動挙動評価に係る森林における長期モニタリン
グ（その２）．阿部寛信・石井康雄・新里忠史・三田地勝昭・
渡辺貴善・佐々木祥人
R19-P-2
福島第一原発事故により関東地方へ降下した放射性物質の土壌
内挙動に関する検討―その２―．田中　新・宗田和希・香村一
夫
R19-P-3
山形県立小国高等学校第一学年「地域文化学」での自然科学教
育・防災教育の取り組み．川辺孝幸・土井里子・高橋　史
R19-P-4
松本市の表層地盤と「揺れやすさマップ」．小坂共栄・津金達
郎・富樫　均・古本吉倫・信州大学震動調査グループ
R19-P-5
富山県射水市放生津潟における底生有孔虫を用いた津波堆積物
の検出．矢野さおり・竹内　章
R19-P-6
鹿児島県奄美群島における津波堆積物調査（予報）．井村隆
介・後藤和彦・岩本健吾・林由佳里・緒方康弘・原田研一
R19-P-7
大阪府レッドリスト地形・地質版作成の意義と問題点．中条武
司・三田村宗樹・奥平敬元・菅森義晃
R19-P-8
土砂資料の法科学的異同識別のための画像解析による粒度分析
法の検討．杉田律子
R19-P-9
不適正処分された産業廃棄物最終処分場での地下水汚染対策
の考え方（旧民間産業廃棄物安定型最終処分場の例）．和田卓
也・川端祥浩・林　正樹・中村豊久
R19-P-10
廃棄物埋立跡地における地下水流動．荻津　達・吉田　剛・亀
山　瞬・田村嘉之
R19-P-11
千葉県習志野市東部の地質と地下水流動．吉田　剛・風岡　修

R21　地学教育・地学史
R21-P-1
改訂版　プラスチック水槽を使った褶曲モデル実験．川端清司
R21-P-2
博物館所蔵ボーリングコアを用いた学校向け貸し出し教材の開
発による地学教育支援．石井陽子
R21-P-3
博学連携による学校の石材を活用した岩石学習の授業実践．大

木淳一・佐久間亮成
R21-P-4
能力のある高校生に対して行う宇宙地球科学セミナーの実践報
告Ⅱ．川村教一・林　信太郎・上田晴彦・本谷　研
R21-P-5
環境放射線を用いた大学初年次教育．冨山慎二・加藤ともみ・
坂田　健・田中　剛

R6　ジオパーク
コアタイム13：00-14：20

会場：第１会場（111）外通路
R6-P-1
ジオサイト「館ヶ崎角岩岩脈」の追跡調査．橋本智雄・伊藤太
久・磯前沙也加・永広昌之・関　博充・佐藤悦郎・白土　豊
R6-P-2
山陰海岸ジオパークにおける磯（海岸域）の地形地質と生物多
様性．森野善広・田村友紀夫・北村格一
R6-P-3
地質情報を利用した地域振興　―茨城県北ジオパークの学術的
サポートと産官学金民連携―．小沼早織・郡山鈴夏・松久祐
子・福永智恵・林　美咲・今泉利架・遠藤史隆・北原遼太・杉
野伊吹・山本啓介・前田知行・澤畑優理恵・細井　淳・天野一
男
R6-P-4
ジオパーク構想に向けた素材としてのWeb版新岐阜県地質図
「ジオランドぎふ」の開発．棚瀬充史・小井土由光・大庭哲
哉・加納　隆・小嶋　智・笹尾英嗣・鹿野勘次・木澤慶和
R6-P-5
関東大震災の空撮と東海道線（東京-横浜）．蟹江康光・布施憲
太郎・蟹江由紀

■ 9 月14 日（日）　コアタイム 13：00-14：20　ポスター会場（第２体育館）
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T2　文化地質学
T2-P-1
鹿児島の文化地質学．中村若菜・鈴木寿志
T2-P-2
東日本を席巻した宮城県石巻産石碑石材「井内石」の地質学・
岩石学的特徴と利用状況．高橋直樹・赤司卓也

T3　グリーンタフ・ルネサンス
T3-P-1
反応－流動シミュレーションで「グリーンタフ変質」をとらえ
る試み．竹野直人

T4　砕屑性ジルコン年代学
T4-P-1
レッサーヒマラヤのKunchaナップを構成する地層の堆積年代
と形成場，およびナップ先端の地質構造．小林　航・酒井治
孝・岩野英樹・檀原　徹・平田岳史

R5　地域地質・地域層序 
R5-P-1
根田茂帯/北部北上帯境界地帯から得られたペルム紀～三畳紀
ジルコンの意義．内野隆之・大藤　茂
R5-P-2
新潟・福島県境付近に分布するペルム系とジュラ系．野田　
篤・壷井基裕・栗原敏之・内野隆之
R5-P-3
５万分の１地質図幅「高萩及び大津」地域の地質．高橋　浩・
柳沢幸夫・安藤寿男
R5-P-4
茨城県北西部に分布する中新世堆積盆の堆積相と変遷．星加夢
輝
R5-P-5
関東山地東部，秩父市浦山地域の秩父累帯（その３）．加藤　
潔
R5-P-6
佐渡島基盤岩類のジルコン年代学からみた地体構造対比．早坂
康隆・木村光佑・勝部亜矢
R5-P-7
松本盆地南東縁において見出された低角断層．安藤佳凜・千葉
春奈・山岸由佳・大塚　勉
R5-P-8
愛知県東部，北設亜層群の堆積相解析による堆積環境復元．鈴
木あゆ美・竹内　誠
R5-P-9
岐阜県東部に分布する濃飛流紋岩の残留磁化獲得時期に関する
予察的結果．酒向和希・星　博幸
R5-P-10
兵庫県但東地域の珪質堆積物から産出した ペルム紀古世放散

虫化石．菅森義晃
R5-P-11
兵庫県加西市に分布する龍野層群（舞鶴帯）から産出したペル
ム紀放散虫化石．竹村静夫・竹村厚司・弓岡玉緒
R5-P-12
兵庫県姫路市，家島諸島の地質：丹波帯及び後期白亜紀火成岩
類について．佐藤大介
R5-P-13
紀伊半島の四万十帯，丹生ノ川層から産出した放散虫化石．山
本俊哉・別所孝範・谷口純造
R5-P-14
成羽層群の砕屑性ジルコン年代分布と時代論．高地吉一・小原
北士・大藤　茂・山本鋼志
R5-P-15
秋吉帯の錦層群から産出したマンガン炭酸塩団塊とペルム紀放
散虫化石．中川孝典・脇田浩二
R5-P-16
鹿児島県種子島北部に分布する熊毛層群西之表層の地質と年
代．菊川照英・小竹信宏・亀尾浩司
R5-P-17 ★
沖縄島北部先新第三系基盤岩類における層序区分の再検討とそ
の付加―変成過程．中江　訓
R5-P-18
中新世～鮮新世の琉球列島‘泥海（島尻層群）’における 石灰
質ナンノ化石に基づく年代層序学的・古海洋学的復元．今井　
遼・佐藤時幸・井龍康文
R5-P-19
琉球列島多良間島に分布する琉球層群の層序および年代．大関
　萌・今井　遼・高柳栄子・井龍康文
R5-P-20
タイ国北部，Lampang北方に分布する下部ペルム系Kiu Lom層
の有孔虫群集と堆積環境．宮東　照・上野勝美・Charoentitirat 
Thasinee・鎌田祥仁
R5-P-21
オマーンオフィオライトWadi Hilti地域における遠洋性堆積物
の層序と放散虫年代．安喰由実・原　康祐・栗原敏之
R5-P-22
オマーンオフィオライトWadi Jizzi地域のザビアト層から産出
した後期白亜紀放散虫化石．栗原敏之・原　康祐・林　里奈・
安喰由実

R7　地域間層序対比と年代層序スケール 
R7-P-1
房総半島南端地域の千倉層群布良層・南朝夷層に認定される 
上部鮮新統－下部更新統石灰質ナノ化石基準面．亀尾浩司・岡
田　誠
R7-P-2
北東太平洋アラスカ湾における新生代珪藻生層序年代の更新 

（ODP Site 887）．福村朱美・須藤　斎

R10　炭酸塩岩の起源と地球環境
R10-P-1
室戸半島四万十帯に分布するノジュールの産状と内部構造．山
本亮太・乾　睦子・柴田伊廣
R10-P-2
和泉層群中から産出するドーソナイトの炭素・酸素安定同位体
組成．清家一馬・木村由莉
R10-P-3
ブラジル国バーイア州中央部に発達する“エディアカラ系スロ
ンボライト”の海綿動物的特徴．狩野彰宏
R10-P-4
スマトラ島北部Sipoholon温泉水の生成過程とトラバーチン表
面に分布する微生物相の流路変化．髙島千鶴・平野未沙・奥村
知世・狩野彰宏
R10-P-5 ★
クロロフレクサスと硫黄酸化細菌が形成する温泉成ストロマト
ライト．奥村知世・高島千鶴・平野未沙・狩野彰宏
R10-P-6
三重県中部の過去1万4千年間の石筍酸素同位体プロファイル．
森　大器・狩野彰宏・曽根知美・柏木健司

R11　堆積相・堆積過程
R11-P-1 ★
画像を用いた年縞/イベント堆積物の自動認定の試み．佐々木
華・石原与四郎
R11-P-2
重回帰分析を用いて河川礫の堆積地点を推定する試み．後藤道
治・畝田道雄・今村友貴・増渕佳子
R11-P-3
数値シミュレーションによる砂丘形態の変形．勝木厚成
R11-P-4
河川や海底にできる砂床形群配列の規則性．坂本隆彦
R11-P-5
高精度粒子ファブリックマップが示す塊状タービダイト砂層の
内部成層構造．下梶秀則・宮田雄一郎
R11-P-6
タービダイトサクセッションの「堆積相」区分：坑井ログデー
タからの解析の試み．石原与四郎・佐々木華・高野　修
R11-P-7
IODPニュージーランド沖掘削U1352Bコアを用いた更新世シー
ケンス境界における岩相変化と海水準の関係性．竹内時実・市
瀬絵里・小林由季・保柳康一
R11-P-8
宮崎県南部油津湾沿岸に分布する宮崎層群基底部（中期中新
世）の寒冷化を示す堆積相について．後藤繁俊
R11-P-9
前進する陸棚縁辺のシーケンス層序：北部フォッサマグナ中新
統小川層の例．関めぐみ・保柳康一

■９月 15 日（月）　コアタイム 13：00-14：20　第２体育館
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日本地質学会第121年学術大会（2014鹿児島大会）講演プログラム（口頭）

※講演番号は，シンポジウム（S），トピックセッション（T），レギュラーセッション（R）のそれぞれに，ポスター（P）/ 口頭（O）の記号と各セッション内での通し番号を付与しています． 
※講演要旨とプログラムとで発表題目や著者氏名が異なっている場合，講演要旨を正しいものとします．
※注意書きの説明：太字氏名：代表発表者．　★印：ハイライト（本誌 p.（11）を参照）．（招待）：招待講演．　　（招待：国際）：国際交流による海外関係学協会からの招待講演．

■９月 15 日（月）　コアタイム 13：00-14：20　第２体育館

R11-P-10
長野県北部込地向斜，高府向斜に分布する中新・鮮新統の堆積
システム．滝川雅大・保柳康一
R11-P-11 ★
千曲川沿い長野県塩崎遺跡群における環境変遷と歴史時代二大
洪水の堆積様式．市川由依・保柳康一
R11-P-12 ★
中新統三崎層群竜串層にみられる浅海性津波堆積物とその堆積
過程．今井　悟・奈良正和
R11-P-13
北海道南西部奥尻島で認められた津波堆積物．加瀬善洋・林　
圭一・仁科健二・川上源太郎・輿水健一・髙清水康博・嵯峨山
積・渡邊達也・高橋　良・廣瀬　亘・大津　直・石丸　聡・深
見浩司・田近　淳
R11-P-14
駿河湾から採取された地震性堆積物及び洪水堆積物．西田尚
央・池原　研
R11-P-15
インドネシア東ジャワの離島沿岸に出現した新島群の堆積学的
形成要因．八木正彦・有坂春彦・上田恭裕

R15　テクトニクス
R15-P-1
北海道日高変成帯南端部上歌別川地域における変成岩類・トー
ナル岩に関する構造地質学的研究．櫻井宏信・豊島剛志
R15-P-2
房総半島富津市相川地域における下部鮮新統安野層のNEバー
ジェンス短縮．古角晃洋・佐藤活志・山路　敦
R15-P-3
関東山地三波川帯長瀞地域における石英脈の三次元方位と方解
石の変形双晶を用いた古応力場解析．高田亞以子・金井拓人・
高木秀雄
R15-P-4
足助剪断帯のシュードタキライトに発達するアミグデールを充
填する方解石の変形双晶を用いた古応力解析．金井拓人・高木
秀雄
R15-P-5
屏風山断層の断層岩解析, および赤河断層との切断関係．香取
拓馬・小林健太
R15-P-6
愛媛県東部岡村断層の地質構造と先第四紀の運動像の検討．窪
田安打・竹下　徹
R15-P-7
地殻変動・地震活動からみた北部フォッサマグナ地域の地体構
造．今井雄輝・竹内　章
R15-P-8 ★
福島県浜通り地域の二ツ箭断層・井戸沢断層における地中レー
ダー探査．木村治夫・堤　浩之・東丸直頌・石村大輔

R15-P-9
八代海における横ずれ断層に伴う表層堆積物の変形構造．八木
雅俊・坂本　泉・平山亮介・根元謙次・藤巻三樹雄
R15-P-10
与論島の活断層と地下構造．北村有迅
R15-P-11
個別要素法（DEM）を用いた岩石破壊の発展過程の数値シ
ミュレーション．荒木優里・奥平敬元

R20　応用地質学一般および 
ノンテクトニック構造

R20-P-1
風化作用による体積膨張、Tiの移動―東通原子力発電所の 
例―．中田英二・三和　公・鳥越祐司・中満隆博・千木良雅弘
R20-P-2
断層の最新活動面を対象とした表面構造観察と鉱物分析．田中
姿郎・蒲池孝夫・相山光太郎
R20-P-3
岐阜福井県境，冠山峠東方の山上凹地の地質構造．岩本直也・
小嶋　智・丹羽良太・服部克己・金田平太郎・山崎智寛・小村
慶太朗・大谷具幸
R20-P-4
五ヶ山ダム原石山における3種ハンマーを用いた岩盤判定．大
河内誠・冨森　淳・西　智宏
R20-P-5
交流二極法による比抵抗測定に関する検討実験．畠田健太朗・
林　為人・廣瀬丈洋・谷川　亘・濱田洋平・多田井修
R20-P-6
沿岸イベント層の分布標高データから判断する想定津波波高の
妥当性．仁科健二・川上源太郎・廣瀬　亘・渡邊達也・加瀬善
洋・石丸　聡・大津　直・鈴木隆広・田村　慎・輿水健一・高
橋　良・田近　淳
R20-P-7
５万分の１地質図幅GISデータの整備と地すべり地域における
活用．川畑大作

R22　第四紀地質
R22-P-1
秋田・青森地域の石灰質および鉄質温泉沈殿物中の天然放射性
核種と放射能濃度．西川　治・高島　勲
R22-P-2 ★
過去約５万年間の琵琶湖湖水位変動史―（概報）―．井内美
郎・山田和芳・里口保文・芳賀裕樹・林 竜馬
R22-P-3
古カトマンズ湖の北部・中央部・南部の微化石組成の分析に基
づく，インドモンスーンと環境変遷史の再検討．瀬戸口怜子・
杉本美沙・藤井理恵・酒井治孝

R22-P-4 ★
日中韓三国の湖沼底質中に含まれる球状炭化粒子の分析に基づ
いた越境大気汚染履歴の検討．橋本真樹・村井辰太朗・吉野友
美・佐藤亮介・北瀬晶子・森脇　洋・山崎秀夫・香村一夫
R22-P-5
東京湾底質に含まれる球状炭化粒子および重金属を用いた環境
汚染履歴の解明．古谷祥悟・東もえこ・香村一夫・山崎秀夫
R22-P-6
“弥生の小海退”の規模と期間：利根川低地の沖積層における
検討．田辺　晋・堀　和明・中島　礼
R22-P-7
海成粘土層に挟まれるテフラの層準が場所によって異なること
の意味．牧野内　猛
R22-P-8
八ヶ岳連峰東麓に分布する火山灰土壌の水浄化資材としての基
礎的検討―とくに重金属吸着特性に関して―．新井達之・太田
萌美・栗原正憲・香村一夫
R22-P-9
活断層ガウジのUV-TL法を用いた熱履歴解析．三浦知督・鴈澤
好博・長谷部徳子
R22-P-10 ★
阿寺断層帯中部における後期更新世以降の断層運動―中津川市
加子母二渡地区トレンチ調査―．廣内大助・安江健一・道家涼
介・佐藤善輝・杉戸信彦・松多信尚
R22-P-11
活断層露頭における黒色土の放射性炭素年代の深度分布による
イベント認定の試み．安江健一・廣内大助・松原章浩・國分陽
子

R23　地球史
R23-P-1
南西ガーナBirimianグリーンストーン帯Kumasi層群からLA-
ICP-MSにより得られた砕屑性ジルコン年代．吉丸　慧・清川
昌一・伊藤　孝・堤　之恭・Nyame Frank K・Tete George M
R23-P-2
原生代中期（17から14億年前）の海洋の酸化還元状態と微生物
活動の解明．吉屋一美・澤木佑介・西澤　学・小宮　剛・平田
岳史・丸山茂徳
R23-P-3
南インドダールワールクラトンチトラドルガシストベルトにお
ける縞状鉄鉱層中のNd同位体を用いた地球化学的研究．鯉沼
健太郎・Satish-KumarM.・三島　郁・上野雄一郎・外田智千
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日程： 9 月13日（土）〜15日（月・祝）
　　　 9 月13日（土）　13：00〜17：00
　　　 9 月14日（日）　 9 ：30〜17：00
　　　 9 月15日（月・祝）　 9 ：30〜16：00
会場：鹿児島市中央公民館
　　　入場無料．
主催：�産業技術総合研究所地質調査総合センター・一般社団

法人日本地質学会
共催：�桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会・鹿児島大学博物

館
後援：�鹿児島県・鹿児島県教育委員会・鹿児島市・鹿児島市

教育委員会・NHK鹿児島放送局・南日本新聞社・エ
フエム鹿児島・全国地質調査業協会連合会・日本ジオ
パークネットワーク・霧島ジオパーク推進連絡協議会

内容：�地質調査総合センターが有する各種地質情報から，鹿
児島県及び周辺の地質現象や地震・火山・地盤災害の
起こるしくみについて展示パネルでの解説を行いま
す．また，小さなお子さんにも楽しく地学を学んでも
らうために化石レプリカなどの体験学習コーナーを用
意します．

展示テ�ーマ：鹿児島の地質・地質災害・活火山・金鉱床，地
震と津波，再生可能エネルギー，ジオパークほか．

体験コ�ーナー：液状化実験，化石レプリカ作り，石割り体
験，火山噴火実験ほか．

地質学会関連の展示：
・第 5 回惑星地球フォトコンテスト入選作品展示
・�地学オリンピックへおじゃったもんせ！：地学オリンピッ

クは地球科学に興味・関心のある子どもたちを応援してい
ます．中学生・高校生の皆さん，第7回日本地学オリン
ピックへ参加してみませんか？また，2016年に三重県で開
催予定の第10回国際地学オリンピックへのご協力もお待ち
しております．詳しい情報は展示ブースにて．

問合せ先：産業技術総合研究所地質調査総合センター
　https://�www.gsj.jp/event/2014fy-event/kagoshima2014/

index.html
　渡辺真人・川邉禎久　TEL：029-861-3687
　e-mail：johoten2014jimu-ml@aist.go.jp

■　関　連　行　事　■

地質情報展 2014 かごしま
「火山がおりなす自然の恵み」

　日本地質学会地学教育委員会では，年会の開催に合わせ
て，地学教育の普及と振興を図ることを目的に，学校等にお
ける地学研究を紹介する「地学研究」発表会をおこなってい
ます．鹿児島大会でも，小・中・高等学校の地学クラブの活
動，および授業の中で児童・生徒が行った研究，学校外の研
究会において児童・生徒が中心に行った研究などが発表され
ます．鹿児島県内，また九州地方，さらには全国の児童・生
徒の来場をお待ちしています．会場は研究者も発表するポス
ター会場内に，特設コーナーを用意いたします．同時並行で
研究者の発表も行われますので，児童・生徒同士のみなら
ず，研究者との交流もできます．この会を通じて生徒，研究
者，市民の交流が進み，地質学，地球科学への理解が深まっ
て，未来を担う小さな地球科学者たちの学習意欲への良い刺
激と励みになることを願っております．

日時　2014年９月14日（日）9：00～15：30
場所　�鹿児島大会ポスター会場（第２体育館）

参加予定校（７月25日現在，11校14件）
・鹿児島玉龍高等学校サイエンス部天文班
・鹿児島県立鶴丸高等学校地学部
・鹿児島県立錦江湾高等学校理数科３年地学班
・鹿児島県立国分高等学校理数科課題研究地学班
・兵庫県立加古川東高等学校地学部（２件）
・兵庫県立西脇高等学校地学部（２件）
・山梨県立日川高等学校（２件）
・東京学芸大学附属高等学校
・早稲田大学高等学院理科部地学班
・群馬県立太田女子高校地学部
・北海道札幌あすかぜ高等学校自然科学部地学班

問い合わせ先：
日本地質学会地学教育委員会（担当　三次）
〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル６F
TEL：03-5823-1150　FAX：03-5823-1156
e-mail：main@geosociety.jp

小さな Earth Scientist のつどい～第 12 回
小，中，高校生徒「地学研究」発表会～
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日時：2014年９月13日（土）14：30～16：00
　　　※開場は14：00より
【入場無料・事前申込不要】
会場：鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館111教室
講師：小林哲夫（鹿児島大学大学院理工学研究科・教授）

概要：鹿児島県では，桜島と諏訪之瀬島の２つの火山が，現
在もっとも活発に火山活動を続けています．しかし100～200
年ほど前には，現在よりもはるかに大規模な噴火が発生しま
した．桜島ではちょうど100年前の大正噴火（1914年），諏訪
之瀬島ではほぼ200年前の文化噴火（1813年）です．この両
火山については，長年の調査・研究成果をもとに，2013年に
火山地質図が公表されました．講師は九州地域の火山の研究
を長年続けており，この２つの火山地質図の作成にも関与し
ています．今回は桜島と諏訪之瀬島という２つの火山で発生
した大噴火に焦点をあて，噴火の推移と災害の実態につい
て，平易かつ詳しく解説します．あわせて，鹿児島における
火山災害軽減への取り組みについても紹介する予定です．

詳しくは，http ://www.geosoc ie ty . jp/kagosh ima/
content0013.html

市民講演会
「桜島と諏訪之瀬島の大噴火と火山災害」

日時：2014年９月15日（月）９：00〜12：30（開場8：30）
【入場無料・事前申込不要】
会場：鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟1号館111教室
日本古生物学会 共催

　近年，九州からは古第三紀の哺乳類や白亜紀の恐竜化石が
多く発見され，九州のみならず全国的にも注目をあびている
が，白亜紀から新第三紀前半の九州を中心とする西南日本が
ユーラシア大陸の一部であった時代における陸上生物相の変
遷や，当時の九州の古地理的な位置づけについては十分な研
究が行われているとはいいがたい．
　そこで，本シンポジウムでは，九州を中心にした西南日本
における白亜紀の恐竜化石，白亜紀〜新第三紀前半の爬虫類
化石（カメ），古第三紀哺乳類化石（初期有蹄類），新第三紀
哺乳類化石（ゾウなど），白亜紀の花粉化石，古第三紀大型
植物化石などからみた陸上生物相や古気候の変遷と，この時
代を通じた地質環境の発達史について，日本各地から集まっ
た気鋭の研究者８名に最新の研究成果を講演していただき，
議論する．また，ユーラシア大陸の生物相との比較から九州
を中心とした西南日本の古生物地理的な位置づけについて総
括的な議論を行いたい．

講演内容
・�對比地孝亘（東京大学）・小松俊文（熊本大学）鹿児島県

下甑島上部白亜系産出の恐竜化石　
・�池上直樹（御船町恐竜博物館）御船層群上部層の陸生脊椎

動物化石
・�平山　廉（早稲田大学）九州の白亜紀から新第三紀初頭の

（次頁へつづく）

一般社団法人日本地質学会一般公開行事実施の際の警報等発令時及び地震発生時の対応指針

� 2014年７月28日

　本指針は，日本地質学会のもとに行われる一般公開行事に適用する．
１．行事実施地域に特別警報または暴風警報（以下警報等という）が発令された場合．
（１）一般公開行事開始予定時刻3時間前の時点で，警報等が発令されている場合は，一般公開行事を中止とする．
（２）一般公開行事実施中に警報等が発令された場合は，速やかに行事を中止する． 
（３）�一般公開行事の中止の告知は，地質学会ホームページにて行う．またあらかじめ公表した行事に関する問い合わ

せ先の電話によって対応を行う．

２．地震が発生した場合．
（１）�一般公開行事の最中に地震が発生した場合は，地震の規模や周辺状況を冷静に判断し，第一に参加者の身の安全

確保に務める．避難が必要な場合は，揺れがおさまったら，安全な場所に避難誘導する．
（２）会場および周辺に被害が発生し，一般公開行事の続行が困難な場合は中止とする．
（３）一般公開行事開始予定時刻前に地震が発生し，一般公開行事の実施が困難な場合は中止とする．
（４）�一般公開行事の中止の告知は，地質学会ホームページにて行う．またあらかじめ公表した行事に関する問い合わ

せ先の電話によって対応を行う．

一般公開シンポジウム
「九州が大陸だった頃の生物と環境」
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　本年も，「若手会員のための業界研究サポート」を開催い
たします．本行事は，地質系企業に興味のある学生・大学院
生および指導にあたっている教員の方々を対象とし，地質系
企業の現状や求める人材について語り合う交流会を目的とし
ています．
　東日本大震災以降，国土強靱化の施策のもとに“防災・減
災”と“インフラの維持管理”が重要なキーワードとなって
おります．この社会的要請に対して地質技術者が不足してお
り，その人材確保に企業の皆様も苦労されていると思いま
す．また，今後の日本のエネルギー政策として“地熱”・
“地下資源”の開発が改めて注目を集めています．実際に企
業で活躍されている地質技術者と語り合い，大学で学んだ地
質学が企業でどのように生かされているのか，学生・大学院
生および教員の方々が，企業の生の声を聴くことができるよ
うな場を提供したいと考えています．つきましては，ぜひご
参加いただきますようご案内をいたします．

日程　�2014年９月14日（日）14：30〜18：00（＊時間帯は若
干変更になる場合があります）

場所　�鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館132，133
主催　一般社団法人日本地質学会
内容　�主催者等　挨拶・紹介，参加各社による数分のプレゼ

ンテーション．
　　　�参加各社の個別説明会（パネル，配布資料等をご用意

ください）．
対象　�鹿児島大会に参加する学生･院生および大学教員等の

会員
　　　鹿児島大学等の学生･院生および教員等

出展予定企業（敬称略．８月８日現在）
（株）地圏総合コンサルタント
日本オイルエンジニアリング㈱

若手会員のための業界研究サポート

八州開発（株）
川崎地質（株）
中央開発（株）
石油資源開発（株）
応用地貿（株）
住友金属鉱山（株）
（株）建設技術研究所
（株）エイト日本技術開発

問い合わせ先：
日本地質学会　担当理事　緒方信一/事務局　堀内昭子
　電話：03-5823-1150　FAX：03-5823-1156
　e-mail: main@geosociety.jp

カメ類化石
・�宮田和周（福井県立恐竜博物館）九州の古第三紀大型陸生

哺乳類化石
・�三枝春生（兵庫県立大学・兵庫県立人と自然の博物館）九

州およびその周辺地域の新第三紀の長鼻類およびその他哺
乳類

・�矢部　淳（国立科学博物館）大型植物化石からみた始新世
〜漸新世の陸上植生と気候

・�ルグラン　ジュリアン（中央大学）・矢部　淳（国立科学
博物館）・宮田和周（福井県立恐竜博物館）・西田治文
（中央大学・東京大学）中生代の花粉化石からみた日本の
植生と古環境

・�斎藤　眞（産業技術総合研究所）九州の地質構造発達史，
特に白亜紀〜古第三紀の付加体と正常堆積物の時代と分布
に注目して

世話人：仲谷英夫（鹿児島大学）

昨年　仙台大会での様子

　日本地質学会第121年学術大会（2014鹿児島）開催に合
わせて，鹿児島県立博物館本館の1階企画展示室で，以下
の展示会（いずれも無料）が行われますので，あわせてお
知らせいたします．

◆鹿児島大学総合研究博物館
第14回特別展「現代によみがえる生き物たち　―種子島に
ゾウがいた頃―」
期間：９月４日（木）～９月15日（月）

◆鹿児島県立博物館
平成26年度企画展「かごしまに生きた古生物たち」
期間：７月26日（土）～９月15日（月）
＜鹿児島県立博物館へのアクセス＞
市電「天文館通り」電停から徒歩約7分
市バス「天文館」または「金生町」バス停から徒歩約７分

Information
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一般社団法人日本地質学会臨時総会開催について

臨時総会を下記の次第により開催いたします．

2014年８月10日

一般社団法人日本地質学会　会長　井龍康文

2014年 9月13日（土） 14：30～14：45
会場　鹿児島大学郡元キャンパス　共通教育棟2号館215室

（鹿児島市郡元1丁目21番24号）

総会議事次第
１．議長選出
２．開会
３．議案

・理事の辞任による後任理事の選任
４．閉会

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります．代議員には，総会開催通知とともに総会

に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第１項にもとづき，議決権行使書お

よび議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条３項により，許可のない発言はできません．

開催通知

表紙紹介

① コース１：球磨川「槍倒しの瀬」に露出する三宝山帯の上部三畳系石灰岩

② コース２：上甑島北側の海岸（写真提供：山本啓司）

③ コース３：宮崎層群青島層の連続性の良いタービダイトサクセッション

④ コース４：桜島火山雷（第５回惑星地球フォトコンテスト入選作品より）

⑤ コース５：黒瀬川構造帯・坪木の鼻海岸の高温変成岩露頭

⑥ コース６：屋久島永田浜付近の花崗岩露頭

⑦ コース７：（A）波状～低角度に斜交成層した吉田貝層，（B）吉田貝層中の貝殻片，安山

岩・デイサイト角礫と軽石火山礫の接写（鹿児島市西佐多町西中）．

⑧ コース８：新燃岳；2011年１月26日16時22分頃の準プリニー式噴火の様子

⑨ 国際シンポジウム「津波ハザードとリスク」関連巡検：前期更新世海底地すべり堆積物（千

葉県南房総市白浜）．

注）出典明記のないものは，鹿児島大会巡検案内書より転載いたしました．

第121年学術大会（2014鹿児島大会）各巡検コースより

2014年９月13日（土）～15日（月・祝）日本地質学会第121年学術大会（鹿児島大会）　プログラム

①⑧

⑥

⑦

②

⑨

⑤④

③
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この大会では，ジオパークや山岳に関心を

お持ちの方々や周辺地域の皆さんが，南アル

プスジオパークを舞台に，ジオパークや山岳

が持つ魅力をともに考え，楽しみ，そして発

信することを目指しています．

講演会や分科会などのシンポジウム，多彩

なジオツアー，体験イベントに加え，ジオ

パークキャラクター等の練り歩きや飲食・物

販ブース出店など大会にあわせた催しを予定

しています．

日程：2014年９月27日（土）～30日（火）

会場：

27日：長野県伊那文化会館及びその周辺

28日：伊那市生涯学習センター「いなっせ」

及びその周辺

27日（土）シンポジウム

基調講演「山と冒険～南アルプスから地図の

ない世界へ～」

講師：角幡唯介氏（ノンフィクション作家・

探検家）

28日（日）シンポジウム

・分科会（A～F）

・トークセッション

・パネルディスカッション

・バーチャルジオパーク

・ 閉会セレモニー

29日（月）ジオツアー

（富士見町，伊那市，大鹿村，飯田市におけ

るコース）：入笠山，ジオライン，中央構造

線，遠山郷，その他

30日（火）オプショナルジオツアー

（仙丈ケ岳登山，笹山ハイキング，御池山・

下栗の里ハイキングなど）

参加申し込みは，大会WEBサイトより

http://minamialps-mtl-geo.jp/pr/

第５回日本ジオパーク全国大会日本ジオパー

ク南アルプス大会大会事務局

●伊那市世界自然遺産登録推進室

〒396-8617 伊那市下新田3050番地

TEL：0265-96-8147

●伊那市創造館

〒396-0025 伊那市荒井3520番地

TEL：0265-72-6220

第5回日本ジオパーク全国大会
（南アルプス大会）

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

応募書類送付に際しては，封筒表面に「学

術資源研究公開センター教員公募（助教）書

類在中」と朱書きし，簡易書留郵便にするこ

と．応募書類は原則返却いたしません．また，

審査において面接を行う場合，交通費は応募

者の負担とします．

問い合わせ先：

東北大学学術資源研究公開センター（総合

学術博物館）

助教選考委員会　委員長　西　弘嗣

Tel：022-795-6612，Fax：022-795-6634

e-mail：hnishi@m.tohoku.ac.jp

公募結果

静岡大学大学院理学研究科地球科学専攻

准教授公募

佐藤慎一（2014年８月１日着任）

募集人員：助教　１名

所　　属：学術資源研究公開センター（総合

学術博物館）

募集分野：学術資源研究公開センターおよび

その業務組織である総合学術博物館の運営お

よび業務を中心となって担い，東北大学が所

蔵する学術資料標本全般の保管・活用および

それらに関する社会貢献活動を積極的に行う

とともに，地質学・古生物学分野の研究教育

に従事する．また，理学研究科地学専攻の自

然史科学講座（協力講座）を担当し，学部・

大学院の研究教育にあたる．

担当科目：理学研究科・理学部，全学教育に

おける地質学，古生物学，地史学，博物館学，

博物館学実習，環境科学関係の講義・演習・

実習等．

応募資格：博士の学位を有する者

着任時期：平成27年４月１日

提出書類

１．履歴書（写真貼付，連絡先明記のこと）

２．研究業績リスト

（1）論文，著書（査読の有無を記すこと）

（2）学術発表（招待講演を含む）

（3）その他（留学，受賞，学会活動歴，

外部資金獲得実績など）

３．主要論文３編の別刷り各1部（コピー可）

４．これまでの教育・研究実績の概要（2000

字程度）

５．着任後の教育・研究に関する抱負（2000

字程度）

６．博物館等の運営に関連した実績，着任後

の抱負（2000字程度）

７．照会可能者２名の氏名と連絡先

応募締切日　平成26年９月23日（火）必着

書類送付先

〒980-8578 仙台市青葉区荒巻字青葉６-３

東北大学学術資源研究公開センター（総合

学術博物館）事務室　宛

東北大学学術資源研究
公開センター（総合学術博物館）

教員公募

教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募
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紹　介

The History of Micro-
Expanding Earth
地球の歴史

─地球微膨張説による─

星野通平　著

イー・ジー・サービス，2014年６月30日

英語版/日本語版同時出版，A５判上製，

234頁/217頁，ISBN 978-4-9903950-5-6/-4-

9．定価（税・送料込）英語版5,000円/日

本語版4,000円

地球の歴史を再現することは地質学の最大

の目的の１つであり，地質学を志す者の夢の

でもある．夢の実現には，すくなくとも地球

という巨大な天体の46億年間の地質記録に通

じておく必要があり，自らの独創的な仮説や

一貫した論理体系も不可欠であろう．

日本人の手による地球史としては，戦後に，

井尻正二・湊　正雄『地球の歴史（1957）』，

牛来正夫『火成作用（1973）』，小嶋　稔『地

球史（1979）』，舟橋三男『地球の成立―その

地質発達史―（1995）』，丸山茂徳・磯崎行雄

『生命と地球の歴史（1998）』，平　朝彦『地

球史の探求（2007）』，堀越　叡『地殻進化学

（2010）』などが知られている．

このたび新しく上梓された地球史では，

「地球半径の微膨張が，様ざまな地質現象と

古生物の歴史に重要な影響をあたえた根本原

因である」（‘まえがき’より）とされている．

日本語版の目次は次のとおりである（英語

版では，第Ⅴ章など，一部詳述）.

まえがき

Ⅰ．地球の起源

積し，海水準が段階的に上昇した．（下図）

■ 玄武岩時代（中－新生代）：厖大な玄武

岩マグマが大陸地殻に断続的に迸入して陸地

を隆起させ，一部は溢流玄武岩となった．海

洋域にも迸入・溢流し，海水準を押し上げた．

前ステージ以降の段階的な海水準上昇の結

果，各時代の台地面は汎世界的斉一深度（－

２km，－６km，－11kmなど（下図））に沈

水・埋没した．その証左が，世界の海洋底で

発見された多数の大陸性岩石や蒸発岩，海洋

底と巨大堆積盆地に埋没した準平原面，など

である．

本書で復元された地球の歴史は，地質学に

２つの新しい概念を提起している．

第１は，absolute eustasyとでも呼ぶべ

き概念である．一般に，ユースタシーの要因

は海盆と海水の容積バランスに求められる．

それとは別に，著者は，固体地球表面の全般

的昇降に起因するユースタシーの存在を具体

的に示した．

第２に，固体地球表面の全般的昇降は，地

球の膨縮にほかならない．著者は，kmオー

ダーの高度差をもつ汎世界的海水準指標を見

いだし，それらを編年することによって地球

の膨縮史を解明しうることを，地質学史上初

めて提唱した．一般に，地球の大きさは誕生

後ほぼ不変とみなされてきたが，変化をとら

える術がなかったのが実情であろう．

読後感として，地球を形成した２種類の石

質隕石が地表では少数しか発見されない理

由，地球熱源としての衝突熱や重力分化熱の

評価，コアの形成プロセスなど，地球発達の

初期段階についての著者の思索に，さらなる

興味を抱いた．次著では，地球の起源を主題

とする論考が待望される．

海洋底の地質の実態が明らかになりつつあ

る今日，地質学にふたたび大きな転機が訪れ

ようとしている．卒寿を超えた著者の，凛と

した地球史への挑戦は，21世紀における地質

学の発展に新たな視点を提示するものであ

り，一読をお薦めしたい．

［問合せ先］〒005-0861 札幌市南区真駒内

138-86 イー・ジー・サービス．

TEL  090-7054-8024／FAX  011-583-5457，

E-mail sato@egs.co.jp［出版記念割引価格

あり］．

（矢野孝雄）

１．熱雲の集積と２種類の隕石，２．カン

ラン岩と玄武岩，３．地球発達の駆動力

Ⅱ．海水の構造地質学的諸問題

１．海水の起源，２．海水の組成，３．基

準面，４．ユースタシー，５．海進・海退，

６．不整合

Ⅲ．花崗岩時代

１．上部大陸地殻の形成，２．花崗岩時代

の構造特性

Ⅳ．漸移時代

１．台地［1.1 台地の隆起，1.2 残留盆地

（台地），1.3 台地の蓋層］，２．地向斜・造

山［2.1 地向斜盆の「沈降」，2.2 地向斜盆

のモホ面深度，2.3 リフト谷，2.4 オラー

コジン，2.5 海嶺・海山列，2.6 オフィオ

ライト］

Ⅴ．玄武岩時代

１．玄武岩時代とは，２．溢流玄武岩

［2.1溢流玄武岩の分布，2.2 大洋底玄武岩

の岩石学］，３．玄武岩時代の花崗岩，４．

ネオテクトニクス期の地殻隆起運動，５．

海溝［5.1 分布と地形，5.2 海溝の堆積層，

5.3 海溝の基盤岩，5.4 縁辺海膨，5.5 海溝

と地震，5.6 海溝の成因］，６．玄武岩時代

の海水準上昇［6.1 地殻の隆起と海水準上

昇の同時性，6.2 大陸斜面の沈水，6.3 陸橋］

Ⅵ．結 語

本書の地球史は，次のように要約される．

■ 地球の起源：著者は，ユークライトが原

始地球の内側部分を，エンスタタイトコンド

ライトが表層部を形成したとする不均質集積

説をとる．

■ 花崗岩時代（始生代）：短寿命放射性元

素の壊変熱の影響で表層部が分化して，薄い

原始地殻が形成された．地殻は全般に変動状

態にあり，苦鉄質－超苦鉄質火山岩類とそれ

に貫入する塩基性花崗岩類でできていた．当

時の海水準は，現在のモホ面の最大深度に準

じて－70kmに想定され，初生水の増加にと

もなって上昇した．（下図）

■ 漸移時代（原生代～古生代）：地球上の花

崗岩類の大半が形成された前ステージと，長

寿命放射性元素の壊変熱にともなう玄武岩質

マグマに主導された次ステージとの移行段階

である．層状火成岩体の迸入に起因する５回

の隆起によって陸地が生まれ，そのたびに大

起伏地形が準平原化され，台地が形成された．

大量の陸源砕屑物が台地間の地向斜海盆を埋

Schematic diagram for the micro-expanding Earth and“absolute”eustasy
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４．調査観測結果の流通・公開体制」の項でデータの流通・公
開の必要性が何度も出てきますが，組織ごとの体制強化を
述べるのみで，なんら具体的な新たな提案が示されていま
せん．専門家の科学成果を現場の防災担当者が生かす仕組
みを作るため，防災担当者が利用可能であり，かつ専門家
でなくとも理解できるよう平易に書かれた統合データベー
スの構築が必要であることは明白であり，そのためのアク
ション提案があるべきと指摘されます．

なお，日本地質学会は東日本大震災後に，２つの提言
（http://www.geosociety.jp/hazard/content0051.htmlおよび
http://www.geosociety.jp/hazard/content0059.html）を発表
しておりますので，御参照下さい．

以上の意見が計画案の改善に役立ちましたら幸甚です．

「地震に関する総合的な調査観測計画について

～東日本大震災を踏まえて～　案」に対する

日本地質学会の意見提出

2014年７月16日

政府地震調査研究推進本部（地震本部）では，東日本大震災
を踏まえ，今後の地震の調査観測の在り方を示す計画を策定し
ており，地震本部の調査観測計画部会においてその計画案が取
りまとめられました．

この計画案について，７/３～７/17に意見募集が行われ，日
本地質学会から以下のとおり意見を提出しましたので紹介しま
す．

意見募集案件の詳細
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME
=PCMMSTDETAIL&id=185000699

----------日本地質学会より提出した意見（以下全文掲載）----------

「地震に関する総合的な調査観測計画について
～東日本大震災を踏まえて～案」に関する意見

一般社団法人日本地質学会長　井龍康文

「地震調査研究推進本部」による「地震に関する総合的な調
査観測計画について～東日本大震災を踏まえて～　案」を拝読
いたしました．従来行なわれてきた地震の調査・研究をさらに
稠密化・先端化することにより，地震そのものに関する理解を
深めるとともに，地震・津波による災害予測や地震や津波の早
期検知の高度化を計るという基本路線は評価されます．しかし，
以下の問題点を指摘させていただきたいと思います．

１．計画案では，地球物理学的手法による観測だけでなく，津
波堆積物に関する堆積学的研究や活断層に関する変動地形
学的研究による知見の集積が必要であることが指摘されて
おります．津波堆積物の研究により，最大規模の津波の遡
上範囲が正確に捉えられていたにも関わらず，その成果が
防災対策に十分反映されなかったため，東日本大震災では
防ぐことができたはずの被害を防ぐことができなかったこ
とは周知であります．地震および津波を測器記録や歴史資
料のない時代にまで遡って捉えるには地質学的手法しかあ
りません．よって，本計画案における津波堆積物に関する
研究に代表される古地震・古津波に関する地質学的研究の
評価と今後の実施計画は過小であり，修正を求めます．今
後，古地震・古津波に関する地質学的研究を基盤的調査観
測と位置づけ，日本全国で網羅的に実施する必要性がいっ
そう強調されるべきです．

２．活断層の調査の重要性が指摘されております．活断層の調
査に際しては，活断層のみならず，周辺地質を正確に把握
することが必要です．この点に留意した記述を加えていた
だくことを要請いたします．

３．計画案で計画されている地震の調査・研究のいっそうの拡
大・稠密化・先端化が，今後の防災・減災に対してどの程
度貢献すると期待されるかが全く述べられておりません．
計画案が防災・減災計画の立案に資する基礎的な知見を提
示するという立場であることは理解いたしますが，この点
に言及することは必須であるように思われます．

意見・提言

「研究活動における不正行為への対応等に

関するガイドライン」案に対する

日本地質学会の意見提出

2014年７月30日

文部科学省では「研究活動における不正行為への対応等に関
するガイドライン」案を新たに定めることとなり，そのガイド
ライン（案）へのパブリックコメント（意見公募手続）が実施
されました（７月３日～８月１日募集）．日本地質学会からは
７月30日に下記の意見を送りましたので，会員の皆様にお知ら
せ致します。

意見募集案件の詳細や「研究活動における不正行為への対応等
に関するガイドライン」（案）は以下
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=
PCMMSTDETAIL&id=185000698&Mode=0

----------日本地質学会より提出した意見（以下全文掲載）----------

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
案に対する意見

一般社団法人日本地質学会長　井龍康文

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライ
ン」案を拝読いたしました．近年，研究不正が続発し，日本国
民の科学に対する信頼が大きく損なわれてしまいました．この
ような状況を踏まえ，研究者に研究活動における不正行為を再
認識させ，その防止に向けての方策が本案として示されたこと
を評価いたします．特に，不正行為を抑止するためには，研究
倫理教育の実施による研究者倫理の向上が必要との指摘は，そ
の通りであり，日本地質学会としても真摯に取り組んでいると
ころであります．しかし，このガイドライン案が成案となった
場合，本学会の会員の方々の研究活動を少なからず阻害するこ
とが危惧されますので，以下に指摘させていただきたいと思い
ます．

１．研究機関等において，研究者に対して一定期間研究データ
を保存し，必要な場合には，開示することを義務付ける旨
の規程を設ける必要性が指摘されています（p.８）．しか
し，保存すべきデータのレベル，保存期間，開示の方法，
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開示先の範囲は，それぞれの機関の判断に委ねられており，
最低限の基準が明示されていません．また，研究機関の間
で，保存すべきデータに関する考え方と取り扱い方が大き
く異なる場合，研究不正の認定などで，大きな問題が生じ
ることが懸念されます．よって，「ガイドライン」と呼称
するならば，最低限の基準を提示するべきです．また，組
織として設定された規定を満たしたうえでのデータの不在
は免責になる旨を明記して，組織間の規則の不一致による
混乱を未然に防ぐべきです．

２．地球科学分野の場合，一次データとして，岩石・化石試料，
地質調査の結果を記入した地形・地質図，フィールドノー
トがあります．本ガイドライン案が想定していると思われ
る実験ノート類ではカバーしきれない，様々な研究分野に
特有の一次データについての配慮がなされていません．こ
れらを保管すべきとなった場合には，各研究機関で相当の
スペースや管理コストを確保する必要があります．しかし
現実には，永久保管の義務がある自然史科学関連の標本で
すら，スペースとキュレーション担当者の不足により散逸
しつつある研究機関が少なからずあります．よって，研究
データの保存と公開を各研究機関に義務づけるならば，国
のレベルで，その達成に必要な財政上の措置が講じられる
必要があります．各研究機関に委ねた場合，財政上の問題
から，研究データの保存と公開が大きく縮小・制限され，
本ガイドライン案の主旨が事実上遵守されなくなることが
危惧されます．

３．昨今では，保存すべき一次データとは，分析・測定機器に
よって得られた電子データである場合が多いと指摘されま

す．これらの電子データについては，オリジナルデータの
確認が非常に困難である場合が少なくありません．このよ
うな研究現場の環境変化を考慮すれば，本ガイドライン案
では，当然，電子媒体の研究データの保存等について，指
針が示されるべきです．昨今の研究不正においても，写真

（デジタル画像）や分析値などのねつ造が指摘されており
ます．研究不正が指摘された場合，これらの一次データの
提示は必須ですので，本ガイドライン案は電子データに関
する想定が全く不十分であると言わざるを得ません．

４．研究不正の申し立て手続きについては，匿名による告発が
あった場合（p. 12）や特定不正行為の疑いがインターネッ
ト上に掲載されている場合（p. 14）も研究機関は顕名の告
発があった場合に準じた取扱いをすることができるとされ
ており，悪意をもった虚偽の告発が増えることが危惧され
ます．後に虚偽と判明した場合でも，被告発者および研究
機関が対応を迫られることは明らかです．したがって，悪
意のある匿名による告発への対処方法に関しては，もしそ
のような事態が生じた場合には，被告発者や研究機関が多
大な時間を要して対応を迫られ，少なからず社会的信用を
失うという前提に立ち，本ガイドライン案に具体的な方法
を明示すべきです．

なお，文部科学省による調査と支援（p. 23）はソフトの面だ
けです．上述のように，本ガイドラインの真の趣旨を達成する
ためには，ソフト面の支援だけでなく，ハード面の整備が必要
である点も，再度付記させていただきます．

以上の意見が計画案の改善に役立ちましたら幸甚です．

2014年度秋季地質調査研修の参加者募集
主　　催：一般社団法人日本地質学会
研修目的：ひとつの地質体（褶曲構造を示しながら房総半島の清澄山系に分布する新第三系安房層群上部の地層：上位よ

り安野層，清澄層，天津層）を対象に，野外地質調査技術の基礎を実地で学ぶことによって，地質調査法の基
本技術の修得をめざすとともに，それをベースに得られた過去の調査や研究の成果についても学びます．少人
数指導により，地質調査の経験のない方でも地質調査法の基本を体で習得することを目指します．

日　　程：2014年11月25日（火）～11月29日（土）（４泊５日）
場　　所：千葉県君津市及びその周辺（房総半島中部の清澄山系とその周辺）
講　　師：徳橋秀一氏　産総研 地圏資源環境研究部門 客員研究員

工藤　崇氏　産総研 地質情報研究部門 主任研究員
募集対象：主に，地質関連会社の若手技術者（日本地質学会の会員・非会員を問いません）
募集定員：６名（申込順．申込が少数の場合や超過した場合は，次回に調整）
参加費用：12万円（ただし，宿泊費や集合場所までの往復交通費は含みません）

募集締切：2014年10月17日（金）
※修了証書およびCPD単位：参加者には、当学会の修了証書と当学会認定の土質・地質技術者のための継続教育（CPD）

40単位が授与されます．
申込方法：ジオ・スクーリングネットによりお申し込みください．ジオ・スクーリングネット（https://www.geo-

schooling.jp/）に利用者登録をしたうえで，「研修検索と申込」をクリックし，日本地質学会の「地質の調査研
修」を選択してお申し込みください．お申し込み後，担当者より詳細の連絡をいたします．なおジオ・スクー
リングネット上でCPDの登録及び登録内容証明書の発行が可能です．

お問い合わせ先：日本地質学会事務局　
電話：03-5823-1150 e-mail：main@geosociety.jp
※研修中の基本スケジュールや，過去に実施された研修の様子については，学会HPをご参照ください．
http://www.geosociety.jp/engineer/content0021.html
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☆北海道支部
お知らせ

地すべりと断層の物質科学に関する学習会を開催します．変
形構造の基本的な見方，地すべり面の力学特性や間隙水圧の話，
断層掘削調査の最新成果の話などを通して，地殻浅部でのすべ
り現象の理解を深めることを目的とします．

日程：2014年10月18日（土）10:00～16:40
場所：帝京平成大学中野キャンパス
主催：日本地質学会関東支部，日本地すべり学会関東支部

☆関東支部
お知らせ

ショートコース
『地すべり破砕帯の構造地質学』（第一報）

支部コーナー

2014年日高巡検のご案内

テーマ『日高変成帯北部～神居古潭帯の横断』
案内人：東　豊土氏（日高山脈博物館）・加藤孝幸氏（アース
サイエンス株式会社）・川村信人氏（北海道大学）
討論会『古第三紀以降のテクトニクスの未解決問題』
幹事：加藤孝幸氏
話題提供者を募集しています．

日程：2014年10月４日（土）～５日（日） 雨天決行（雨具を用
意）
10月４日（土）７:15 JR札幌駅北口（鐘の広場）集合

19:00～21:00 討論会『古第三紀以降のテクトニクスの未解決
問題』

10月５日（日）18:00 JR札幌駅北口＜解散＞

宿舎：日高高原荘（日高町富岡444-１，電話01457-6-2258）：
宿泊は２名／１室

催行人数：18名（そよかぜ観光：25人乗りバス×１台）
参加費：一般18,000円・学生13,000円（バス代+宿泊代+保険料

+資料代・懇親会費など）

見学地：日高山脈博物館，ウエンザル林道，日高町千栄滝の沢，
平取町岩知志発電所付近の海嶺玄武岩，新日東の蛇紋岩/泥
岩テクトニックコンタクト，岩内岳かんらん 岩と常温沈殿
性蛇紋石

参加申込：北海道支部幹事庶務：沢田　健氏（メール：
sawadak@mail.sci.hokudai.ac.jp）氏名（性別），会員・非会
員，住所，連絡先（電話・アドレス），生年月日（年齢：保
険申込に必要），相部屋希望者の有無 を明記して申込んで下
さい．

参加申込締切：８月31日（日），参加受付の方には送金先を連
絡します．

討論会話題申込：討論会幹事 加藤孝幸氏（メール：earth@
xa2.so-net.ne.jp）
氏名，会員・非会員，話題名，連絡先（電話・アドレス）
を明記して申込んで下さい．

担当幹事：宮坂省吾（株式会社アイピー 地質情報室）・西塚
大（株式会社ドーコン）・米島真由子（アースサイエンス株
式会社）

★送付いただいた個人情報は秘匿し，巡検終了後には破棄します．★

後援：日本地質学会構造地質部会，日本地質学会応用地質部会
講師：金川久一先生（千葉大），氏家恒太郎先生（筑波大），柴

崎達也先生（国土防災技術/京大防災研），眞弓孝之先生
（国土防災技術）

費用：2,000円（資料代）
CPD：5.5ポイント
受講申込み先：日本地質学会関東支部（kanto@geosociety.jp）

宛にメールにてお申込みください．
応募締切：10月７日（火）
詳細は支部HP（http://kanto.geosociety.jp/）に掲載します．
問合せ先：関東支部幹事長　笠間友博

所属：神奈川県立生命の星・地球博物館　小田原市入生
田499
電話：0465-21-1515，
Eメール：kasama@nh.kanagawa-museum.jp
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昨年2013年11月初旬，第２回IGCP 589（International
Geoscience Programme Project 589）のシンポジウムがフィリ
ピンで開催された．11月４，５日のシンポジウムと６日から９
日の巡検の2本立てである．日本と同じ島国であるフィリピン
は，大小7000を越える島々からなり，その中央部に位置するボ
ラカイ島が今回の会場であった．当時大学院二回生であった私
は，マニラから約3時間半，飛行機，バス，そしてボートを乗
り継いでボラカイ島に到着した．ボラカイ島には，世界トップ
10にランクインしたことのある美しいビーチが広がっていた．
これを目の前に望む会場で，まず２日間のシンポジウムが開催
された．

主にテチス海を囲む地域
について，多面的に議論を
することを目的としたこの
シンポジウムでは，９カ国
から51人が集い，堆積学，
鉱物学，岩石学，生物学な
どのあらゆる視点で一人20
分の発表を行った（図１）．

一日目はプロジェクト
リーダーの活動について触

れた後，「オフィオライトから見るフィリピン多島海の発達」，
「堆積物から見る堆積と付加作用」，「砂岩・礫岩から見る砕屑
物の起源とテクトニクス」のセッションでそれぞれ数名ずつが
発表した．二日目は「鉱物学的見通しと発展」，「火成作用と変
成作用」，「地質学，生物学，考古学的見方の結合」についての
セッションが開かれ，昼間にはポスターによる発表が行われた．

日本，中国，モンゴル，フィリピン，タイ，イランなどのア
ジア地域を広く対象とする研究は，これまでほとんど日本の研
究しか見てこなかった私の目に新しく映った．特に，フィリピ
ンの研究者の多くは資源関係の企業に属しており，研究の主題
である資源量の計算，地下構造の可視化などは，地質学の実用
性を強く示すものだった．

二日目のセッション終了後，来年度のシンポジウム開催地に
ついて話し合うビジネスミーティングで，候補地であるイラン
地質調査所の研究者がPRを行った．プレゼンテーションでは
シンポジウムの前後に，中央イランを囲むアルボルズ山脈とザ

グロス山脈の大巡検を
予定していることが紹
介された．イランに馴
染みある人が少ない中
にも関わらず，プレゼ
ンが終わると暖かい拍
手 で 迎 え ら れ ， プ ロ
ジェクトリーダーによ
る結びの言葉で第２回
IGCP 589のシンポジウ
ムは幕を閉じた．

巡検報告
シンポジウムの翌日

から４日間の予定で，
ボラカイ島の南に位置するパナイ島の巡検が行われた．パナイ
島は中央フィリピンに位置する逆三角形状の島である．北西の
Buruanga半島の付け根から南にかけて衝突帯が存在すること
で知られる．巡検の１日目は，パナイ島の北西部をなす
Buruanga半島を西端から北海岸に沿って南下し，半島の付け
根までに５つのStopを回った（図２）．
１日目：STOP１－Sabongcogon Formation－

STOP１では陸源性砕屑岩と珪質泥岩の互層が観察された
（図３）．一見するとタービダイトの砂岩泥岩互層のように見え
るのだが，厚い砂岩に見える部分を割ってみるとしばしば珪質
泥岩となっている．ここは東へ続く一連のチャートシーケンス
の最上部に位置し，半遠洋域から大陸縁辺部に近づく環境が変
化する部分を表していると考えられる．
１日目：STOP２－Unidos Formation－

STOP１から南東へ２kmほど進むとチャートと玄武岩の露頭
が見られる．幹線道路沿いの林道で，命が惜しければ白線から
出ないように，と言われながらの観察であった．チャートは主
に赤色で５～10cm厚の層状を呈し，玄武岩に整合的に重なる．
玄武岩付近のチャートは凝灰質泥岩を挟む様子が観察された．
イザナギプレートの活動と同時期に堆積したものと考えられる
が，年代を決定する放散虫化石の産出が乏しく，今後の研究が
待たれる．
１日目：STOP2.5

いったん林道を離れ，斜面を下った先に辿り着いたのが
STOP2.5である．ここはSTOP２とSTOP３との境界部にあた
る海岸露頭で，チャートと石灰岩の互層を観察することができ
た（図４）．明色のチャートと暗色の石灰岩の岩相の違いが遠
目に見てもはっきりと分かる美しい露頭である．部分的に褶曲
や断層の発達する様子も確認できる．ここはCCDの変動により
チャートの堆積と石灰岩の堆積が繰り返して形成されたものと
思われる．

院生コーナー

大野佳緒里
筑波大学生命環境科学研究科地球科学専攻

（現職：井上特殊鋼株式会社）

第2回IGCP 589 フィリピン大会参加報告

図３：１日目STOP１露頭 図４：１日目STOP2.5の石灰岩とチャートの

互層露頭

図５：１日目STOP３の層状石灰岩露頭

図１：シンポジウムの様子

図２：パナイ島と巡検のSTOP位置



Lagdo Formationとされる堆積岩類
を観察した．Lagdo Formationは，
STOP1のAntique ophioliteを不整
合に覆う中期中新世の火山砕屑岩
や粗粒堆積岩類で構成される．海
岸沿いで，粗粒砂岩層とそれを走
向傾斜が斜交するように覆う礫岩
層を観察した．主にAn t i q u e
ophioliteを起源とする亜角礫～円礫
が含まれていた．一通り観察が済
むと，まだがんばっている青空と
幾らかうねり始めた青い海を背景
に参加者全員での記念撮影を行っ
た．その後，お昼を食べ終わるこ
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院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

図６：２日目STOP１ 図７：２日目STOP３，砂を採取する様子

１日目：STOP３－Gibon Formation－
ここではSTOP2.5の下位にあたる層状石灰岩が観察された

（図５）．この石灰岩はBuruanga半島の半分近くを占める，硬
化した灰色層状石灰岩の一部である．全体としてはクリーム色
から灰色であるが，部分的にドロマイト化したピンク色の層を
挟む．

ここまでのSTOP１からSTOP３にかけてが，Buruanga半島
の広域を占める一連の海洋プレート層序を示している．

昼食は海岸のビーチに座り，用意してもらったお弁当を食べ
た．南国の木々の木陰で海風に吹かれながらの昼食はとても気
持ちがいい．予定が早く進んでいたこともあって，その後は皆
でのんびり昼寝をした．風が強くて波は荒れていたが現地の子
供達は元気に海に飛び込んでいた．
１日目：STOP４－Ultramafics at Bugtongbato－

これまで見てきた海洋プレート層序の岩相から打って変わ
り，STOP４では衝突によって形成したAntique Ophiolite
Complexの一部を観察した．Serpentinized harzburgitesから
なる露頭で，風化により一見すると礫岩露頭に見える．全体と
してはグレーだが，割ってみると黄緑色のカンラン石をよく含
んでいた．この露頭よりすぐ東側にはハンレイ岩，玄武岩，超
苦鉄質岩の円礫からなる礫岩層が露出する．これらの露頭は，
周囲の地層の年代との関係から，early－middle Mioceneの
Philippine Mobile BeltとNorth Palawan Blockの衝突によりオ
フィオライトが形成した後，激しい衝突で生成したブロックが
submarine環境で堆積したと考えられている．

２日目と３日目には，パナイ島の西縁部と南西部でそれぞれ
５箇所ずつを巡検する予定だったが，２日目の昼過ぎには台風
の影響で暗雲が空を覆い始めた．昼食時には予定変更を決め，
その日の夕方に参加者全員がパナイ島南部のイロイロ空港に行
くことになった．そしてイロイロ空港でスタッフに尽力いただ
き，全員がマニラ行きの飛行機に乗ることができた．したがっ
て２日目は，残り２日間分（10箇所）のうちの４箇所を急ぎ足
で観察することとなった．
２日目：STOP１－Antique Rangeの礫観察－

島の西縁部Sibalom 川の河原で，その上流域に分布する
Antique ophiolite構成岩類の礫を観察した（図６）．前期白亜紀前
期に形成された同オフィオライト構成岩であるカンラン岩，ハン
レイ岩，玄武岩類とともに，チャートの礫を観察した．本来，川
を渡って北西方向を眺めるとマントル物質からなる小高い丘を見
ることができるのだが，平水に近かったとは言え，安全を最優先
にして，河原近くで礫を観察するだけとなってしまった．
２日目：STOP２－Lagdo Formation－

STOP１から車で１時間ほど移動し，パナイ島南端部で，

ろには，雨が落ち始め，また風も強くなり始めた．
２日目：STOP３－Lagdo Formation－

昼食を食べた後に，その海岸でLagdo Formationとされるう
ちの火山砕屑岩類を観察した（図７）．ここで特に印象に残っ
ているのが，火山砕屑岩類を覆うように堆積している海浜砂
だった．黒いその砂岩をルーペで見ると緑色に光るカンラン石
の粒とともに，サンゴ破片や有孔虫などの白い粒を見ることが
できた．olivine sandだといいながら，なるべく黒い部分の砂
を参加者が採取していた．空を見るとこの頃には，厚い雲が空
を覆い，遠方には雲から垂れる雨の柱が見えていた．
２日目：STOP４－Paniciuan Melange－

パナイ島南端部の西側に位置するSTOP３から，１時間ほど
移動して南端部の東側に位置するSan JoaquinでPaniciuan
Melangeとされる露頭を観察した．深く下刻された川の河床付
近には，蛇紋岩化したカンラン岩，ハンレイ岩，砂岩？や層状
チャートが複雑に露出していた．赤色の層状チャートが明瞭な
構造的不連続面を介して，block-in-matrixのような組織を持つ
諸岩石と接しているのが観察できた．

おわりに
２日間のシンポジウムの間は，美しいビーチと抜けるような

青空を楽しむことができただけに，巡検の後半に，超大型台風
の影響で予定通りの観察ができなかったことが少々残念だっ
た．幸いにもフィリピン大学のメンバーを中心とする現地の
方々の迅速な判断のおかげで，参加者全員が無事にマニラを経
由し，帰国することができた．このまま台風をやり過ごす判断
をしていたら，と考えると怖い気持ちになる．帰国後のニュー
ス映像を見ていると，シンポジウムと巡検を行ったボラカイ島
及びパナイ島も少なからず被害を受けていると想像される．学
会を通じて触れた，フィリピンの人々の優しさを思うと胸が痛
むばかりである．地球温暖化に伴い深刻化する台風の被害は日
本人にとって人事ではない．日本としてできる限りの支援を行
い，フィリピンの美しい景観と心優しい人々が少しでも早く復
興することを願うばかりである．

なお，今回，私が参加した巡検は前半のみの参加で，後半に
ついては鎌田先生から資料・写真を提供していただいた．厚く
感謝する．
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○Thermo2014：第14回国際熱年代
学会議
９月８日（月）～12日（金）（巡検５～７日）

場所：フランス・シャモニー

http://www.thermo2014.fr

★日本地質学会臨時総会開催
９月13日（土）14:30～14:45

場所：鹿児島大学郡元キャンパス　共通教育

棟２号館215室

http://www.geosociety.jp

★日本地質学会第121年学術大会
９月13日（土）～15日（月・祝）

場所：鹿児島大学ほか

○2014年度日本地球化学会第61回年会
日本地質学会　共催

９月16日（火）～18日（木）

場所：富山大学五福キャンパス

http://www.geochem.jp/conf/2014/

○第11回ゴンドワナからアジア国際
シンポジウム、国際ゴンドワナ研究
連合2014年会及び付属野外巡検
会議：９月19日～21日　巡検：22日～24日

場所：北京，China University of Geosciences

Beijing

http://www.iagrhomepage.com

○第31回歴史地震研究会（名古屋大
会）
９月20日（土）～22日（月）

場所：名古屋大学減災連携研究センタ－減災

ホール

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/menu

7.html

○第58回粘土科学討論会
日本地質学会　共催

９月24日（水）～27日（土）

場所：福島市A・O・Z（アオウゼ）

http://www.cssj2.org/

○第５回日本ジオパーク全国大会
（南アルプス大会）
９月27日（土）～30日（火）

場所：長野県伊那文化会館ほか

http://minamialps-mtl-geo.jp/pr/

月　October
★関東支部：富士山巡検
10月４日（土）～５日（日），１泊２日

申込期間：８月18日（月）～９月19日（金）

http://kanto.geosociety.jp/

★北海道支部2014年日高巡検
10月４日（土）～５日（日）雨天決行

参加申込締切：８月31日

10

2014.８～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2014年
月　August

★関東支部：夏休み教師巡検
「５億年前と10万年前の茨城を見る」

８月20日（水）～21日（木）

場所：20日：北浦東岸の下総層群

21日：日立周辺

http://kanto.geosociety.jp/

★関東支部：清澄フィールドキャン
プ
８月25日（月）～31日（日）

場所：東京大学千葉演習林（鴨川市清澄）

http://kanto.geosociety.jp/

○J-DESCコアスクール・微化石コー
ス（第８回）/第11回微化石サマース
クール
日本地質学会ほか共催

８月29日（金）～31日（日）

場所：名古屋大学理学部環境学研究科E棟

http://www.j-desc.org/modules/tinyd0/

rewrite/coreschool/micropal.html

月　September
○国際鉱物学連合第21回総会
（IMA2014）
９月１日（月）～５日（金）

開催地：南アフリカ

http://www.ima2014.co.za/index.php/call-

for-abstracts

○IGCP608「白亜紀のアジア－西太
平洋地域の生態系システムと環境変
動」第２回国際シンポジウム
日本地質学会　共催

９月４日（木）～６日（土）（シンポジウム）

９月７日（日）～10日（水）（巡検）

場所：早稲田大学大隈講堂小講堂

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

○第17回日本水環境学会シンポジウム
９月８日（月）～10日（水）

場所：滋賀県立大学（彦根市八坂町2500）

https://www.jswe.or.jp/event/symposium/i

ndex.html

9
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○2014地球環境保護土壌・地下水浄
化技術展
日本地質学会　協賛

10月15日（水）～17日（金）10:00～17:00

場所：東京ビッグサイト　西ホール

http://www.sgrte.jp/sgr/

★関東支部ショートコース『地すべ
り破砕帯の構造地質学』
10月18日（土）10:00～16:40

場所：帝京平成大学中野キャンパス

応募締切：10月７日

支部HP〈http://kanto.geosociety.jp/〉

○IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第３回国際シンポジウム
プレ巡検：10月19～20日

シンポジウム：10月21～22日

ポスト巡検：10月23～26日

開催場所：テヘラン，Hoveizehホテル

http://igcp589.cags.ac.cn/Symposia.htm

○GSA 2014
10月19日（日）～22日（水）

場所：カナダ，バンクーバー

http://community.geosociety.org/gsa2014/h

ome/

○山陰海岸ジオパーク国際学術会議
「湯村会議」
日本地質学会　後援

10月25日（土）・26日（日）

会場：兵庫県美方郡新温泉町湯

http://sanin-geo.jp

月　November
○第30回ゼオライト研究発表会
日本地質学会ほか協賛

11月26日（水）～27日（木）

場所：タワーホール船堀（東京都江戸川区船

堀４-１-１）

予稿原稿締切：10月24日（金）

http://www.jaz-online.org/

○第24回環境地質学シンポジウム
11月28日（金）～29日（土）

場所：日本大学文理学部８号館１階レクチャ

ーホール

発表登録申込：10月18日（土）まで

原稿登録締切：11月５日（水）必着

http://www.jspmug.org/

月　December
○地質学史懇話会のお知らせ
12月23日（火・祝）13:30-17:00

場所：北とぴあ８階　806号室

財部香枝：明治初年に導入されたスミソニア

ン気象観測法について（仮題）

小野田　滋：広田（廣田）孝一（1896～1972）

の業績について（仮題）

12

11

C A L E NDAR
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②随伴天然ガスの火災・爆発等の防災上の

リスク．

③炭酸ガスの20倍以上という室温効果を持

ち，オゾン層破壊の強力な原因物質であ

るメタンガスを主成分とする，温泉随伴

可溶性天然ガスの「大気放散」による天

然ガス「処理」という大気環境悪化原因

物質の「垂れ流し」（現行温泉法とその

関連法では，これが「可」されている）．

一方，環境省は，「東京・宮崎の温泉掘削

現場天然ガス火災」や「渋谷シェスパ爆発死

傷事件」や反省から，「掘削中」「掘削後」の

温泉火災・爆発事故防止のため，2010年に温

泉法の一部改正を行った．この環境省の法改

正では，「温泉随伴天然ガスの防災上のリス

ク軽減のための管理厳正化法」であった．こ

の法律は2011年に施行された．この温泉法改

正は，防災上の問題だけに止まり，「温泉随

伴天然ガスの大気放散による大気環境影響問

題」には全く手付かずであった．そのため，

環境省所管の温泉法では，「温泉随伴天然ガ

スの大気放散」を法的にはそのまま放置され

る結果となった．これにより，「温泉随伴天

然ガス」の大気環境問題の解決ないし軽減の

法改正の好機を失した．

このような「温泉随伴天然ガス」の大気環

境問題については，既に「渋谷シェスパ」問

題への拙著コメント（2008年６月，地質学会

災害地質委HP）でも指摘したが，今回あら

ためて下記のようにコメントする．

①現行温泉法及びその関連法が，環境省や

経産省など政府が一丸となって，1997年

COP３京都議定書締結以来，国際公約

として国際協調の下，取り組んできた

「大気環境諸政策」とは矛盾し，その矛

盾する温泉法とその関係法を環境省は放

置している．この状況は，環境省のそも

そもの存立意義そのものが問われる法律

を，施行していることとなっている．

②この「化石海水」の温泉資源としてのメ

リット側面を利用し，「癒し」のツール

として「売る」人・企業は，環境省所管

の温泉法および関連法の不備には関わら

ず，「癒し」を売る一方で「大気環境破

壊物質の垂れ流し」を続けることは，道

義的にも許されないことと考える．この

点について，企業の環境責任を明文化し

た「循環型社会形成推進法，H12.6/2.法

律110号第７条」との法的関係からも，

企業各社の環境理念との関係からも，

「大気環境破壊物質のタレ流し」が許さ

れないことは明らかである．

③ただし，「大手町温泉」などの都内の温

泉を商売とする人や企業には，この「化

石海水温泉資源」の持つデメリットにつ

いて，よく理解されていないで（温泉調

査・掘削業者は十分理解しているが），

安易に考えておられないか心配してい

る．

④実際の管理において　大気環境破壊物質

である「温泉随伴天然ガス」の「大気放

散」を「可」とする現行温泉法に何か

「違和感」を感じつつ，「大気放散」をし

ている方々も多いように伺っている．温

泉法の不備を利用して「天然ガスの大気

放散」をするのではなく，人・企業の環

境責任を果たし，「大気環境の負荷」を

「０」ないし軽減する努力が必要とされ

る．

⑤四半世紀前の沖縄県那覇市内の天然ガス

随伴温泉開発の経験になるが，沖縄県環

境局の指導もあって，温泉随伴天然ガス

対策として，鉱業法や消防法を順守する

ために設備費を掛けて，天然ガスの回

収・貯蔵を行い，これをホテルのガス灯

およびプールサイドのかがり火用燃料と

して「ホテルの雰囲気作り」に活用・燃

焼させた経験がある．この大気環境対策

としては，１molのCH４を燃焼させ，

1molのCO２と２molの１H2Oとして大気

中に放散させる対策であり，これにより，

室温効果物質の環境負荷で約１/20，オ

ゾン層破壊物質を「０」に軽減した．

今日では，新技術開発のお蔭で，「メ

タンガス」などの天然ガス利用の水素燃

料電池が出現し，温泉随伴天然ガスの

「大気環境負荷０」への道が開かれてき

た．

⑥ また，この温泉随伴天然ガスの大気環

境対策には，善意だけに頼るのではなく，

「大気環境破壊物質排出取引権」などの

創設や「炭酸ガス排出取引権」などの拡

大運用などにより，法的・金融機関の資

金的背景整備の政策出動が必要であり，

この政策なくしては数多くある既存の中

小・零細の「化石海水」温泉施設の「大

気環境対策」は進まないと推定される．

上記取引権等法的・資金的整備の政策出

動により，より広範な「化石水」温泉経

営者等が大気環境対策を容易にする手立

てが講じられて，初めて「化石海水温泉

の随伴天然ガス大気環境対策」が前進す

ると考える．

⑦また，資本力のある「大手町温泉」につ

いては，「化石化海水温泉資源」として

持つメリットの側面：泉温・高成分濃

度・産出能力などを活かし，デメリット

の側面をカバーして行く，特に環境面に

配慮して，「環境に優しい」，「おもてな

し」と「癒やし」を心置きなく堪能でき

る温泉として，「都内各所の環境破壊物

質の垂れ流し温泉」とは「環境的に差別

化された温泉」を売りとするような，温

泉営業に向けて努力されることを願う．

また，「温泉随伴天然ガス」の環境対策

には，行政指導を行なうべきであると考

える．

⑧付け加えるならば，先日流れてきたTV

この７月15日夕方以降，数日間TVニュース

では，「東京のド真ん中大手町」に「地下

1,500mから温泉が出た」，「化石海水の食塩泉

の温泉が出た」，「都心働く入浴客やホテルに

宿泊する国内外の利用者に，温泉を味わって

頂ける」，「温泉が楽しみ」という類の『夢の

ある』『美味しい話』ばかりが報道された．

皆さんは覚えておいででしょうか，『２日

間燃え続け，近隣住民が一晩避難した，東京

都北区の温泉掘削現場火災』や『渋谷温泉施

設シェスパの爆発死傷事件』のことを．これ

らは，都内の「化石海水」温泉に関係した事

件であり，事件が起きてから，まだ10年経っ

ていません．

その当時，報道各社は，「化石海水温泉資源

には，可燃性危険物の天然ガスが随伴するに

も拘らず」，「北区掘削現場火災」や「シェス

パ爆発事件」では，温泉工事関係者や施設管

理・経営者等の『危険物，天然ガス』に対す

るずさんな管理を，厳しく鋭く批判していた．

また，1960年代には，この温泉資源と全く

同じ「化石海水」を，「東京都江東区では溶

存ヨード生産（当時，日本がヨード開発量世

界世界第１位）」や「千葉県船橋市周辺の可

溶性天然ガス生産（主要成分はメタンガス）」

のための化石海水の大量汲み上げにより，東

京下町や千葉県船橋周辺地域で地盤沈下被害

が深刻化していた．そこで，東京都や千葉県

は，地盤沈下防止のため，「ヨード」「天然ガ

ス」の鉱区権を高額で買い取り，「化石海水

の汲み上げ」を中止させ，地盤沈下防止に大

きな効果があった．

このように，「大手町温泉は化石海水資源」

であり，温泉資源として利用可能なメリット

の側面と，同時に，その資源が「化石海水」

という「可溶性天然ガスを随伴する枯渇性地

下水資源」であるという特性から，上記の

「負」の側面も合わせ持っている地下資源で

ある．

そこで，この「化石海水」資源の利用にお

ける「負」の側面について，少し説明を加え

たい．「大手町温泉」はじめ，「大江戸温泉」，

「東京ドーム温泉Spa La Qua」などの都内の

温泉は，全て「化石海水」資源という「閉鎖

型貯留構造に胚胎する可溶性天然ガス随伴の

枯渇性地下水資源」である．したがって，こ

れらの温泉が前述の「地下水資源」であると

いう特性により，汲み上げには，必ず大なり

小なり，以下の３つの負の側面を合わせ持っ

ている．

①化石海水貯留層および周辺圧密層の圧

縮・圧密等による地盤沈下．

会員の声

「大手町温泉」の問題と緊急提言に
ついて



審議事項

１．会長＝代表理事，副会長の選出

会長意思表明者の井龍理事，副会長意思

表明者の山本理事，渡部理事よりそれぞれ

の所信表明があったのち，会場の拍手によ

り全会一致で代表理事に井龍理事を選出，

副会長に山本理事，渡部理事を選出した．

２．執行理事と特任理事の選出，部会長の選

出

井龍会長より下記のとおり執行理事の推

薦があり，拍手によりこれを全会一致で選

出した．

執行理事会，特任担当等

常務理事　斎藤理事

副常務理事　星理事

運営財政部会　緒方理事（部会長）

広報部会　坂口理事（部会長）・松田

（達）理事

学術研究部会　ウォリス理事（部会長：

国際特任）・竹内理事（行事委員

長）・中澤理事（JIS，標準）

出版部会　山路理事（部会長:地質学雑

誌担当）・海野理事（Island Arc担

当）・保柳理事（企画出版担当）

社会貢献部会　平田理事（部会長：ジオ

パーク担当）・杉田理事（生涯教育

担当）・廣木理事（学校教育担当）

125周年事業特任理事　矢島理事

地学オリンピック特任理事　久田理事

ジオパーク関連　ジオパーク支援委員会

委員長 天野理事，日本ジオパーク

委員会委員 高木理事

学術教育連携　川辺理事

事務局体制担当　後日指名して理事会に

報告

３．理事会議長・副議長の選出

議長に榊原理事，副議長に小嶋理事を選

出した．４項以後の議事進行を議長代行と

交代する．

４．業務委員会の確認

理事会資料２に基づいて，星理事が行事

委員会委員，山路理事が地質学雑誌編集委

の交代を説明し，全会一致で承認した．

５．各賞選考委員会委員の選出

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

一般社団法人日本地質学会
2014年度第１回理事会議事録

日　時：2014年５月24日（土）17:10-18:30

会　場：北とぴあ 第２研修室（東京都北区

王子１-１）

出席役員　理事（37名）：天野一男　安藤寿

男　安間　了　石渡　明　井龍康文

ウォリス サイモン 海野　進　緒方信一

小山内康人　笠間友博　亀尾浩司　川端

清司（３項で退出）川辺文久　小嶋 智

斎藤　眞　榊原正幸　坂口有人　佐々木

和彦　佐野弘好　菖蒲幸男　杉田律子

竹内　誠　千代延俊　内藤一樹　中澤

努　奈良正和　久田健一郎　平田大二

廣木義久　星　博幸　保柳康一　松田達

生　三次徳二　向山　栄　山本高司　山

路　敦　渡部芳夫

監事（２名）：青野道夫　山本正司

欠席役員 理事（13名）：有馬　眞　上砂正一

清川昌一　後藤和久　沢田　健　高木秀雄

高橋正樹　竹下　徹　原山　智　松田博貴

宮田隆夫　矢島道子　山田泰広

その他出席者　事務局：橋辺菊恵

＊成立要件：理事総数50名の過半数26名．

本日の出席者37名で本理事会は成立．

＊議決：出席者の過半数19名

＜開催にあたって＞

１）理事及び監事自己紹介

２）議長代行に久田理事（前期理事会副議長）

を指名

３）書記に渡部理事を指名

・専門分野を考慮し，下記10名の理事を選出

した．任期は２年．

千代延理事（資源）榊原理事（環境）内藤

理事（情報地質）安藤理事（層序）天野理

事（地域地質）亀尾理事（海洋）中澤理事

（第四紀）安間理事（岩石学）佐々木理事

（応用地質）川端理事（教育普及）
＊役職指定委員：８名

前・現地質学雑誌編集長・副編集長：小嶋

智，山路　敦，秋元和実，岩森　光

前・現アイランドアーク編集長：井龍康

文，前川寛和，伊藤　慎，海野　進

・各賞選考委員の選出方法について，専門性

のチェックや欠席者を選出した場合の扱い

をスムーズにするため，事前に委員案を検

討しておくなど，選出方法を検討してはど

うかとの意見が，佐々木理事よりあった．

６．その他

斎藤常務理事より，理事会の開催には出席

者による成立要件を満たす必要がある事が指

摘され，年４回の理事会には，可能な限り日

程調整をして欠席理事が出ないように配慮す

る旨，説明された．これに続いて，12月の理

事会候補日を検討し，12月６日（土）に開催

することを決め，北とぴあに会場予約を行う

こととした．なお，次回の理事会は９月12日

（金），鹿児島市において開催することが確定

している．

以上，この議事録が正確であることを証す

るため，議長及び出席監事・理事は次に記

名・捺印する．

2014年５月24日

（以下役員氏名省略）

2013年度
第11回執行理事会議事録

期　日：2014年５月10日（土，地質の日）

13:00～17:00

場　所：地質学会地質学会事務所

学　会　記　事

境省・自治体関係機関に責任があるよう

に，TV報道にもその責任の一端がある

と言わざるを得ない．

以上大気環境問題について縷々述べたが，

最期に，防災問題について，述べたい．今回

の「大手町温泉」のような，高層ビル群地帯

における「天然ガス大気放散」は，関連法案

立法時には想定されていなかった．この「温

泉随伴天然ガスの大気放散処理」を立法した

当時は，郊外の民家非密集地において，大気

の約１/２というメタンガスの比重を利用し

各局の「大手町温泉」報道からは，「化

石海水」資源の持つデメリット側面を何

ら触れずに，「ほんと!」「面白い!!」「楽

しい!!」とだけの一面的で「浅薄な」報

道姿勢を見せ付けられた．このような報

道は，「化石海水」資源の多面性に誤解

を与え，結局は「大気環境破物質」「可

燃性危険物質」の垂れ流しを容認するこ

とに通じるものであり，「化石海水温泉」

利用に伴って何か問題が起こった時に

は，それら温泉関係者・企業ならびに環

て，「天然ガスの安全な大気中への放散」が

想定されていた．しかし，今回「大手町温泉」

のような高層ビル群の谷間に「天然ガスを継

続的大気中への放散」という条件での，防災

上の安全性は未検証であり，今この防災上未

検証のことが行われようとしている．これを，

消防庁や環境省，東京都環境局は，未検証の

ままこれを看過するのか，何らかの安全性へ

の「歯止め」を行うのか，安全に対する基本

的姿勢が問われるところである．

（正会員　関東支部　中野啓二）
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３．空中写真のウェブ公開に関する要望書に

ついて（斎藤）

提出前に改善が確認され，提出を取りや

めた．活断層学会会長からその報告があっ

た．

４．堆積学会よりM.Chan教授のGSA講演ツ

アーの概要及び予算概要について連絡があ

り，地質学会は経費負担金８万円を支出し

た．講演会は５/９（東京），５/11（京都）

で行われる．

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．青少年のための科学の祭典2014（５/18-

３/31，全国で開催）の後援依頼が同祭典

事務局（日本科学技術振興財団）よりあっ

た．例年のとおり承諾する．

２．三浦半島活断層調査会より地質の日記念

「城ヶ島観察会」の後援依頼があり，例年

のとおり承諾した．

３．J-DESCコアスクール・微化石コース

（第７回）／第10回微化石サマースクール

（８/29-31）の開催にあたり，共催の依頼

と資金の支援要請があった．共催は承諾と

するが，経費の支援は行わない．

４．第３回学生のヒマラヤ野外実習プロジェ

クト（世話人会代表　吉田勝）終了報告が

あり，News誌４月号に掲載．

５．住友財団より，2014年度研究助成公募

（基礎科学研究助成，環境研究助成）があ

り（６/23締切），News誌，geo-flashに掲

載

６．資源素材学会より新役員挨拶状，会長

家守伸正氏．

７．石灰石鉱業協会より新役員挨拶状，会長

松本六朗氏．

８．日本技術者教育認定機構（JABEE）の

総会開催案内委任状提出．

＜会員＞

１．今月の入会者（13名）

正会員〔５名〕：河合研志，奥西　猛，大

岩根尚，福田耕太，上原真一

正（院割）会員〔７名〕：島塚桃子，齊藤

麻美，闍津翔平，広瀬　健，勝村敏史，

山下修平，石川真帆

正（学部割）会員〔１名〕：黒島健介

２．今月の退会者（正会員　６名）

沖田正明，岩村　陽，束田和弘，鶴　和也，

加藤睦実，野呂田晋

３．今月の逝去者（正会員　２名）

鹿園直建（2014年４月22日），平野弘道

（2014年５月５日）

４．2014年４月末日会員数

賛助：27，名誉：66，正会員：3729（正会

員：3623，院割会員：99，学部割会

員：７） 合計 3822（昨年比 －54）

＜会計＞

・法人税等について，4/24に会計士と懇談し

た．

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・鹿児島大会におけるプレス発表について

研究成果のプレス発表候補について，今

出席者：石渡会長　渡部副会長　齋藤常務理

事　伊藤　井龍　内藤　西　星　松田

山路　山本

（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：

ウォリス副会長　坂口　高木　中澤　平

田　保柳　山口（→井龍）

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

11名，委任状７名，合計18名の出席．

＊前回議事録を確認した．

蠢 審議事項

１．Nii（文科省）の電子図書館での有料公

開出版物について

今後Niiでの課金取り扱いが平成28年度

に終了することとなった．公開を継続する

場合にはオープンアクセスとなる．課金す

る場合にはJ-Stageなどを利用できるが費

用が発生する．

Niiでの課金制度終了までは従来通りと

し，終了時にはオープンにする．学会とし

ては冊子の在庫がある限り販売する．

２．2015年地惑連合大会における巡検の実施

とGSA共催国際セッションについて

GSA側からの返答に基づき，地質学会

としての巡検や国際セッション等は行わな

いことにした．国際セッションやそれに伴

う巡検の世話人から共催依頼があった場合

は個々に判断する．

３．訃報の取り扱いについて

これまでのルールどおり，名誉会員の訃

報はgeo-flashで広報する．加えて元正・副

会長の訃報についても同様とする．それ以

外の会員については，関連する支部や部会

がそのメーリングリストなどで広報する．

広報委員会はこの原則に関する記事を作成

し，News誌，geo-flashに掲載し会員に周

知する．

４．26年度第１回理事会の議案

審議事項

・最初の進行は前理事会議長または副議長

・会長＝代表理事，副会長の選出

・執行理事と特任理事の選出，部会長の選出

・理事会議長・副議長の選出

・業務委員会メンバーの承認（地質雑編集委

員会，その他確認可能な委員会）

・各賞選考委員会委員の選出（選出後委員会

内で委員長を互選すること）

・その他

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．地球惑星連合総会の報告（石渡会長）

連合の新規加入学会（現数50学協会），

2014年大会セッション数，発表数，フェ

ロー選出者，25周年記念式典等について報

告があった．

２．米国地質学会の協力学会になる件（石渡

会長）

GSAに検討を依頼した（返答待ち）．

年はセッション世話人からの推薦のみ受け

付けることにした．

・「地質学者に答えてもらおう」の質問，回

答状況について報告．

・フォトコン写真の展示を５/３-５/17まで，

銀座地下道のプロムナードで開催中．

・ジオルジュ2014前期号（第５号）を出版し

た．

・受賞者紹介を含めた英語ホームページの充

実を進める．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

・鹿児島大会について

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・日本地球惑星科学連合のフェローに，地質

学会から８名が選出されたので，ニュース

誌に記事を投稿した．また，同記事は，５

月下旬配信予定のgeo-Flashにも掲載予定

である．

・津波シンポについて，タイ地質学会から

Montri Choowong氏（Chulalongkorn

University）が参加する予定，タイ地質学

会会長にも連絡中．

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（５月９日現在）

2014年投稿論文　総数32編［総説２（和文

２）・論説18（和文18）・ノート１（和文

１）・報告５（和文４・英文１）・口絵３

（和文２・英文１）・巡検案内９］

査読中　29編　　受理済み８編（うち特

集号２　案内書４）

・120巻４月号：論説１，報告１（約30

頁，５/２発送済み）

・120巻５月号：論説２（約30頁，入稿

準備中）

・特集号「地層処分と地球科学（仮）」

を受付（４/９受付）．査読中．

２）編集委員会報告（４月30日，於地球惑星

連合大会会場）．

投稿数増加策のひとつとして，編集プロ

セスを迅速化する方策を具体的に議論した．

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況報告

３つの特集号を編集作業中．IFは昨年

とほぼ同じ見込み．

受理原稿の早期掲載を行う．校正前の原

稿を掲載予定．

編集委員の所属と専門分野（２～３の

キーワード）をHPに明記する．

・ダウンロード賞が決定．

Hickman氏 ： Review of the Pilbara

Craton and Fortescue Basin, Western

Australia－Crustal evolution providing

environments for early life, Island Arc,

21（1），1-31.

・IARの案内を行う目的で共同編集学会の

HPにバナーを掲載し，リンクしてもらう．

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・電子出版「地学を楽しく」については，
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2014年５月24日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

2014年度
第１回執行理事会議事録

期　日：2014年６月７日（土）13:00～17:00

場　所：地質学会事務局

出席者：井龍会長　山本副会長　齋藤常務理

事　ウォリス　海野（１時間ほど遅れ）

緒方　杉田　竹内　中澤　廣木　保柳

（１時間半ほど遅れ） 松田

欠席者（委任状提出あり）：渡部副会長　坂

口　平田　星　山路

前期執行理事：石渡　伊藤　西　山口

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

13名，委任状　４名，合計17名の出席．

＊前回議事録の承認・・・・承認された

蠢 審議事項

１．新旧の引き継ぎ，懸案事項の確認

自己紹介を兼ねて役割分担の確認を行っ

た．

２．総会議事録の確認について

議事録案を回覧し、確認した．

３．「一家に１枚」ポスター企画募集への応

募について（〆切６/23）

前回の提案，テーマ地質災害は良い評価

だったので，同様のテーマをブラッシュ

アップして出すこととする．担当は，広報

部会．

４．国際交流関係

１）鹿児島での津波シンポジウムの海外参加

者の招聘について

津波シンポジウムと巡検に招聘する．協

定を結んでいる学会（タイ，モンゴル，韓

国）に声をかける予定．

２）SKGB（Sasakawa GB）の援助金の使い

方について

90万円/年，３年間が当たった．本年は

イギリスの専門家３名の招聘に使うほか、

巡検費用の補助に使う予定．来年はイギリ

スでのシンポジウムで使う．再来年は未定．

イギリス，タイ，韓国等からの代表者の

招聘は地質学会の負担で行う（60万程度）．

モンゴルの事情については，石渡理事（前

会長）に聞く．

以上を承認し，ロンドン地質学会とは

ウォリス理事（国際担当）が交渉を進める．

５．各県の岩石・鉱物・化石に関してのアク

ションプランの作成

化石も入れた試案を作ってみた．各自治

体で既に決めていないか，希望があるかを

確認するアンケートを行う．年内に決めて，

書き始めるくらいのスケジュール．担当は

PDF版にして学会のジオストアでの販売

を開始した．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保

柳）

・春季地質調査研修会（５/-５/）は参加者

が少数のため，今回は実施取止めとした．

・2014年地質の日イベントは，５/10に応用

地質学会との共催による，街中ジオ散歩

「下町低地の地盤沈下と水と暮らし」を開

催，一般参加者25名．

（10）地学オリンピック支援委員会（平田）

・４月29日（火）の地学オリンピック社員総

会にて地学オリンピック支援委員会がまと

めた「第６回予選問題評価と要望」を提出

（11）中期ビジョン委員会（坂口）

・４/14-16に宇都宮市（コンセーレ宇都宮）

で合宿委員会を開催した．参加者10名．

なお，同委員会の報告記事を出すよう求

めた．

（12）総会スケジュール確認した．

以上

2014年５月24日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

2013年度
第12回執行理事会議事録

期　日：2014年５月24日（土）10:00～10:40

場　所：北とぴあ　第二研修室

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長　齋藤常務理事　井龍　坂口　高木

内藤　中澤　西　平田　星　松田　山路

山本　（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：山

口（井龍） 保柳　伊藤

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

14名，委任状１名，合計15名の出席．

＊前回議事録の確認　前回議事録は確認され

た

蠢 審議事項

１．総会議事運営の確認（総会資料確認）

手順，説明者が確認された．

会長より各賞理由を改変して公表している

例が紹介され，総会で会長から注意の発言を

することになった．また、受賞理由はホーム

ページに公開されているものを使ってもらう

ことにする．

２．理事会議案の確認

議題は承認された．

12月の理事会の日程を決めることする．

３．新年度第１回執行理事会（引き継ぎ）の

開催日確認

６月７日（土）を軸に調整することにする．

以上

保柳理事（企画出版担当）とする．

６．理事会議事録案

修正があったので再度理事に回して確認

する．

蠡 報告事項

１．全体的報告

・地学協会倫理綱領の件

地質学会の倫理綱領流用の件は先方で協

議中．６/14に決まる予定．

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．日本地球化学会より，2014年度年会（９

/16-18，富山大学）の共催依頼→承諾

２．新潟大学学術情報基盤機構旭町学術資料

展示館より企画展示「新潟のジオパーク

展－糸魚川と佐渡の魅力」（７/124～８/29）

の後援依頼→承諾

３．尾瀬保護財団より「第187回尾瀬賞およ

び尾瀬奨励賞」の募集（４/１-８/31まで）

→News誌，HP，geo-flashに掲載

４．平成27年度文部科学大臣表彰科学技術賞

および若手科学者賞受賞候補者の推薦（〆

切７/17，学会，〆切６/30）→HP，geo-

flash掲載

・学会としてはぜひ候補者を出したい．周囲

に積極的に呼びかけて推薦をしてほしい．

５．筑波大学「科学の芽賞」（地質学会後援）

作品募集案内

６．日本水環境学会より「第23回市民セミ

ナー：黄砂と共に飛来する越境化学物質―

水環境と健康に対する影響を考える」（８/

８）および「第17回シンポジウム」（９/８

～10）の案内

７．三浦半島活断層調査会より地質の日記念

「城ヶ島観察会」の報告

８．NGOアースウォッチジャパン（理事長

浦辺徹郎）より，日本の自然環境や独特の

風土に根差した調査研究を支援するため

（一般人のサイエンスボランティア派遣），

野外調査プログラムの募集案内→News誌，

HP，geo-flashに掲載

＜その他＞

１．学術著作権協会より電子著作物の複製等

に関する権利委託についての検討要請があ

り，説明会等も開催されている．地質学会

として検討のうえ，返答を要するが，返答

の期限は特になし．協会からQ＆Aなどが

公表されるのを待って対応を決める予定．

２．JABEEより，2014年度総会報告あり．

３．石油技術協会より，新役員の挨拶，会長

小鷹　長，副会長　井上久隆・木村　健

４．千葉県（環境生活部）より地質職の採用

（２名程度）募集案内（５/30-６/219）

＜会員＞

１．今月の入会者（12名）

正会員（５名）：成田敦史，東野文子，中

川正二郎，山崎芳樹，福本徹之

正〔院割〕会員（７名）〕：寺田昂世，丸茂

春菜，大江健太郎，MATEEN Tayyaba，

山縣宏紀，古角晃洋，飯田　始



・長瀞のたんけんマップは査読中．

・その他，出版社からの出版予定で滞ってい

るものについて，整理，検討中．

海洋底調査の基礎（安間ほか，共立出

版）・・2009で中断．今後の出版に向けて

は編集の建て直しと構成の再検討が必要．

編集者と企画出版とで検討の予定．

地質用語集（水野ほか，共立出版）．

2007ころから中断．今後については，編集

関係者と企画出版とで検討の予定．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

・街中ジオ散歩「下町低地の地盤沈下と水と

暮らし」の実施報告

今回は25名参加，歩行距離８kmほど，

時間もオーバーして18時までかかったが，

参加者の感想は．好評だった．ジオ散歩の

案内書をまとめて出版することも考える．

７．ジオパーク支援委員会（天野（委員

長）・高木（JGC委員））

支援委員会の体制についても考える必要が

出てきている．執行理事会担当平田理事も委

員会の参加してもらう．

以上

2014年７月12日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）井龍康文

署名人　執行理事　斎藤　眞
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（3）JIS，標準担当（中澤）

改訂版を出すと共に，これまでの経緯を

紹介する記事を作る

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路）

１）編集状況報告（６月５日現在）

・2014年投稿論文　総数40編［総説２（和

文２）・論説20（和文20）・ノート１

（和文１）・報告５（和文４・英文

１）・口絵３（和文２・英文１）・巡検

案内９］

・査読中　29編　　受理済み　11編（うち

特集号３　案内書７）

・120巻５月号：論説２（約30頁，６/３発

送済み）

・120巻６月号：総説１・論説１（約40頁，

校正中）

地質学雑誌に対する要望がニュース誌に

掲載された．編集委員会には連絡しておく．

（2）アイランドアーク編集委員会（海野）

・編集状況報告

2013年は825p契約のところ563pで，震

災以降のページ数の減少から回復できてい

ない．

（3）企画出版委員会（保柳）

・箱根たんけんマップの増刷

現在修正点の確認中．初刷は3000部で販

売には７年かかった．修正を早急に済ませ

て７月中旬までに2000部印刷する予定．

２．今月の退会者　正会員（１名）：田中基

義

３．今月の逝去者（名誉会員　１名）：亀井

節夫（2014/５/23）

４．５月末日会員数

賛助：27，名誉：65，正会員：3,740（正

会員：3,626，正会員（院割）：106，正

（学部割）会員：８）合計　3,832（昨年

比－47）

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・ジオルジュ2014年度２号編集準備開始

・ジオルジュ１号の博物館の記事への矢島理

事からのコメントについては，坂口理事か

ら回答した．

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

（1）行事委員会（竹内）

・鹿児島大会ほか

講演の申し込みが始まった（７/１締切）．

６月中旬から参加登録・巡検申し込みが始

まる．

・2015. 9 .11-13信州大（長野）（中部支部），

2016日大（関東支部）の後を決める時期に

きている．2017年は近畿・四国支部の対応，

2018年は東北・北海道支部（125周年の年）．

（2）国際交流委員会（ウォリス）

この数年間の年会で国際シンポジウムを

やってきた．来年の信州でも行う予定．

海外の参加者が増えると自治体からの補

助金にも関わるので頑張ってみる．

地質技術者の皆さん　鹿児島大会でCPD単位が取得出来ます

日本地質学会は，地質技術者への継続教育の一環として，大会参加者・発表者・巡検参加者へCPD単位を発行します．

大会参加と口頭/ポスター発表の参加証明書は，参加日の15時以降に「CPD受付」（会場内総合受付付近を予定）におい

てお渡しします．また，巡検参加者については各コースにおいて案内者よりお渡しすることになります．

【CPD単位】

・ 学術大会参加に対するCPD（時間に応じて）：例）７時間出席=７単位

・ 口頭発表に対するCPD：0.4×15分発表＝６単位

・ ポスター発表に対するCPD：２単位

・ 巡検参加に対するCPD：日帰り-８単位，１泊２日-16単位

日本地質学会は，土質・地質技術者生涯学習協議会ジオ・スクーリングネット（GEO･Net：https://www.geo-

schooling.jp/）に加入し，地質技術者の継続教育（CPD）に携わっています．大会への参加だけでなく，講演や巡検の

参加についてもそれぞれ単位が取得出来ます．またGEO･Netに掲載されている協議会加盟団体のイベント情報について

も同様に検索・参加申込などが出来ます（参加の場合は，もちろんCPD単位が取得出来ます）．

積極的にご登録頂き，GEO･Netをご活用下さい．

また，各支部で主催する講演会や巡検等各種イベントについても，随時本サイトに掲載し，GEO･Net登録者にご参加

いただけるようにしていきたいと思います．

（地質技術者教育委員会　山本高司）
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「県の石」募集のお知らせ

日本では古来より郷土に産する岩石，鉱物，化石を愛し，またそれらを利用しながら発展してきました．例えば縄文
時代には，黒曜石が矢じりなどに加工しやすいとのことで産地から離れた地域まで流通していました．また，国会議事
堂の石材として有名な花崗岩は，御影石とも呼ばれ兵庫県の産地は御影町として地名に歴史を残しています．糸魚川で
産出する硬玉の翡翠（ヒスイ）は，勾玉などの装飾品の材料として珍重されていました．昭和の時代には，石炭を主力
産業として炭鉱町が活況を呈しました．そして今でも恐竜の化石は町おこしの目玉です．このように岩石，鉱物，化石
といった地元の「地質」もまた，郷土のアイデンティティのひとつとなっています．

地元の地質を愛する心は国際共通であり，米国ではほとんどの州で「州の石」を定めてあります．しかし日本におい
て「県の石」認定していると本学会のアンケート調査に回答した都道府県はありませんでした（2014年８月11日現在37
県が回答）．

日本列島はプレートの沈み込み帯に位置し，深海の堆積物から火山や大陸地殻まで多様で幅広い時代の岩石から成り
立っています．これほど多くの岩石に彩られている国は世界でも多くはありません．私たちが生活する大地の歴史と成
り立ちを知り，郷土の地質を愛する心を再認識するために，日本地質学会では「県の石」の認定を企画しました．日本
地質学会に所属する専門家のみならず，全国都道府県へのアンケート調査，そして市民の皆様の推薦を参考に各都道府
県の「県の石」を認定して参ります．日本地質学会のホームページの専用フォームより必要事項をご記入のうえご応募
ください．採用された方には抽選で記念品を贈らせて頂きます．できるだけ多くの皆様の推薦をお待ちしております．

【応募先】一般社団法人日本地質学会ホームページ：専用
申込フォームhttp://geosociety.jp

【対象】天然に産する岩石，鉱物，化石のうち，各都道府
県を代表するものが対象です．奇岩などの景観，
および石碑等の人工建造物は含みません．

【応募資格】どなたでも応募できます．ただしお一人様あ
たり各都道府県に対して，岩石，鉱物，化石
を１種類ずつまでとさせて頂きます．

【発表】厳正な審査のうえ，2015年初旬に日本地質学会の
HPにて発表します．

ただし鹿児島県のみは，2014年９月の「日本地
質学会121年学術大会（鹿児島大会）」にて，先行
して発表いたします．

【問い合わせ先】一般社団法人日本地質学会
〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15
井桁ビル６F 
電話：03-5823-1150（代表） FAX:03-5823-1156
main@geosociety.jp

全国各地には，それぞれの地域を特徴づける岩石，鉱物，
化石があり，人々の生活，文化，歴史と深く関係してい

ます．有名な代表例を下記に挙げます（これらは例であ
り，「県の石」として決定したものではありません）．

参考写真（左から）
北海道産アンモナイト：過去の生物の化石たちは，私た
ちに地球と生命の歴史を教えてくれます．特に恐竜やア
ンモナイトといった大型動物の化石は，郷土のシンボル
として愛され，町おこしなどにも広く活用されています．

（写真：東北大学総合学術博物館）

愛媛県輝安鉱（stibnite）：別子銅山をはじめとする愛媛
県の鉱山は，日本の近代化に大きく貢献しただけでなく，
輝安鉱という美しい鉱物の産地として世界的にも有名で
す．それらの標本は，海外の博物館にも数多く展示され
ています．（写真：東北大学総合学術博物館）

秋吉台の石灰岩：遠洋のサンゴ礁を起源とする石灰岩は，
セメントや製鉄の原料として戦後の高度成長を支えてき
ました．また石灰岩の産地には，カルスト地形という独
特の風景が広がり，草原に点在する白い石灰岩はとても
印象的です．（写真：秋吉台科学博物館，藤川将之学芸員）

【応募期間】2014年８月13日から10月31日（鹿児島県のみ８月末で締切りました）
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